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１話　どうなっちゃってるんだよ







　今日は早く目が覚めたので、花はな咲さき皆みな人とにしては余裕のある朝だった。

　１年10組の教室に足を踏み入れると、清せい浄じよう院いんマリカが頬ほお杖づえを外して皆人のほうを見た。

「おはよ、ひ――」

　姫ひめ、と言いかけた皆人にそそがれているマリカの眼まな差ざしが、氷の魔剣のような途方もない冷気を帯びた。

「あ……そうだった。えっと、おはよ、マリカ……」

　さん、とか、ちゃん、とか――いや、ちゃん、はないか、とにかく何かつけたくなってしまうところだが、まだマリカは皆人をにらみつけている。けっこうこわい。

　皆人はうなずきながら、

「マリカ」

　言いなおすと、ようやくマリカは微笑ほほえんでくれて、その途端、皆人は自分の身体からだが浮きあがったように感じた。何、この感覚。マリカがあまりにもきれいすぎるから……？

　半分夢心地でふわふわしている皆みな人とをよそに、歌うた野のくびれが血相を変えて、ガタッ、と席から立ちあがった。

「ま、ま、ま、ま、マリカ……!?」

「おいおいおいおいおーいッ！」

　灰はい堂どう茂しげるが、元気に逆立っている頭髪を突き刺そうとするかのような勢いで、皆人に駆けよってきた。

「何なんだよマリカって呼び捨てかよッ！　いきなりじゃねえか、いったい何があったんだよ二人の間にッ!?　フォーリンかッ、ラヴかッ、プロミスかッ、マリッジかッ!?　ま、まッ、まさかッ――ぷッ、プレグナァーントッ……!?」

「ち、違ちがっ……」「違うよ！」

　図らずもマリカと同時に否定してしまった。

　皆人はマリカと顔を見あわせた。マリカの頬ほおがみるみるうちに赤くなる。皆人の顔も熱い。火を噴きそうだ。

「――――――――――――――――――――――――――――――――――……っ！」

　くびれが言葉にならない甲かん高だかすぎる叫び声をあげた。超音波……？

　思わず耳をふさいだ皆人の肩を、ぽんっ、と誰かが叩たたいた。

　見れば、いつの間にか、すぐ隣に神じん幻げん次じが立っている。

　幻次は目を細めて何も言わずに、うんうん、とうなずいてみせた。わかっているよ、とでも言いたげだ。

「って、何が……!?」

「フンッ。フンッ！　フンッ……！」

　オッサンが後ろのほうの席で鼻息を猛烈に荒くしている。

「興奮しすぎだよね……!?」

「まあ式には呼んでくださいね」

　百もも地ちきゆが双子の姉、百地りゆの肩を揉もみながら、微苦笑を浮かべて言う。

「花はな咲さきくんのことは、正直わりとどうでもいいんですけど、式に出席するにあたって、りゆのためにきれいなドレスを選んで着せてあげて、鑑賞したいかんじなので」

「ドレスかー。りゆ、ドレスきたいなー」

「そんなもん、俺も見たいわッ！　むしろ俺が見たいわッ……！」

　茂は皆人にビシッと人差し指を突きつけて、

「つーことで、花咲、さっさと式の日取りを決めちまえッ！　今、ここでッ！」

「決めないよ！　ていうか、しないよ！　なんだよ式って！」

「はあッ!?　式を挙げるつもりもねえのにファーストなネームを呼び捨てにしまくるって、おまえ、どんだけインモラル野郎なんだよッ……！」

「む？」

　教室の隅で木刀を振っていた荒あら浪なみ叶かなえが、手を止めて皆みな人とのほうに視線を向けた。

「誰がインモラルなんだ？　そんな者がいるなら、わたしが委員長として成敗するけど」

「荒浪ッ！　こいつだ、こいつッ！」

「違ちがうって！　違うから、荒浪！　おれがマリカって呼ぶことにしたのは、ただ……」

「べつに」

　マリカはぷいっと横を向いた。

「そんなに深い意味はない。もともと、わたしはあまり好きじゃなかったから。姫ひめっていうあだ名が。それで……」

「……そう……だったのかよ」

　茂しげるは鼻白んで髪の毛を引っかきまわしたが、その髪型はこれっぽっちも変化しない。

「最初におまえのこと、姫って言いはじめたの……俺だよな。なんか、姫っぽいっつーそれだけの理由だったんだけどよ。わ、悪気とかはなかったんだからな？　マジで。いや、でも……すまねえ。謝るわ。悪かったよ、マリカ」

　マリカは身震いをして、自分の両肩を抱きしめた。

「……鳥肌が」

「なんでッ!?　ねえ、なんでッ!?　俺、名前呼んだだけなんだけどッ!?」

「そういえば、ぼくもシゲに幻げん次じと呼ばれるたびに虫むし酸ずが走るね」

「幻次ィッ！　おまえもかァッ！　つーか虫酸ッ!?　そこで虫酸まで走っちゃうーッ!?　それってめちゃくちゃ嫌悪されてるってことじゃないッ!?　ねえッ!?」

「フフッ。ちょっとした冗談だよ」

「いくら冗談つっても、言っていいことと悪いことがあるんだぞ、おいッ！　それはなあ、いいほうだッ！　――て、いいのかよッ!?　まあいいや……」

　さすがの茂も大声を出しすぎて疲れたのか、ちょっと息が上がっている。

「んで？　マリカじゃなかったら、なんて呼びゃあいいんだよ」

「それは……」

　マリカはちょっと考えてから、目を伏せた。

「呼びやすい呼び方で呼んでくれれば、いいけど」

「ぼ、ぼぼぼぼぼぼ僕はっ」

　廊下側の前から二番目の席で霜しも山やま映うつるが挙手すると、茂がそっちに目をやって、

「……いたのかよ」

「いや、いただろ」

　皆人が茂につっこみを入れると、映はなぜか恥ずかしそうに下を向いた。

「……ぼ、僕は、もともと、清せい浄じよう院いんさん、と呼ばせてもらっていたので、それで……」

「あ、あたしも」

　くびれは右手の人差し指と左手の人差し指を戦わせながら、

「……あたしも、前から、清せい浄じよう院いんさん、だったので……」

　荒あら浪なみが、ふむ、と顎あごをつまんだ。

「あたしもずっと清浄院だな」

「清浄院」

　オッサンが片目をつぶって親指をビッと立ててみせると、幻げん次じは腕組みをして、

「ぼくも普通に、名字で呼ばせてもらおうかな。清浄院さん」

「りゆなのー。りゆは、マリマリがいーなー。マリマリー」

「じゃあ、きゆもマリマリでいきたいかんじですね。りゆの言うことは絶対的に正しい宇宙的真理なので」

「俺はッ！」

　茂しげるは堂々と胸を張った。

「マリカって呼ばせてもらうからな……ッ！」

「……また、鳥肌が」

「うっせッ。呼びやすい呼び方で呼べっつったのはそっちだろッ。それに……なんか、あれだろ。名字っつーのはどうも……他人行儀っつーかよ」

　茂は慌ててみんなを見まわした。

「い、いやッ。みんな名字で呼ぶんじゃねえよとか、そういうこと言ってるわけじゃねえからなッ!?　ただ、あくまで、個人的にそう感じるからってだけで。だから……俺は呼ぶぜ。マリカってな。文句は言わせねえッ！」

　マリカはかすかな苦笑いを浮かべた。

「言わない。文句なんて」

　ちょっぴり苦いのに、とんでもなく甘いのだ。

　そんな表情を見せられたら、誰だってとろけてしまう。

　当然、茂も例外じゃなかった。

「そ、そうかよ。ふーん。へぇー。そ、そーっすか。ふぇー。な、なるほどねえ……」

　こんなに照れまくっている茂というのも、めずらしいかもしれない。

「けど、シゲ」

　皆みな人とは横目で茂を見た。

「おれのことは花はな咲さきって呼んでるよね。他人行儀だよね」

「なんだァ？　下の名前で呼ばれたいのかよ。みなと」

「……いや、やっぱいいわ。なんか、こわい」

「こわいって何だァッ！　こわいってッ！」

　――と、開けっ放しだった教室のドアが閉まったかと思うと、ドンッ……と、ものすごい音を立てた。

　それからドアが開いて、大おお鳥とり幸こう子こがおでこをさすりながら教室に入ってきた。

「あいたたたたた……ドア、開けてから入ろうとしたのに、開いてたから、間ま違ちがえて閉めてから入ろうとしちゃった……」

「間違えるにもほどがあるよ、サッチン……」

「だよねえ。じつはこーこも、それはちょっとだけ思う」

「ちょっとだけかよッ!?　もっと思えよッ！　そのうち大おお怪け我がすんぞッ！」

「え……シゲくん、もしかして、こーこのこと、心配してくれてる？」

「そりゃサッチン見てたら心配するだろ、フツー。人生全般やってけるのか、おおいに心こころ許もとないレベルだぞ、おまえマジで……」

「うぁー。そんなに褒ほめられると、こーこ、恥ずかしくなっちゃうよぅ」

「ひとッことも褒めてねえよッ！　人の話を聞けッ！」

「聞いてるもんっ。聞いてこれなんだもんっ。これが全力だもんっ。あっ。いっけない、忘れてたっ、みんな、おはよーっ！」

「おはよ」

　皆みな人とは、マリカのそれとは違ってただ苦いだけの苦笑いと一緒に挨あい拶さつを返した。

「あ、そうだ、サッチン、今、マリカの……清せい浄じよう院いんさん……いや、ちょっとさ、にらまないで……マリカの呼び方をどうしようかって話をしてて。姫ひめってあだ名は、あんまり好きじゃないんだって」

「あうっ。そぉーなん!?　じゃあじゃあ、姫じゃなくて……プリンスとか？」

「それ、王子だよ……」

「うっそっ!?　えっとじゃあ、キング？」

「それは王様」

「えっとえっと、それじゃね……女王様って、なんだっけ」

「……偉くする方向で考えないでくれる？」

　マリカはため息をつこうとして、こらえたみたいだ。

「普通でいいの。たとえば、こーこちゃんみたいな――」

「あっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ！」

「え……？」

「う、う、ぅぅ……」

　幸子は目玉を飛びださせてびっくり仰天したかと思うと、今度はぼろぼろ泣きだした。

　おかげで、マリカのほうが目を瞠みはって驚いている。

「え？　え……？　わたし、何かした……？」

「違ちがうのぉー。うえーん。そうじゃなくってぇ。びぇーん」

「じゃあ、どうした……の？」

「こーこちゃんって呼ばれたの、久しぶりだよぅぅ……。こーこ、ずっとサッチンとかサッチ●ピーコとかチ●ピーコッコって呼ばれてきて……お母さんとかお父さんとかお姉ちゃんとかにも、サッチンって呼ばれてるし……」

「肉親にまでかよッ……!?」

「すっごく、すっっっっっごく、うれしいっ！」

　幸こう子こは涙をふきながらマリカに走りよって、手を握った。

「マリカちゃん！　ありがとね！　これで二人は一生、親友だね！」

「……え」

　マリカは目を白黒させながら、かくかくとうなずいた。

「え、ええ」

「こーこが死んだら、一緒のお墓に入れてね！」

「お、お墓……？」

「サッチン、そこまでいったら、友だちじゃなくてもう夫婦めおとだよ……」

「ふぇ？　皆みな人とくん、こーこはまだ、メテオストライクは使えないよ？」

「いつか使えるようになるのかよッ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      

「レベルを上げたら、いつかきっと使えるようになるもんっ！　こーこを舐なめないで！　シゲくんのアルカパッ！」

「ねえよ、人間にはレベルなんて！　ゲームのやりすぎなんだよッ！　だいたい、なんだよアルカパってッ！　アルパカだろッ!?」

「なんでそうゆう難しいことゆって、こーこをめちゃくちゃにしようとするのっ！」

「どこが難しいんだよッ!?　まったく難しくないよねッ!?」

「……どうしたの、歌うた野のさん？　なんか、這はいつくばっちゃってるけど」

「い、いえ……なんでもないです、皆みな人とさん……ただ、あたしも、レベルが上がったら、もうちょっとましな魔法を使えるようになるかなって……」

「あー……」

　落ちこんでいるみたいなので慰なぐさめてあげたいが、何をどう言えばいいのか、皆人にはわからない。そもそも、皆人はあまり落ちこむことがないのだ。

　ほかにできることもなさそうなので、皆人はくびれに近づいていって、すぐそばにしゃがんだ。37センチよりも接近すれば、皆人の人をなごませる程度の能力が作用する。

《平和主義者ラヴ＆ピース》。

「大丈夫？　歌野さん」

「……あ。皆人さん」

　くびれは顔を上げて、ほにゃっとした笑顔を浮かべた。

「ありがとう……ございます。気持ちが、楽になりました。すごく。とても」

「いや、なんか、友だちにこんなことしかしてあげられないのも、微妙だけどね」

「そ、そんなことっ……と、友だち、友だちかぁー……ですよねえ……でも、でも、友だち……それでも、うれしい……ふふふっ……」

「え？　何？　声が小さくて、聞こえないんだけど」

「いえ！　な、なんでもないです。えへへ。ありがとうです、本当にっ」

　くびれが元気になったようなので立ちあがると、真ま田た部べ司つかさがポテットプップスもり塩味を豪快にバリバリ食べながら教室に入ってきて、ドアを閉めた。

　その直後にチャイムが鳴って、１年10組担当の夢ゆめ見みヶが原はら静しずか先生がいつものごとく眠そうに……と思いきや、違ちがった。

　たしかに、司のあとを追うようにして、誰かがやってきた。

　でも、静先生じゃない。

　だいたい、一人じゃない。二人だ。

　一人は、髪を頭の左右で束ねて、袖そでの長い制服を着た女子生徒で、もう一人は、ドクロ模様入りの黒いニットキャップを目深にかぶっている男子生徒だ。

　そう。先生じゃなくて、生徒だ。当然、10組じゃない。９組でもない。

　二人は教壇に上がった。

「はいはーい」

　女子生徒が教卓に手をついて、にっこり笑ってみせる。

「今日から１年10組の担任やっちゃいます、来くる見み坂ざかつみきでーす。よろしくー。はい、次、テッチーも」

　うながされて、男子生徒が軽く頭を下げた。

「……鏑城かぶらぎ哲てつ道みち。よろしく」

「元気ないなぁ。もぉーテッチーはいっつも。まず声が陰いん気き。あと目つき悪すぎ」

「……悪かったな」

「悪いよ？　悪いから言ってるんだもん。ま、いっか」

「いいか悪いか、どっちなんだよ……」

「とりあえず、出席とっちゃいまーす。えーっとぉー……」

　来見坂つみきを名乗る女子生徒が戸惑う10組の面々を指さすと、教室のドアが開いた。

　今度こそ、静しずか先生だった。

「……あれ？」

　静先生は、ずれた眼鏡めがねを中途半端に直して、来見坂と鏑城を見つめた。

「あれ……？　先生、教室間ま違ちがえた……？」

　そうして、あとずさりしようとしたら、自分の足につまずいて「はうっ」と尻しり餅もちをついた。起きあがらないで大きなあくびをしている。かなり眠たそうだ。

「ふゎぁぁ……ひどい朝だよぉ……教室間違えるし、転んじゃうしぃ……」

「いや、先生、間違ってない……よ？」

　皆みな人とが言うと、静先生は首をかしげて、

「へぇぁ？　そうなの？　あ、ほんとだ、花はな咲さきくんがいる。おはよぉ、花咲くん」

「お、おはようございます」

「というか！」

　荒あら浪なみが木刀の先を来見坂と鏑城に突きつけた。

「おまえたちは何者だっ！」

「言わなかった？　つみきは、つみき」

　来見坂は胸に手をあてて、くすっと笑う。

　笑うと、八や重え歯ばがのぞいた。

「いちおう、１年８組」

「８組……」

　皆人は眉まゆをひそめた。１年８組。幼稚園キンダガーデン、とも呼ばれている。よく知らないが、幼い子供みたいな男女の集まりだとか。

「そ。８組」

　来くる見み坂ざかは教室をぐるっと見まわした。

「10組って、なんかおもしろそう。だから、ね。みんな、つみきとあそぼ？」



　　　　★



　悪い予感がした。

　９組とのいざこざも記憶に新しいし、ほかのクラスの生徒に対してはどうしても警戒してしまう。

「あそびにきたよー」

　つみきと鏑城かぶらぎは、一時間目の授業が終わると、さっそく姿を現した。

「何してあそぶ？　何してあそぶ？　ねぇ？　何してあそぼっか？」

　つみきはそう言いながら10組の教室の中を駆けまわり、誰も反応しないのを見てとると、腕組みをして、「ぶーっ」と頬ほおをふくらませた。

「ノリ悪っ。つまんないっ。10組はそうじゃないでしょ？」

「……おまえに10組の何がわかるんだよッ」

　茂しげるが床を蹴けって言うと、来見坂はふんぞり返って、

「わかるよ？　ツンツン帽子」

「誰がツンツン帽子だッ」

「え？　帽子じゃないの、それ？」

「地毛だッ！　俺の髪はなぁ、何にも増して生き生きしてんだよッ！　俺の命があるかぎりッ、俺の毛が死に絶えることは決してねえッ……！　はず……ッ」

「そうやって毎晩毎晩、自分に言い聞かせているんだね」

「黙れ、幻げん次じッ！　毎晩言い聞かせたりしてねえよッ！　毎日は……」

「週六くらい？」

　マリカが、ふん、と鼻で笑うと、茂は目を見開いて、胸の真ん中をズキューンと銃弾で撃ち抜かれたような仕種しぐさをした。

「な、なんでわかった……ッ!?」

「それって、ほぼ毎日だよね」

「うっせッ。うっせんだよ、花はな咲さきの分際でッ。あとな、ツッコミが平凡すぎだろッ。週六イコールほぼ毎日って、何のひねりもねえ、そのまんまじゃねえかッ。おもしろくもなんともねえッ」

「わ、悪かったな、おもしろくなくて！　どうせおれは平凡だよ！」

「そっ、そんなこと！」「そそそ、そんなことは……！」

　くびれと映うつるが同時に叫んで、顔を見あわせると、二人ともうつむいてしまい、それを見た幻げん次じが、くくっ、と喉のどを鳴らして笑った。

「花はな咲さき」

　オッサンが親指を立てて、三十代後半には見える渋い笑みを浮かべてみせた。

「おまえのゴールは、俺のゴールじゃない。山を越えれば、山の向こうが見えてくるさ」

「……いや、慰なぐさめてるつもりなのかもしれないけど、まったく意味がわかんねーよ、オッサン……」

「きゃはははー。わかんないよー、おさーん。おさーんは、バカだねー。バカバカー」

「りゆ、だめですよ、ひとのことを、バカなんて言っちゃ！　でも、実際、オッサンの言うことはさっぱりなので、りゆは完全に正しいです。オッサンはバカですね」

「こーこは、なんかわかる気がするなぁ。だって、あの、なんだっけ、世界でいっちばん高い山、えと……え、え、え……エレベーター？」

「こーこちゃん、世界で一番高い山は、エレベーターじゃなくて、エベレスト……」

「あ、そっか！　そうそう、エレキバンドだよね！　教えてくれてありがと、マリカちゃん！　でも……あれ？　こーこ、何の話してたっけ？」

「知らねえよッ。知るよしもねえよッ。あと、エレキバンドじゃねえよッ。エベレストとエレキバンドって、最初のエしかあってねえだろッ」

「えっ……シゲくんと、最初に会ったのは、たしか……入学式のときで……」

「訊きいてねえよッ！　ンなことはッ！」

「うがががごががあがごご」

　司つかさがせんべい的な物を食べながら何か声を出したが、残念ながら、何を言ったのかまではわからない。

「それ！」

　つみきが腰に手をあてて、10組の面々を指さした。

「そういうの！　そういうのがいいの！　つみきも、そういうの、やりたい！」

「やりたいって……」

　皆みな人とはわずかに顔をしかめて、

「そんなこと言われてもなぁ。べつに、やろうとしてやってるわけじゃないし。なんだろ。ただ自然に話してるだけだからさ」

「つみきも、みんなと自然におしゃべりしたいの！」

「よくわからないが――」

　荒あら浪なみが困ったように首をかたむけた。

「突然だと、自然にはならないんじゃないか。あたしたちだって、最初からこうだったわけじゃない。お互いを知ったり、場に馴な染じんだりするのには、ある程度の時間が必要だ」

「い、やっ」

「……いや？」

「そっ！　いや！　つみき、待つのは嫌いなんだもん。行列のできるお店とか、だいっ嫌い。つみきは、一ヶ月後でも一週間後でもなくて、今、自然におしゃべりしたいの！」

「幼稚園児かよ……ッ」

「高校生ですーっ。幼稚園児には見えないでしょ？」

　つみきは胸を張り、スカートを、ぴらっ、とめくって、ふとももを見せびらかした。

　茂しげるは目を瞠みはって、ごくり……と、生なま唾つばをのみこんだ。

「……た、たしかに、幼稚園児じゃねえな……胸は最低でもＣ、脚も、かなり……つーか、顔もまあ、けっこう……」

「シゲくんっ！　女の子を、そんなえっちー目で見ちゃ、だめなんだからっ！」

「うっせッ。こいつは本能だッ！　何なん人ぴとたりとも、俺の本能は止められねえッ……！」

「ちなみに」

　ずっと、つみきのそばにしゃがんで黙っていた鏑城かぶらぎが、顎あごをしゃくってみせ、

「こいつのチチ、Ｄ」

「ディィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ……!?」

　オッサンが叫びながら腕立て伏せをしはじめた。なんで……。

「ていうか……」

　皆みな人とは鏑城を見た。なんというか、めちゃくちゃつまらなそうで、だるそうにしている。生きているのもめんどくさい、とでも言いたげな態度だ。

「鏑城と、来くる見み坂ざかは、どういう間柄？」

「テッチーは、つみきの下げ僕ぼく！」

「……いとこだよ。家、隣だから、ガキのころから、しょうがなくつるんでる。つか、つるまされてる。下着、買いに行くのにも、つきあわされんだよ……ふざけんな……」

「もう！　余計なこと言わないでよ、テッチー！」

「事実だろ……あー……しゃべったら、顎、疲れた……」

「し、下着……っ！」

　オッサンの腕立て伏せが加速した。

「下着！　女子の！　女性用！　下着！　下着！　下着！　ディィィィィィィィィィ！」

「オッサンのリビドーを、発電に活用できないかな？」

　幻げん次じの口調と表情は、冗談なのか本気なのかよくわからない。

「Ｄ……Ｄ……Ｄ……Ｄ……Ｄ……Ｄ……Ｄ……Ｄ……」

　くびれは両腕で締しめつけるように自分の胸を押さえて、青い顔をしている。よく聞きとれないが、小声で唱えているのは、魔法の呪じゆ文もんか何かだろうか。

「Ａでもすかすか……Ａでもすかすか……Ａでもすかすか……Ａでもすかすか……」

「そいえば、りゆ、ちちばんど、このごろちょっときつきつだなー」

「りゆもですか。じつは、きゆもです。さすがはりゆときゆ、成長具合もいっしょですね。近いうちに、新しいのを買いに行きましょうか」

「お、俺もッ！　俺も行くッ！」

「却きやつ下かします。りゆに、いろんなかわいらしいブラを試着させて鑑賞するのは、きゆだけの楽しみですから」

「うぐえぇッ。お、俺もりゆにブラジャー試着させて鑑賞してえッ……！」

「……シゲ。それはちょっと、率直すぎると思うよ。いくらなんでも……」

「素直で何が悪いってんだよッ!?」

「鑑賞！　鑑賞！　鑑賞！　鑑賞！　もはや！　ルーブル！　ルーブル！　ルーブル！」

「オッサンはほとんど壊れてるし……」

「むぅ」

　つみきは腕組みをして、ほっぺたをぱんぱんにふくらませた。

「だーかーらぁっ！　つみきも交ざりたいの！　そういうのに！　交ぜてよ！」

「誰か――」

　マリカが、ややおそるおそるといった感じで、探るようにつみきを見た。

「あなたには、誰かいないの？　こうやってお話しするような――お友だちは。たとえば、八組には」

「いたら！」

　つみきは一瞬、泣きそうな顔をして、それを隠そうとするかのように下を向いた。

「……いたら、こんなこと、してないでしょ」

「こいつ」

　鏑城かぶらぎが、また顎あごをしゃくって、つみきを示した。

「性格、問題ありだし。わかると思うけど」

「テッチーのアホ！　間抜け！　でくのぼう！　イ●ピーポテンツ！」

「……や、たしかに、あんまし元気はねーけどよ。まだ、不能にはなってねーよ……」

「まあな？」

　茂しげるは、洋画や海外ドラマに出てくる俳優みたいに、大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。

「べつに、ほかのクラスだからって立ち入り禁止とか、そんなことはできねえし？　クラスが違ちがうから、友だちになれねえってこともないからな」

「じゃ、つみきと友だちになってくれる？」

「いきなりっつーのは、やっぱ難しいだろ。でも、友だちになるための、努力つったらおかしいけどよ。そういうのはできるんじゃねえの？」

「ぃよしっ」

　つみきはガッツポーズをした。

「だったら、つみき、10組のみんなと友だちになれるように、努力するね！　もちろん、テッチーもだから！」

「……まじか」

「まじだよ！」

「……はいはい」

　うなだれて、大きなため息をつく鏑城かぶらぎを見て、結局、いとこが心配だからつきあうのだろうと、皆みな人とは思った。つみきはいったい、どんな努力をするつもりなのか。このときは考えもしなかった。
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　二時間目が終わった瞬間に、つみきはまた鏑城を連れて教室に飛びこんできた。

「きたよーっ！　みんな、あそぼ！　あそぼ！　あっそぼーっ！」

「……遊ぶっつってもよ」

　茂しげるはツンツンに立っている髪の毛をさわりながら、

「ただ遊ぶっつっても、よくわかんねえし。何するんだよ？」

　つみきは、にひー、と笑って、右の拳こぶしを突きあげた。

「じゃんけん！」

「はぁ？　じゃんけんだァ……？」

「じゃんけんなら、誰でもルールを知ってるし、簡単だし、みんなでできるでしょ？　はい、それじゃさっそく、じゃーんけんっ。じゃーんけんっ。じゃーんけんっ」

　つみきが右の拳を振ってみせると、無む我が夢む中ちゆうで柿かきの種たね的な物を食べている司つかさをのぞく10組の面々は、なんとなくつられてじゃんけんの準備をした。

「じゃーんけーん、ぽんっ」

　つみきは、チョキ。

　皆人と幻げん次じ、映うつるとマリカ、幸こう子こ、そして叶かなえが、グー。

　茂とオッサン、りゆときゆ、くびれ、それから鏑城も、チョキだった。

　皆人は自分の拳を見つめた。

「あ。おれ、勝った」

「ぼくも勝ったようだね」

「……ぼ、ぼ、僕も……偶然だと思うけど、運を使い果たしちゃったかな……はは」

「わたし、じゃんけんをしたの、すごく久しぶり」

「えー、そうなの？　マリカちゃん。こーこはねえ、こーこは……前にいつじゃんけんしたかは覚えてないけど、負けたことは一回もないかも？」

「い、一回も……？」

「えっへん！　こーこは運がいいの！」

「しかし、たかがじゃんけんでも、勝つとそれなりに気分がいいものだな。ふふっ」

「ぐあァーッ。荒あら浪なみッ。自慢か、それッ。自慢だなァッ!?　ちっくしょうッ！　負ァーけェーたァーッ！　やってらんねッ！　ペッ！」

「オーマイガッ……」

「ふあぅー。りゆ、負けちゃったよー」

「よしよし、です。気にしなくていいですよ、りゆ。きゆも仲よく負けちゃいましたし」

「……あたし、じゃんけん弱いんですよね……勝ったこと、ほとんどないかも……」

　鏑城かぶらぎは、チョキの形にした指を曲げたりのばしたりしながら、つみきに視線をそそいでいる。

　つみきは見事なまでのふくれっつらで、「もっかい！」と宣言した。

「じゃーんけん、じゃーんけん、じゃーんけーん……ぽんっ！」

　今度は、つみきが、パー。

　皆みな人とと幻げん次じ、幸こう子こがチョキ。

　残りは、パー。

　皆人は感心して、へえ、と息をついた。

「これだけの人数でじゃんけんして、二回連続であいこにならないのって、地味にけっこうすごくない？」

「考えてみると、そうだね」

　幻次が微笑を浮かべてうなずくと、柿かきの種たね的な物を食べていた司つかさが、すっ――と椅い子すから立ちあがって、右手を掲かかげてみせた。

　チョキだ。

「わぁ。真ま田た部べっちも、チョキだったんだね！　こーことおんなじ！」

　幸子が言うと、司は柿の種的な物を貪むさぼりながら、重々しくうなずいてみせた。

　常時暴走している能力のせいで、正気を保っているのも難しい司が、つみきが強引に始めたのだとはいえ、じゃんけん大会に参加してくれた。それだけで、皆人としてはかなりうれしかった。

　だから、つみきにも感謝したい――と思ったのだが、どうやら相手は、そんな気分でもないみたいだ。

「……んんんんん。ん、ん、ん、ん、ん……」

　つみきは何かを我慢しているようだ。で、もう我慢しきれない。そんなふうに見える。

　そうして、とうとう爆発した。

「もっかい！　じゃーんけん、じゃーんけん、じゃーんけん――」

　でも、つみきが肝かん心じんの、ぽん、をなかなか言わないものだから、みんな、グーもチョキもパーも出さないで、その瞬間を待っている。

　先に痺しびれを切らしたのは、つみきだった。

「ぽん！」

　つみきがグーを出して、みんな遅れる格好になったので、全員、パーを出した。

「あ……」

　皆みな人とは指先で鼻の頭を掻かいた。

「後出しになっちゃったな」

「いや、今のはしょうがねえだろ？」

　茂しげるはつみきを指さして、

「だって、あいつがテンポよくやらねえからよ。じゃんけんごときで、そこまでして勝ちてえのかって話」

「……っ！」

　つみきは、ガンッ、と床を蹴けって、すごい形相で茂をにらみつけた。何か言おうとしたみたいだが、ぎゅっと唇を噛かんで、教室から出ていってしまった。

「あー、シゲくん……」

「な、なんだよ、サッチン。俺が悪いっつーのかよ。ンなことねえだろ、俺はべつに」

「あのさぁ」

　鏑城かぶらぎが、つみきを追いかけようとして、教室の出入口で足を止めた。

「気にしないでくれっかな？　まあ、あーいうやつなんで」

　皆人が曖あい昧まいにうなずくと、鏑城はだらだらした足どりで、気まずい雰囲気が漂う教室をあとにした。
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　そんなことがあったから、ひょっとすると、もうこないかもしれない――と思ったら大おお間ま違ちがいだった。

　三時間目が終わると、つみきは何事もなかったかのように教室に駆けこんできて、

「さぁーっ！　あそぶよーっ！　みんなで、だるまさんが転んだ、しよっ！」

　黒板に伏せるような姿勢になって、さっそくだるまさんが転んだを開始しようとした。

「だーるーまーさーんーがぁー……」

「ちょ、ちょっと待っ――」

　皆みな人とがそこまで言ったところで、つみきは振り向いた。

「こーろんだっ。あ、そこのおっきい人、動いてる！　あとは……むぅ～。ちゃんと止まってるし」

　おっきい人、とは、司つかさのことだろう。

「ほらほら、おっきい人、こっちにきてよ。あ、つみきにはさわれないから、さわらなくていいよ。えっとね。黒板に手をついて」

　司はマーブルチョコ的な物を貪むさぼり食いながら、黒板のほうにのしのし歩いていって、手をついた。

　さわれない？　――とは、どういうことだろう。

　皆人はちょっと不思議に思ったが、つみきはもう、黒板に伏せている。

「だーるーまーさーんーがぁー……」

　しかし、まさか高校生にもなって、だるまさんが転んだをやる羽目になるなんて。

　ともかく、鬼＝つみきにタッチするしかないのか。それより、司がつかまってしまっているから、「切った」をして助けないと。「はじめの一歩」もしていないし、変則的だが、茂しげるあたりはわりとやる気になっているみたいで、素早く黒板に近づこうとしている。

「転んだっ。……誰も動いてない？　じゃ、だーるまさんがぁー……転んだっ。だるまさんがぁー……転んだっ。だるま……転んだっ。あ！　ツンツン帽子、動いた！」

「おいッ！　今のは卑ひ怯きようだろッ!?　だるまさんが転んだって、ちゃんと言ってねえしッ。あと、これは帽子じゃねえッ！」

「もぉー。うるさいなぁ。ツンすけはぁー」

「その呼び方はやめろッ！」

「とにかく、ツンすけはアウト！　はい、こっちきて！」

「チッ……」

「いっくよーっ！　だーるまさんがぁー……」

「忍にん法ぽう！」

　きゆが印を結ぶと、りゆが「にんっ」とそれを真ま似ねした。二人は声をそろえて、

「「切り切りの舞い……！」」

　百もも地ち姉妹は、ものすごい勢いで司の制服の裾すそをつかんでいる茂を追い越して、黒板に手をついている司に肉薄した。

　たぶん、つみきが「こーろんだっ」と言ったのと、ほぼ同時だったと思う。

　妹のきゆが、姉のりゆと絡みあいながら突進し――りゆは、きゆに押しだされるようにして、司の手と黒板を、手刀で切り離した。

「――切ーった！」

「っ……！」

　つみきは黒板に伏せるようにして、だるまさんが転んだ、を早口で言おうとしている。そうして振り向くまでの間に、皆みな人とたちは逃げないといけない。

　みんな、そうした。一生懸命、できるだけ距離を稼ごうとした。

　つみきが、だるまさんが転んだ、を言い終えて振り返る。

　10組の面々はぴたりと動きを止めた。

　鏑城かぶらぎが教室の出入口のところにしゃがんでいる。だるまさんが転んだには参加していなかったが、ついてくるだけは、ついてきていたらしい。

「何歩？」

　けだるそうに鏑城が尋ねると、りゆが「ごっほー！」と答えた。

「五歩ね？」

　つみきは、八や重え歯ばをのぞかせて、にやあ、と笑い、大おお股またで歩きだした。

「いっぽーっ。にーほっ。さーんぽっ。よーんほっ。ごーほっ！」

　ちょうど茂しげるのすぐそばで、つみきは足を止めた。

「げッ。俺かよ……ッ」

「はーい、タッチ！」

　つみきが茂の背中にタッチした――というか、右手を振りかぶって、思いきり平手打ちするような勢いだったが、それにしても大おお袈げ裟さすぎる結果だった。

「ふげッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ……!?」

　茂の身体からだが宙に舞う。

　螺ら旋せん状じように回転しながらすっ飛んで、教室の向こう側の壁に据すえ付けられているロッカーに激突した。

「――ごッッッッッッ……!?」

「し、シゲくん……!?」

　幸こう子こが茂に駆けよろうとして「りにゃっ!?」とすっ転び、尻しり餅もちをつくどころかひっくり返った。スカートがめくれあがって、下着が丸見えになっている。

「……って……」

　皆人はすぐに顔をそむけたが、いくら幸子でもそれはない、見み間ま違ちがいじゃないかという思いから、つい横目でもう一度確認してしまった。

　結論から言うと、見間違いなんかじゃありませんでした。

「さ、サッチン……なんで、白いブリーフなんかはいてるの……」

「ふぇっ!?」

　幸子は自分の下半身をまじまじと見て、「あーっ！」とすっとんきょうな声を出した。

「こーこ、間違えて、お父さんのパンツはいてきちゃった……！　お父さんがこーこのパンツはいてたら、どうしようっ……!?」

「えっ。そっちの心配……？」

「だって、お父さんがこーこのパンツはいてたら、なんか……なんか……変態さんみたいだし！　会社でいじめられちゃうかもだしっ！」

「仮にはいてたとしても、会社で披ひ露ろうする機会はまずないんじゃないかな……」

「あ、そっか。それもそうだよね。お父さん、今日はたぶん、スカートはいてなかったと思うし。ほぅーぁー。よかったぁ」

「きょ、今日は……？」

「そんなことはどうでもいいっ！」

　叶かなえが目を吊つりあげて、木刀の先をつみきのほうへと向けた。

「来くる見み坂ざかつみき！　きさま、今、何をした！　もし、意図的に10組の生徒を――あたしの仲間を傷つけようとしてやったことだとしたら、許すわけにはいかない！」

「何って」

　つみきはきょとんとした顔で叶に近づいてゆく。

「ただ、つみきは、ツンすけにタッチしようとしただけ、だけど？」

　そして、にたぁ……と笑い、木刀を握っている叶の右手を、軽く払うようにさわった。

　いや、さわろうとした。

　おそらく、つみきの手は、叶の手にふれていない、ふれる寸前で――

「きゃっ……!?」

　叶の右腕が、横方向に、ぐっ……と押しだされた。叶がすぐれた運動神経の持ち主でなければ、転んでしまっていたかもしれない。叶だから、なんとかこらえて、踏みとどまることができたのだ。

「……な、何だ、これは――この力、きさまの能力か……!?」

「つみきも、天てん命めい学がく園えんの生徒なんだよ？」

　くすっ……と笑って、舌先で八や重え歯ばをちろちろと舐なめるつみきは、愉快そうで、すべてを見下しているみたいで――でも、なんだか、自や棄けになっているようにも見えた。

　だけど、そう……この私立天命学園の生徒は、かならず何らかの能力を持っている。

　能のう開かい――正式名称・能力開発部が、学園にふさわしく、有用だと認めた能力者でないと、入学することさえできない。

　そうやって選抜された生徒たちだからこそ、学費をふくめた諸経費一切を学園が負担して、卒業まで、また、場合によっては、卒業後まで面倒を見てくれるのだ。

　生徒たちは、能開によってＳＳＳ～Ｇまでランク付けされ、各人の能力にふさわしいクラスに振り分けられる。

　10組には、最低ランクの能力者が集められている――というか、放ほうりこまれているので、８組のつみきは、どう考えても、皆みな人とたちより格上なのだ。

「誰もさわることができない能力」

　鏑城かぶらぎが、ニットキャップの位置を直しながら言った。

「《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》……能のう開かいがつけた、そいつの能力名な。少女じゃなくなったら、どうすんだって話……」

「テッチー。うるさい。さわられたい？」

「どーせ、さわれねーだろ……」

「そ。誰も、つみきにはさわれない。誰も」

　つみきは目を伏せて、長い袖そでを噛かんだ。

「誰一人として」

「すごいね」

　幻げん次じがわずかに目を瞠みはった。ふだんは、だいたい目を細めて微笑を浮かべているので、ちょっとめずらしい。

「誰もさわることができない程度の能力、じゃないんだ」

「ああぁぁっ……！」

　映うつるが震えながらあとずさりをした。

「そ、そ、そそそそそそそうだよ、て、て、程度のって、つ、つかないということは、それってつまり……」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ヌウ……」

　オッサンは人生の苦さを噛かみしめているかのような渋い顔をして唸うなったが、それきり言葉が出てこないので、たぶん何も考えていない。

「ぬぁー。りゆは、妹と心が通じあっている程度の能力、だよねー」

「そうですね。きゆは、姉と心が通じあっている程度の能力、です。なんだかバカにされているみたいで不愉快ですけど、愛いとしいりゆと一文字違ちがいなので、よしとしましょう」

「だねー。なんでも、きゆといっしょがいいのー」

「……あたしなんて、能力名もないです……魔法科特専クラスに入れてもらえなかった、落ちこぼれの、ぐずでのろまな魔法使いなので……」

「く、くびれだけど、くびれていない程度の能力、とか……」

「あああっ！　霜しも山やまくん！　それを言いますかっ!?　一番気にしていることをっ……！」

「ご、ごごごごごご、ごめんなさい、つ、ついうっかり……本音を……」

「ねえねえ、あのね、それよりもね、みんな聞いて？　シゲくんがね、ぴくぴくしてるんだけど？」

「残念ながら、まだ生きているということだね」

「さらっと、地味にひどくない？　幻げん次じ……」

「ぼくは意外と人でなしなんだよ、皆みな人と」

「うむ。だけど、灰はい堂どうはこのままでいてくれたほうが、クラスのためにはいいかもな」

「荒あら浪なみまで……シゲっていったい……」

「というか」

　マリカはなぜか、若じやつ干かんひいているみたいだ。呆ぼう然ぜんとしているようでもある。

「どうしてあなたたち、そこまで脱線できるの……」

「うががおがぐがごごあがっ」

　司つかさはかりんとう的な物を貪むさぼり食っている。袋まで平たいらげてしまいそうだ。

「ほんと――」

　つみきは10組の面々を見まわして、にやりと笑った。

「あんたたちって、最高。ぜったい全員、つみきの友だちにするから」

　引っかかる言い方だった。

　友だちに、する。

　皆人はつみきの目をまっすぐ見すえた。

「あのさ、来くる見み坂ざか。友だちって、そういうもんじゃないよね？」

　つみきは、皆人の言っていることの意味が本当にわからないようで、意表をつかれたようにまばたきをして、首をかたむけた。

「はぁ？　そういうものって？」

「だから、友だちにする、とかさ。そういうもんじゃないだろ。友だちにはなるもので、するものじゃない。来くる見み坂ざかがそういう態度だったら、友だちになんか、なれないって」

「友だちがいないのは、つみきのせいだって言いたいの？」

「わからないよ。おれは来見坂のこと、よく知らないし。でも、友だちにするっていうのは、なんか違ちがうと思う」

「つみきは、悪くない……！」

　怒らせてしまったのか。つみきは顔を真っ赤にして皆みな人とをにらみつけた。でも、自分が間違っているとは、皆人には思えない。だから、目をそらさずにいると、先につみきが顔をそむけた。

「つみきのこと、何も知らないくせに……！」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残して、つみきは行ってしまった。その後ろ姿に、既視感デジヤビユを覚える。前の授業と授業の間の休み時間でも、同じようにつみきは10組の教室から出ていった。

「だから、おれは来見坂のこと、よく知らないって……」

　皆人はため息をついて、ポケットの中から携帯電話をとりだした。

「でも、わかんねーから、お互いに知ろうとして、そのうちに友だちになってる……みたいなことだと思うんだけど。違うのかな」

　よくメールのやりとりをしている、９組の日ひ隅ずみ逆さか麿まろだってそうだ。

　いろいろあったし、まだ友だちとはいえないが、逆麿は何かにつけメールしてきて、皆人に意見を求める。皆人が何かメールすれば、それについて書いてよこす。

　逆麿は、自分を理解してもらいたい、と望んでいるのだろう。皆人を理解したい、とも思っているようだ。

　すぐには無理でも、積み重ねてゆけば、いつかは友だちになれる。

「悪かったな。あーいうやつなんで」

　出入口のところにしゃがんでいた鏑城かぶらぎが、よっこいしょ、と立ちあがって、ニットキャップ越しに頭を掻かきながら、

「ちなみに、あいつの総合判定、Ｂ、な」

「Ｂ……!?」

　10組の、ぴくぴくしている茂しげると、かりんとう的な物を頬ほお張ばっている司つかさ以外の面々が、一斉に叫んだ。いや――幻げん次じは大きく目を見開いただけだったが、いつも悠然と構えている幻次にしては、そうとう驚いていることは間違いない。

「オレはＤだけどね」

　鏑城は軽く肩をすくめてみせた。

「つーわけで、オレ、あいつに逆らえねーんだよ。正直、こえーし。まぁー、あいつに気に入られちまったのが、あんたらの運の尽きってやつかもなぁ？」



　　　　★



　次につみきが10組に来襲したのは昼休みで、茂しげるはその途端、脱だつ兎とのごとく教室から逃げだそうとした。

「テッチー！」

「……はいはい」

　つみきに鋭く名を呼ばれると、鏑城かぶらぎが右の掌てのひらを前に突きだした。その先では、茂が後ろの出入口から教室を脱出しようとしている。

「悪く思うなよな……《吊り男ハングマン》」

「ぬおッ……!?」

　茂が浮きあがった。

　何か見えない力で持ちあげられて――50センチほどだろうか。

「なッ！　なッ!?　何だこれッ!?　くそッ、くそッ、くそッ、くそ……ッ！」

　茂は必死に脚を動かしているが、地面を蹴けることができないので、進むわけもない。

「これがまぁー、オレの能力っつーかね……」

　鏑城は唇をゆがめて、

「手をふれずに人間を持ちあげる程度の能力。くだらねーだろ？」

「でも、使い方次第で、役に立つよ？」

　つみきが鼻の先で笑いながら、茂に向かってゆっくりと歩いてゆく。

　司つかさはまだ、学食から帰ってきていないが、そのほかは全員、教室にいる。

「うおッ！　ちょッ、待っ、待てってッ！　俺はただッ！　ととととトイレにッ……！」

　空中で無駄に全力疾走しようとしている茂に、つみきが迫せまる。

　つみきを止めないと、茂があぶない。

　そう思っているのだが、皆みな人とはなぜだか一歩も動けない。つみきがこわいのか。たしかに、何か底知れない恐ろしさを感じる。

「だ、だめっ……！」

　――と、つみきの前に、幸こう子こが立ちふさがって、両腕を広げた。

「シゲくんにひどいことしたら、こーこが許さないんだから！」

「どけ、大おお鳥とり」

　と思ったら、幸子をオッサンが押しのけた。

「どうしてもこの先に進みたければ、俺を倒してから行け！　マイシスター！」

「……なぜ、シスター？」

　マリカの疑問はもっともだが、まあ、オッサンだし、それどころじゃない。

「ふんっ……」

　つみきが右手を振りかぶった。

「じゃ、そうさせてもらおっかなぁ……！」

「オッサン……！」

　荒あら浪なみが木刀を引っつかんで駆けだした。だけど、距離的に間に合わない。

　茂しげるが「おおッ、おおッ、おおッ……！」と叫んで、オッサンは全身に力をこめた。

　つみきの右手が、オッサンの胸板を叩たたく――その手前で、しかも、けっこう前で、ぴたりと止まった。

「……なんて――しないよ？　言ったでしょ？　つみきは、あんたたちを友だちにするんだから。テッチー、下ろしてあげて」

「はいはい」

　鏑城かぶらぎが右手を下ろすと、その動きにあわせて、茂が地面に降りたった。

「……た、た、助かっ……た……ッ？　のか？　俺……？」

「だから、最初から、するつもりなかったんだってば」

　つみきは腰の両側に手をあてて口を尖とがらせた。

「ちょっとからかっただけだもん。なんで本気にするかなー？」

「い、今までの行いが、悪かったせいじゃないんですかね……きっと……」

「何？　何か言った？　くびれてないちんちくりん」

「くっ……くびれて……は、ないですけど、実際……いえ、べつに、何も……」

「そういうふうに脅おどすから、よくないんじゃないの」

　マリカが冷たく言うと、つみきは、すっ――と無表情になった。

「つみきは脅してなんかない。くびれてないちんちくりんが、何か言ったように聞こえたから、訊きいただけ」

「そんな言い方だったとは思えないけど。それから、友だちになりたい相手に、くびれてないちんちくりんなんて呼び方はしないほうがいいんじゃない」

「しょうがないでしょ？　くびれてないちんちくりんなんだから」

「たとえ、くびれてないちんちくりんだとしても、そう呼ぶことはないでしょう」

「くびれてないちんちくりんに、くびれてないちんちくりん以外、どんなふさわしい呼び方があるわけ？」

「や、やめようよっ……！」

　映うつるが甲かん高だかい声で叫んだ。

「だ、だいたい、くびれてないちんちくりんなんて、あ、あまりにも長すぎるし……！」

「えっ。そこ……？」

　皆みな人とが呆あつ気けにとられて言うと、映は「あ、いや、あの……」と口ごもって、

「な、な、な、なんていいますか、えー、というか、すみません、ごめんなさい……」

「や、謝ることはないけど。ていうか、謝るならおれじゃなくて、むしろ歌うた野のさんに謝ったほうがよくない？」

「あたしはぁ～」

　くびれはなぜか、あはははぁ～、と笑って、スキップをしながらくるくる回りだした。

「だいじょびれ～す、どうせあたし、くびれてませんし～、ほらほら～、ちんちくりんれすし～、あと～、つるぺたれすし～、あはははははぁ～……」

「や、やばい、歌野さんがぶっ壊れた……」

「皆みな人と、なごませてあげたら？」

「あ、そうだ、幻げん次じ、さんきゅ」

　皆人が接近すると、間もなくくびれは正気に返った。

「……あ、ありがとうございます、皆人さん。とんだご迷惑を……恥ずかしいんですけど、ほわほわして、不思議な気持ちです……」

「いや、いいって。これくらい。誰だって、壊れることくらいあるし。おれも、いつだったか、弁当……弁当？　あれ？　何だっけ？　弁当って……記憶が……」

「あ、あああああ、そ、そそそそ、その節せつはっ……」

「くびれはなぜ、くびれないかなー」

　りゆが自分のウエストに手をあてて、腰を回した。

「りゆ、ほっといても、くびれちゃうよ……なんか、くびれないほうがいいなー」

「そうですか？　きゆは、りゆのくびれ、美しいと思いますけど。もちろん、きゆもくびれてるかんじなんですけどね。りゆとおそろいなので」

「ちょ、ちょっと拝ませてくれねッ!?　な、ちょっとだけでいいからッ！　生くびれッ」

「ハゲルには、やだー」

「俺じゃなかったらいいのかよッ!?」

「エターナル」

　オッサンが謎なことを言って小鼻をスピスピさせながら、親指で自分を示してアピールしているが、顧かえりみる者は誰もいない。

「……ほ、放ほうっておいても、くびれる……」

　背中に超重量の重石おもしでものせられたように、くびれが床に這はいつくばった。

「……ほ、放っておいても……あの肉量で……ふふふ……信じられない……何それ……」

「う、歌野さん……？」

「はい……へいきです……あたしは……あの……お気持ちはうれしいんですが……申し訳ないんですが……今は、なごませずに、そっとしておいてもらえますか……ここできっちり底まで落ちておかないと、かえって浮上できない気がするので……ふふ……」

「そ、そういうもの、なんだ……？」

「しかし、くだらないことを気にするんだな」

　荒あら浪なみは自分の横っ腹をつまんだ。

「鍛きたえられて、余分な肉がついていなければ、それでいいとあたしは思うけど。重要なのは形より、機能だ」

「ファンクション！」

　オッサンが突然、妙にいい顔をして、ビッと親指を立ててみせたものだから、荒浪は困惑気味に「あ、う、うん……」とうなずいて、

「……って、大おお鳥とり、おまえ、何してる……」

「ほぇ？」

　幸こう子こは制服の上着とブラウスをたくしあげて、おなかを出している。

「あ、こーこ、くびれてたかなぁと思って。覚えてなかったから、見てたんだけど」

「早くどうにかしろ！　不ふ埒らちだぞ、その格好はっ！　下着が見えてるだろうが！」

「下着って、ブラジャーのこと？　うっそー。そんな、見えるわけ……はぅあっ!?　見えてたっ！」

「いいから、さっさとしまえよッ。よりにもよってサッチンの三段腹なんて、誰も見たくねえんだからよッ！」

「三段腹じゃないですぅーっ。違ちがうもん、違うもん！　ほらほらっ！　ちゃんと見てよ、シゲくん！　こうしても、二段にしかなってないでしょっ」

「み、見せなくていーっつうのッ！　こらッ！　よせッ！　アホーッ！」

「それにしても……」

　マリカが、もう唖あ然ぜんとするのも馬鹿馬鹿しい、とでもいうような――それでいて、思わず見入ってしまうほど麗うるわしい表情を浮かべて、ふるふると細かく頭を振った。

「あなたたち、いったいどこまで脱線しまくれば気がすむの……」

「本当にね」

　幻げん次じがくすりと笑った。

「何がどうしてこうなったのか、忘れてしまったな」

「えーと……」

　たしかに、何がきっかけでこうなったのか、皆みな人とも考えてみたが、思いだせない。

「俺だろッ！」

　茂しげるは自分の頭髪を両手の人差し指でさし示した。なぜ髪の毛……。

「俺が逃げようとしてッ！　そんでつかまってッ！　やられそうになってッ！」

「ああ、そういえば」

「やっぱり、逃げようとしたんだ？」

　つみきは五ご寸すん釘くぎみたいな視線を茂しげるに突き刺したが、すぐに笑みを浮かべて、

「何も逃げなくていいのに。心配しないで。つみき、ちゃんと考えてきたから。みんなといっしょにあそべそうなこと。じゃーん！」

　ポケットから何かとりだしてみせた。

「おー」

　りゆときゆがのぞきこんだ。

「トランプだねー」

「ええ。トランプですね。さすが、りゆです。見る目があります」

「見る目なんかなくたって、誰だって見ればわかるでしょ？」

　つみきは鼻で笑って、ケースからカードを出した。どうやら新品みたいだ。

「トランプならいいかなと思って、さっきテッチーパシらせて、買ってこさせたの。これであそぼ！　ババ抜き！　ババ抜きしよ！　はい、集まって！　つみき、配るねー！」

「よりにもよって、ババ抜きかよ……」

「文句ある？　ツンツン帽子」

「とりあえず、その呼び名をどうにかしてほしいんだけどよ……何も、ババ抜きじゃなくたっていいだろ。もっとあるだろうが、いろいろ」

「だって、つみき、ババ抜きしか知らないもん」

「え？」

　皆みな人とは眉まゆをひそめた。

「なんで？」

「トランプは前に、何回かやったことあるけど、テッチー、ババ抜きしか知らないっていうから。つみきは違ちがうのもやってみたかったのに」

「鏑城かぶらぎくん以外と、トランプをしたことはないの？」

　マリカが尋ねると、つみきは拗すねるように横を向いた。

「……いなかったから！　つみきとトランプしてくれる人が、ほかに誰も！　いいでしょ、今はそんなこと、どうでも！」

「じゃあさ」

　皆人はつみきだけじゃなく、みんなを見まわして、

「七しち並ならべでもやらない？　あれなら、人数多くてもなんとかできるし。ルールも難しくないしさ。教えるから」

「やろーやろー。ちち並べ、やりまくっちゃえー」

「りゆ、ちち並べじゃなくて、七並べですよ。まあ、りゆがそう言うのなら、きゆとしては、否いなやはありません。さあ、やりましょう。さあ」

「いや、でもッ！　りゆときゆが並んでると、実際チチ並べだなッ！　ワハハッ！」

　そんな下品なことを言う茂しげるの横で、オッサンが「シュコーッ、シュコーッ」と鼻息を荒くしている。幸こう子こが「にゅえ？」と首をひねって、

「シゲくん、何ゆってるの？　りゆちゃんもきゆちゃんも女の子だから、おちんちんはついてないよ？」

「あたりまえだろうがッ！　つーか、チンチンの話なんかいっこもしてねえよッ！　サッチン、おまえはちょっと、その耳をどうにかしろッ！　あと、頭もなッ！」

「ひぇっ!?　おまえはそのままでいろ、なんて……シゲくん、そんなこと、こーこにどういうつもりで……」

「はァッ!?　どこをどうしたら、そう聞こえんだよッ!?」

「窮きゆう屈くつだし、机をずらして、床でやるか……」

　叶かなえが机を移動させはじめると、くびれが「あ、あたし、手伝います！」と手を貸して、映うつる、皆みな人ともつづいた。教室の真ん中に、間もなく七しち並ならべのためのスペースができて、みんな床に座ったりしゃがんだりした。

　皆人はつみきにトランプを貸してもらい、ルールを簡単に説明した。

　まあ、全員にカードを配って、七を持っている者は場に出す。あとは、七から繋つながる数字のカード、八、九とか、六、五という具合に並べていって、カードが最後まで残った者が負け、パスは三回まで、といったところだから、つみきはすぐに理解したようだ。

　皆人がカードを配って、いよいよゲームが始まった。

「鏑城かぶらぎくん」

　と、配られた自分のカードを眺めながら、幻げん次じが言った。

「きみは七並べのルールを知っているみたいだね」

「……いや？」

　鏑城はスペードの七を場に出すと、ニットキャップの位置を直した。

「今、はじめて知ったけど。名前くらいは知ってた……かな？　わかんねー……」

「どうせ、知ってるって言ったら、つみきが七並べやりたがってうるさいと思って、知らないふりしてたんでしょ」

　鏑城を責めるようなことを言いながら、つみきは機嫌がよさそうだ。

「いいもん。もうテッチーには頼まないから。10組のみんなとあそぶもん」

「あーそうしてくれ……頼むわまじで……」

　とはいえ、何しろ、司つかさがいないから10組は十一人で、つみきと鏑城を加えて十三人だ。

　トランプはジョーカーを入れて五十三枚なので、一人あたりカード四枚、一人だけ一枚多くて五枚――これは、今回、皆人になった――しか配ることができない。

　ゲームはあっという間に終わって、皆人が負けた。

「うーん。人数、交代しながら半分くらいにして、やってみようか？」

　みんな、それでいいというので、適当に抜けたり入ったりして、おのおの一いつ喜き一いち憂ゆうしながら、五回ほど七しち並ならべをした。

　鏑城かぶらぎはさっさと抜けて傍ぼう観かん者に成り果てたが、つみきは五回とも参加して、一度も一抜けできない、負けもしないという、中途半端といえば中途半端な結果だった。

「……もういい。やめる。七並べ、つまんない。つみきが思ってたのと、なんか違ちがう」

　じつは、三回戦目あたりから、つみきはぶすっとしていた。勝てないのがおもしろくないのだろうが、ゲームだし、運の要素も強いから、これはしょうがない。

「七並べ、つまんないかなぁ。こーこは、けっこうおもしろいけど」

「そりゃあ、あんたはおもしろいでしょ？　それだけ勝ちまくってれば」

「《それもまた運命フオーチユンテラー》」

　幻げん次じが、フッ、と微笑ほほえんだ。

「妙に運がいい程度の能力の持ち主だからね。大おお鳥とりさんは」

「そういえば、こーこ、トランプとかすごろくとかで、あんまり負けたことないかも？」

「……じゃあ、あんたがいたら、つみき、勝てないってこと？　何それ。最悪。あんたとはもう、いっしょにあそばない」

「来くる見み坂ざか」

　皆みな人とはため息をついた。

「べつに、何がなんでも勝たなくたっていいだろ。ゲームなんだし。それに、サッチンも、運がいいだけだから、無敵ってわけじゃないよ。……たぶん」

「つみきは勝ちたいの！　負けたら頭にくるし、いらいらするから、いやなんだもん！」

「やれやれ。わがままなお嬢さんだぜ」

　オッサンがやたらと渋いオッサン顔で、肩をすくめてそう言ったのが、カチンときたらしい。つみきは床を蹴けるようにして立ちあがり、並べられているトランプを足あし蹴げにして、めちゃくちゃにした。

「もういい！　こんなの、あそんだ気がしないし！　トランプなんて、子供っぽいし、ぜんぜんおもしろくない！」

「よさないかっ……！」

　叶かなえが凜りんとした態度で叱しかりつけた。

「もともと、おまえが言いだしたことだろう！　それに、物を粗そ末まつにするような真ま似ねは言語道断だ！　矯きよう正せいされたいのか！」

「できるの!?　できもしないことを言わないでよ！　木刀女！」

「できるかできないか、今ここで試してみてもいいが!?」

「ぜったい、無理！」

　つみきは顎あごを上げて、見下すように叶を見た。

「どうせ、つみきには指一本さわれないんだから」

「荒あら浪なみ」

　皆みな人とが首を横に振ってみせると、叶かなえは一つ息をついて引き下がった。よくないのはつみきのほうだと皆人も思うが、喧けん嘩かをしてもしょうがない。

「まあ、さ。七しち並ならべが気に入らなかったら、ゲームはまだいろいろあるし。神しん経けい衰すい弱じやくとか、ポーカーとか、大だい貧ひん民みんとか――」

「いい」

　つみきはうつむいて、長い袖そでを握りしめ、それから口のところに持っていって、きつく噛かんだ。

「……トランプなんて、やらない。二度と。人類が滅亡しても」

　そうして、トランプをもう一度、蹴けり散らかして、つみきは教室から出ていった。

　茂しげるが、へッ、と鼻を鳴らして、散らばったトランプをかき集めはじめた。

「何回繰りかえすんだよ、あれ……」

　鏑城かぶらぎは口を開いて何か言おうとしたが、結局、何も言わずに、だらだらとつみきを追いかけていった。

　鏑城と入れかわりに、司つかさが学食から戻ってきた。

　茂がトランプをそろえて、10組の仲間たちを見まわした。

「真ま田た部べも帰ってきたし、まだ時間あるからよ。みんなで、なんかやるか？」
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　そして、似たようなことが、何度も何度も繰りかえされたのだ。

　さすがに、授業が一つ終わるごとに――ということはなかったが、そうはいっても、つみきは一日に二度、三度は、鏑城を引き連れて10組を訪れる。

　毎回じゃないので、こっちからすると、次はくるのか、またくるのかと、始終落ちつかない。

　教室に入ってきたときのつみきは、例外なくハイテンションで、あれをしよう、これをしようと遊びを持ちかけてくる。でも、かならず途中で機嫌が悪くなって、むすっとしたり、怒りだしたりして、帰ってしまう。

　はっきり言って、気疲れする。

　いや、精神的に疲れるだけじゃすまない。

「みんなー！　はろーはろー！　あっそびにきたよー！　つみき、いーこと考えちゃったから、発表しまーす！　今日のあそびはね……鬼ごっこ！　一回やってみたかったの！」

　つみきは教壇の上に立って、教室をぐるりと指し示し、

「範囲は、教室の中！　出ちゃだめだよ？　鬼は、つみきがやるから、つかまらないように、みんな、逃げて逃げて！　はいっ、スタート！」

「うへッ……!?」

　奇声を発して駆けだそうとした茂しげるに、つみきが襲いかかった。

「ツンすけ、ターッチ……！」

「――どあッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ……！」

　もちろん、つみきには誰もさわることができない。

　どうも、つみきにふれようとした者は、かなり強い力で押しのけられてしまうようだ。

　茂もそうなった。

「ぐあッ!?　あごァッ!?　ぐだだだだだぐごォァッ……!?」

　紙かみ屑くずみたいに吹っ飛ばされて、机を巻きこみながら、床をゴロンゴロンと転がった。

「し、シゲくん……！」

　茂に駆けよろうとした幸こう子こがやばい。つみきに狙ねらわれている。

「タッチできなかったから、まだ、つみきが鬼……！」

　間一髪だった。

　幻げん次じが割って入って、

「――《不思議な壁ワンダーウオール》！」

　壁を作る程度の能力を発揮し、硝子がらす板のような壁を出現させて、つみきを阻はばんだ――かに思えた。

「っ……！」

　つみきは止まりきれず、幻次の壁に突っこんだ。そうしたら、なんてことだろう、壁があっさり砕くだけ散った。これには幻次も驚いたみたいで、そのまま体当たりしてきたつみきを、よけることもできなかった。

「なっ――くっ……！」

　幻次がつみきの力でぶっ飛ばされてしまうと、次の標的はいよいよ幸子だ。

　かばおうにも、つみきはもう、幸子の目と鼻の先に迫せまっている。

「ターッチ……！」

　つみきが右手を振りかぶった。

　それを見て、幸子は何をしようとしたのか。というか、何があったのか。つまずくような物もないところで、突然、すってんころりと転んだ。

「ろぁあっ……!?」

　その結果、どういうわけか、つみきの右手をうまくすり抜けてしまったのだから、まったく運がいいとしか言いようがない。

　つみきは「ちっ！」と舌打ちをして、今度は食事中の司つかさに目をつけた。

　椅い子すに座って、あられ的な物を食べまくっている司つかさは、完全に無防備だった。

「ぐががごがふぉっ……！」

　つみきにタッチされて――いや、されかけて、その力で撥はね飛ばされながらも、司はあられ的な物を食べつづけていた。でも、眼鏡めがねが外れるほどの勢いで壁に激突して、あられ的な物がそこらにぶちまけられると、さすがに司の手が止まった。

「う、ううぅぅ……」

　司がうめくだけで、食べることもできないなんて、よっぽどだ。

　皆みな人とが「来くる見み坂ざか……！」と声をかけると、つみきは振り返って、にやぁ、と笑った。

「こんなことして、何がおもしろいんだよ!?　鬼ごっこでも何でもないだろ！」

「うるさい！　みんな、迷惑そうな顔して！　こわがって！　つみきとあそびたくないんでしょ!?　じゃあ、勝手にあそぶから！　これが、つみきなりの鬼ごっこなの！」

「くそ――もういい！　みんな、教室から出るんだ！」

「出ちゃだめ！　鬼ごっこは、まだ終わってないんだから！」

「じゃあ、おれにタッチしろ！」

　皆人は捨て身でつみきに突っこんでいった。

「花はな咲さき……！」「み、皆人さん……！」

　マリカとくびれの声が聞こえた。

　一いちか八ばちか、肉薄して、なごませる。

　そのつもりだったのだが、接近は一瞬で、《平和主義者ラヴ＆ピース》が影響を及ぼす前に、皆人はつみきの力によって弾はじき飛ばされた。

　身体からだが宙に浮いたと思ったら、次の瞬間には意識がブラックアウトしていた。



　　　　★



「……ちくしょうめ……」

　灰はい堂どう茂しげるは保健室のドアを閉めると、慌てて廊下の先に視線を走らせた。

　右。左。――いない。

「二ふた林ばやし鴨かも美み……カモミール。あいつ、忘れたころにストーキングしてきやがるからな……ほとんどホラーだろ、ホラー」

　とりあえず、今は大丈夫のようだ。茂はもう一度、保健室に目をやった。保健室では、気を失った皆人に、女子たちが付き添っている。

「見た目、怪け我がって怪我はしてねえしな。たぶん、へいきだろうけどよ……」

　茂は歩きだした。

　考えごとをしながら足を進めていたら、不意に人の気配を感じた。隣だ。

「――うぉうッ!?　って、幻げん次じじゃねえかッ。びっくりさせんじゃねえよッ！」

「誰だと思ったんだい。９組の彼女？」

「彼女じゃねえッ、あれは貞さだ子こだッ、貞子ッ！　……まあ、素顔はかわいいんだけどな」

「そうなんだね」

　しばらく、幻次と並んで歩いた。なんだか、妙な気分だ。

「……つーか、めずらしくね？　俺とおまえ、二人で話すのって」

「かもしれないね」

「おまえはあれだからな。実際、花はな咲さきにしか興味ねえんだろ。たまにあやしいとか思うからな。マジで」

　幻次は、くくっ、と喉のどを鳴らして笑った。

「……そこは否定しとけよ。疑惑が深まるだろうがッ」

「ぼくは普通に女の子が好きだよ。肌質のいい子が好みかな。さわり心地重視だね」

「おまッ……ベテラン臭漂うコメントだぞ、それ。もしかして、経験豊富かッ……？」

「さあ、どうかな」

「よくわかんねえヤツだよな、おまえは。まあ、いいけどよ。しっかし――」

　茂しげるは足を止めた。

「このまんまってわけにはいかねえよな。どうにかしねえと」

「うん」

「花咲のやろうはさ。気のいいヤツだって、思うよ。能力抜きにしてもな。あいつがいるのといないのとじゃ、大おお違ちがいだろ、たぶん」

「へえ。皆みな人とのことを、そんなふうに思っているんだね」

「うっせッ。うっせんだよッ。……い、言うなよ、あいつにはッ」

「言わないよ」

「おまえ、いっつもへらへらしてやがるからよ。いまいち信用できねえんだよッ。あ、いや、この場合の信用はそういうなんつーか、重い意味のあれじゃねえんだけど……ああッ。なんで俺が言い訳しなきゃなんねえんだッ！　とにかくッ！」

　茂はギンッギンに逆立っている髪の毛を引っかきまわして、

「この件は、花咲に任せといたら、厄やつ介かいなことになっちまいそうだからな。あいつ、お人ひと好よしすぎんだよ。ぜってえ他人の借金肩代わりとかして、破滅するタイプだろ」

「そのときは、ぼくらがなんとかすればいいさ」

「……まあ、な」

「借金の取り立て屋を湖に沈めたりして」

「沈めちゃうッ!?　沈めるの、ねえッ!?　それやばくねッ!?　軽く犯罪だよねッ!?」

「もののたとえだよ」

「おまえなら、マジでやりかねねえって感もなきにしもあらずだからな……」

「フフッ」

「まあ、どっちにしても――ふぇ、ふぉッ、ぶえっくしょんッ……！」

　茂しげるは大きなくしゃみをした。何かが鼻をくすぐって――今もくすぐっている。

「ぶ、ぶえっくしょんッ！　な、何だ、この黒いの……上……ッ!?」

　天井から、黒くて細くて長い物が落ちかかっていて、それが茂の鼻をくすぐっていたのだ。たとえば、髪の毛のような。茂は振り仰いだ。目玉が飛びだしそうになった。

「ぎええええええええええええええええええええええええええッッッッッッッッ……!?」

　女だ。

　白い大きなマスクで顔の下半分を覆った髪の長い女が、天井の蛍光灯のところにへばりついて、茂を見おろしている。

「もしもし、茂くん……わたし……カモミール……わかる……？」

「えッ、えッ、えッ、何ッ!?　なんで唐突に電話モードッ!?　電話してないよねッ!?　そこにいるよねッ!?　俺が見てるの、幻じゃないよねッ!?」

「いるね。ぼくにも見えているし」

「むふっ……今のは……カモミールなりの、照れ隠し……」

「意味不明だよッ！　ただただこええよッ！　ちびるわーッ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「茂しげるくんも……照れてるの……？　そうでしょ……カモミールには、わかるもの……」

「わかってねえよッ！　おまえはなんにもわかってねえッ！　それ以前に、話が通じないしねッ!?　日本語わかるッ!?　ジャパニーズラングエッジオーケーッ!?」

「オーケー……カモミール……エブリシング、オーケー……」

「何もかもッ!?　うそッ!?　マジッ!?　ぜんぶッ!?　どうすんのこれ、ねえッ、どうすればいいのッ!?　あれッ!?　幻げん次じッ!?　どこにッ……いねえッ！　さっきまでここにいたのに、あいつなんで、どこ行っ――ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッッッッッッッッッッッ……！」

　廊下に悲鳴がこだました。

　その後、灰はい堂どう茂がどうなったのか、知る者はいない……。



    

  
    
      


２話　隣の犬はよく吠ほえるパグだ？







　皆みな人とは頭の後ろで手を組んで、「んー……」と低くうなった。

　すると、前の席のりゆが振り向いて、小首をかしげ、

「りゆなのー。皆人、どうかしたかー？」

「え？　ああ……うん、ちょっとね」

「ねーねー、きゆー。きゆー」

　りゆは隣の席のきゆの腕をつかんで揺すった。

「皆人がね、ちょっとね、ゆってるよー。うん、ちょっとねだってー」

「はあ。そうですか。きゆには関係ないかんじですけど、何しろりゆが心配しているので、悩みがあるのなら、きゆが聞いてあげないこともないですよ、花はな咲さきくん」

「いや、悩みっていうかね。うーん。悩んでるわけじゃないんだけど……」

「それより皆人、問題ないかい」

　左隣の席の幻次が、自分の頭を指さして、

「昨日、家に帰ってから、具合が悪くなったりはしなかった？」

「あ、うん。それはへいき。おれ、けっこう丈夫だし。昔、車に轢ひかれたときも、三階から落ちたときも、たいした怪け我がしなかったしね。風邪ひくのも、四年に一回くらいだし」

「バカッ！　だからだなッ！」

　茂しげるがゲハゲハ笑いながら皆みな人との背中をバシバシ叩たたくと、マリカがいつものように頬ほお杖づえをついたまま、鼻で笑った。

「少なくとも、そういうことを言う資格がある人と、ない人がいると思うけど」

「俺には資格がないってかッ!?　つまりアレかッ!?　俺がバカだって言いてえのかよッ」

「ん……？」

　叶かなえが、背筋を伸ばして椅い子すに座ったまま、片手でゆっくり振っていた木刀を止めて、

「ということは、灰はい堂どう、おまえまさか、バカじゃないつもりでいたのか」

「おおッ？　ここで委員長サマが参戦か？　上等だッ。やってやろうじゃねえかッ！　かかってこいよッ、おらおらおらァッ！　スカートめくってやっからよッ！」

「何の勝負なんだ、それは……」

「ンなの決まってんだろッ！　俺がおまえのスカートめくるかッ！　おまえが俺のパンツを下ろすかッ！　男と女、一対一の真剣勝負だろうがッッッ！」

「誰がやるかっ、そんな勝負っ！」

「こええのかよ？　びびってんのかッ？　天下の委員長サマが、目指すは最強の荒あら浪なみ叶ともあろう者が、俺ごときの挑戦に応じられねえとか――プッ！」

　茂がわざとらしく吹きだしてみせると、叶は眉まゆをつりあげて立ちあがった。

「くっ……こわいだと!?　あたしは恐れてなんかいない！　いいだろう！　その勝負、受けてたってやる！　灰堂、きさまを完かん膚ぷなきまで叩きのめして、それからパンツを――パ、パ、パンツだとっ……!?」

　叶の顔が真っ赤になった。ふらふらしている。目が回っているのか。なんで？

「ぱ、ぱ、ぱんつ……だめだ、そんな、はしたない……くそ、なにが……たかが、ぱんつじゃないか……でも、されどぱんつ……おろすなんて……ふわぁあぁ……」

「ウハハハハハァァッ……！」

　茂は膝ひざを曲げて中腰になった。両手を叶のほうに差しむけると、その目が異様な輝きを帯びはじめる。

「なんかよくわかんねえけど、チャーンスッ……！　今のうちに、俺の《完全なる犯罪クライムエクスタシー》で、荒浪ッ！　おまえのスカートをッッ……！」

「ノオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……ッ！」

　それは疾風であり、怒ど濤とうだった。

　オッサンだ。オッサンが茂に詰めよるなり、強烈なアッパーカットを放った。

「ずへッッッッッッ……!?」

　茂しげるはオッサンのアッパーで巻きあげられたが、スパイダーマンみたいな身のこなしで着地した。

「――て、てめえッ！　オッサン！　いいとこだったのに、何しやがる……ッ！」

「俺がおまえで、おまえが俺で……」

　オッサンは、愛する者を守るためにあえて非情に徹している戦士のような表情で――相変わらず、わけのわからないことを言っている。

「俺たちの魔の三角水域バミユーダ・トライアングルは、青春を待っちゃくれないぜ」

「意味不明だけどな……どうしても俺の邪魔をするってのかよッ！　だったら、荒あら浪なみの前にオッサン、てめえのスカートを――穿はいてないよねッ!?　そりゃそうだよねッ!?　穿いてたとしても、めくりたくないしねッ!?」

「ひぁぁぁーっっっっっっ！」

　突然、幸こう子こが跳びあがって叫んだ。

「ど、どうしたの、こーこちゃん……？」

「ま、マリカちゃん、あのね、聞いてくれる？　こーこね、ずっとね、おなかがすいてて、すっごい、ぐーぐーいってて、なんでかなぁって、思ってたんだけど……」

「そ、それは……」

　くびれが引きつった顔を幸子に向けた。

「た、ただ……ご飯を食べていないだけでは……？」

「そぉーなの！　ゆうべから、ごはんするの、てっきり？　ぽっこり？　もっこり？　忘れてて！　ふぇっ!?　でも、えっ!?　くびれっち、なんでわかったの!?　こーこ、今ごろになってようやく気づいたのに……！」

「……歌うた野のさんじゃなくても、普通、わかるし……」

　映うつるがぼそぼそっとひとりごとみたいに言った。

「ようするに、大おお鳥とりさんはちょっと、普通じゃないってことかな……はは……」

「もぉー！　映っちってば！　こーこが偶数知らないとかっ。そんなことないもんっ」

「え……偶数？　ぼ、僕はそんなこと、言ってないと思うけど……」

「言いましたぁー。聞こえましたぁー。この耳で聞きましたぁー。偶数っていったら、あれでしょ？　えっと……１とか？　２とか？　３とかの……？」

　幸子はうかがうような眼まな差ざしを10組の面々に向けた。

　その視線をちゃんと受け止めたのは、マリカだけだった。

「こーこちゃん、偶数っていうのは、０をふくむ、２で割りきれる整数のことなの」

「割りきれ……割る？　半分こにするってこと？　てことは、スイカも偶数？」

「スイカは、数字じゃないから……」

「あ、そっか！　それじゃ、ケーキはどうなのかな。うぁー。食べ物のこと考えてたら、もっとおなかがすいてきちゃったよ。どうしよ……」

　頭を抱える幸こう子こに、司つかさが近づいてゆく。

　もちろん、食べながらだ。司はポテットプップスのもり塩味を、休みなく口に放ほうりこみつづけている。

「ううっ。ぐがっ。ごっ」

　そうして、ぜんぶ食べてしまったのか。いや――司はポテットプップスの袋を大きく開いた口にあてがって、残りの細かいやつをザザーと流しこみながら、板チョコを一枚、幸子に差しだした。

「んん！　んん！　んん！」

「サッチン！　早くとれだって！」

　皆みな人とが司の意思を代弁すると、幸子は司の手から板チョコを受けとった。その次の瞬間にはもう、司は小脇に抱えていた別のお菓子を平たいらげにかかっている。

「――《大食らいメガイーター》」

　幻げん次じがつぶやくように言う。

「なんでも食べられる程度の能力というより、なんでも食べずにはいられない能力といったほうが、実態に即しているかもしれないね」

「真ま田た部べが食べ物をわけてあげるのって、おれらが思う以上に、すっげーたいへんなことなんだよ、きっと……」

「うううぅぅ……」

　幸子は涙ぐみながら板チョコの包装を破いた。

「ありがとね、真田部っち。こーこ、このチョコ、だいじに食べるね。……はぉうっ!?　おいしいっ!?　こんなおいしいチョコ、生まれる前から食べたことないよ！」

「ただ、腹へりまくってるから、そう感じるだけだろうがッ」

「どうしてそういう夢も希望もないことゆうの！　シゲくんのパグっ！」

「犬かッ！　つーか、それ言うなら、バカかハゲだろッ！　……ぐおッ、ハゲ……ッ」

　茂しげるは物の見事に自爆して、胸を押さえてよろめいた。教室のドアが開いたのはその直後だった。

「にゃおにゃおー。きたよー。つみきだよー。みんな、つみきとあっそぼーっ！」

　たとえ何があっても、自分が何をしても、少し時間がたつと、つみきはけろっとしている。お供の鏑城かぶらぎは鏑城で、常にだるそうにしていて、とらえどころがない。

「……ッ！」

　茂がみんなに目配せをして、皆人の机に手をついた。

「それでよお、隣の家の犬がよお、ワンワン吠ほえやがるモンだからよお――」

　かなりわざとらしいが、普通に世間話をしているつもりらしい。ほかの面々も、それぞれふだんと変わらない行動を装おうとしている。

　まるで、つみきと鏑城かぶらぎがそこにいないかのように。

「……あれ？」

　つみきは教室を見まわして、目をぱちくりさせた。

「なんか、みんな、おかしくない？　ねえ？　つみきの気のせい……？」

「でな、隣の家の犬がよお、キャンキャン吠ほえるモンだから、俺は言ってやったわけ。ちょっと黙れってな？　でも、犬だから人間の言葉はわかんねえじゃんかッ！　なあ？」

「う、うん、そりゃまあ……そうだよね」

　皆みな人とは茂しげるの適当すぎる話に適当に相あい槌づちを打ってみたが、正直、つみきの様子が気になってしょうがない。

　つみきは教室内を駆けまわりはじめた。

「ねえ？　おかしくない？　ねえってば？　なんで？　どうしてみんな、つみきのこと、見てくれないの？　もしかして、無視してる？　ねえ？　ねえってば!?」

　鏑城は教室の出入口のところで、壁に背をもたれさせてしゃがんでいる。なんとなく、いつもよりも表情が硬いような。――ひょっとして、怒っているのだろうか。

「ねえ！」

　つみきはマリカの机を両手で叩たたいた。

　マリカは頬ほお杖づえをついて、そっぽを向いている。

「訊きいてるんだけど？　質問してるの。答えてよ？　ねえ？」

　つみきはマリカと視線があうように身体からだを動かした。マリカにつみきが見えていないはずがない。それでもマリカは、目の前のつみきが見えていないふりをしている。

「答えろって言ってるんだけど……！　聞こえないわけないでしょ！　つみきは、こんなに近くで、こんな大声、出してるんだから……！」

「っ……」

　席を立とうとした皆人を、茂が首を振って制止した。

「……や、だけど……」

　皆人は口の中でつぶやいた。いくらなんでも、女子相手にそこまでひどいことはしないと思うが、つみきがキレたらどうなるか。

　マリカが怪け我がでもしたら。

「……もしそんなことになったら、マリカだけじゃない、来くる見み坂ざかだって……」

　きっと、お互い傷つくことになる。

　身体よりも、むしろ心が。

　そんな結果になりかねないと思ったから、皆人は茂の提案には賛成しきれなかった。

　つみきと鏑城かぶらぎを、完全に無視しよう、なんて。徹底的にいないものとして扱えば、つみきもいつか、あきらめるだろう。それが茂しげるの意見で、みんな同意した。つみきの行為にはたしかに問題がないわけじゃないし、多数決ということで、皆みな人とも従うしかなかった。

「……そう。そういうこと」

　つみきはため息をついて、床を蹴けりつけた。

「いいよ？　みんなが、そういうつもりなら。つみきは好きにするから。友だちになれないなら、あんたたちは今から、つみきのオモチャ。いいよね？　それで」

　皆人は唾つばをのみこんだ。マリカがあぶない。いや――違ちがう。つみきはマリカの前から離れて、幸こう子こに近づいていった。

「ねえ、どじバカ娘」

　幸子は「ぇっ……」と声を出して、すぐに口をふさいだ。首を左右に振って、しゃべっていないアピールを必死にしているのかもしれないが、もう遅い。

　つみきは突き刺すような目で幸子をにらみつけて、

「あんたの髪型って、ツインテでしょ？　最初から思ってたんだけど、つみきと若じやつ干かんかぶり気味。むかつく。髪切ってきて？　わかった？　言うとおりにしないと――」

「ひぁっ……！」

　つみきのビンタが、幸子の頬ほおに炸さく裂れつする――ことはなかった。

　幸子は全身をこわばらせて、目をつぶっている。

　その頬に、あと一センチかそこらでふれそうな、ぎりぎりのところで、つみきの右手は静止していた。

「つみきの言うとおりにしないと、どうなっても知らないから」

「……っっっ！」

　幸子は今にも泣きだしそうだ。

「もうよせって、つみき」

　鏑城の声は、疲れきっているかのようだ。

「んなことして、楽しいかよ。そうでもねーだろ……」

「楽しいよ？　楽しくてしょうがない。次は、何してあそぼっかなぁ。そうだ。犯人捜さがしでもしよっと。つみき、ミステリとか好きだから」

　つみきは教室を歩きまわって、10組の面々を順々に指さした。

「誰かなぁ？　つみきを仲間外れにしようって、言いだしたクズは？　つみき、あんたたちが９組と闘争ラリーしてるとこ、こっそり見てたの。だから、あんたたちが思ってる以上に、つみきはあんたたちのこと、よく知ってるんだよ？　さぁ、だぁーれかなぁー……？」

　茂の顔が、みるみるうちに青ざめてゆく。脂あぶら汗あせがにじむどころか噴きだして、もはや滝のように流れている。

「……シゲ、ばれるって。ポーカーフェイス、ポーカーフェイス」

　皆みな人とが小声で助言すると、茂しげるは目を白黒させて、

「ばッ、おまッ、いらんこと言っ――」

「犯人、みぃーつけた」

　つみきは茂の真後ろで足を止めた。

「テッチー。やって」

「……はいはい」

　鏑城かぶらぎはけだるそうに立ちあがって、茂に右みぎ掌てのひらを差しむけた。

「悪わりぃーな、ツンすけ。――《吊り男ハングマン》」

「ぬあッッッ……！」

　茂の身体からだが50センチほど浮きあがる。地面に足がついていないから、あがいても無駄だ。逃げることはできない。

「うおッ！　や、やめッ！　こんな、おまッ、け、警察呼ぶぞ、警察ッ！　ポリース！　ポリース・プリーズ！　なんつってッ！」

「へぇ。まだ、くだらないダジャレを言う余裕があるんだね？」

「いや違ちがうってッ！　余裕なんかねえしッ!?　必死だしッ!?　つーか、もうこれ何回目だよッ！　なんで俺なんだよッ！　俺ばっかずりぃーだろッ、今回は他のヤツに……ッ」

「いっ、やっ。許さない……！」

「来くる見み坂ざか！　やめっ――」

　皆人は止めようとした。でも、間に合わなかった。

「づッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ……!?」

　非道――といっても、決して言いすぎじゃないだろう。

　つみきはなんと、茂の股こ間かんにパンチをお見舞いしたのだ。

　もちろん、誰もつみきにさわることはできないから、直接はヒットしていない。ただし、その部分、男の大事なところ、急所に、つみきの力が激烈に作用した。

　その結果、たぶん、ただ殴るよりも大きな、深刻なダメージを被こうむって、茂は悶もん絶ぜつしながら吹っ飛ばされ、床に叩たたきつけられた。

「どうせさわれないから、ばっちくないのが、唯一の救いかなぁ？」

　つみきは八や重え歯ばをのぞかせて笑ったかと思うと、すっ――と表情を消した。

「つみきはただ、楽しくあそびたいだけなのに、それ邪魔するとか、最低。あんたたちはつみきのオモチャなんだから、そういう生なま意い気きなことしないでね？　ま、言っても、今は聞こえてなさそうだけど」

　茂は股間を押さえて、泡を吹き、白目を剥むいている。ぴくりともしない。

「シゲくん……！」「ハゲル！」「灰はい堂どう……！」「ムウ……！」「灰堂くん……！」

　幸こう子こが、りゆと、姉につられて妹のきゆが、叶かなえが、オッサンが、くびれが、一斉に茂しげるに駆けよってゆく。

「……来くる見み坂ざか」

　皆みな人とはつみきを真っ正面から見すえた。

「どう考えたって、これはやりすぎだよ。来見坂にも来見坂なりの理由があるんだろうけど、だからって、こんなことしちゃだめだ。ぜったい、だめだ！」

「うるさいなぁ。つみきに、だめだだめだって言わないで？　頭にくるから」

「頭にきたって、だめなものはだめだ！　おれの友だちを傷つけるな！」

「いいね？　友だちがいっぱいいて。つみきには、一人もいない」

「きっと、その能力も関係あるんだろ。気の毒だと思うよ。だけど、それとこれとは別の問題だ！」

「別じゃないでしょ!?　もとはといえば、あんたたちがさっさとつみきの友だちになってれば、こんなふうにはなってないんだからっ！」

「……二度と」

　幸子が袖そでで涙をぬぐって、鼻をすすりながら、上うわ目め遣づかいでつみきをにらんだ。

「二度と、こーこたちの前に、姿を現さないで！　もし、また姿を現したら……あ、現しても……こーこは、何もできないけどっ。でもっ……！」

「なんでつみきが、あんたなんかの言うこと、聞いてやらなきゃいけないの？　もしかして、バカ？　あぁ、そういえばあんた、バカだもんね。今まで見たことないくらいの、すっごいバカ。真しん性せいのバカが、人間の言葉しゃべらないで？　気き色しよく悪いから」

「っ……っ……っ……！」

　幸子はぼろぼろ涙をこぼして、しゃがみこんでしまった。

　マリカが幸子をぎゅうっと抱きしめて、慰なぐさめている。

　あんな言い方はない。汚いほどにひどい言葉だと、皆人も思う。幸子がかわいそうだ。

「……だけど、なんで来見坂もつらそうなんだよ……？」

　そうなのだ。

　幸子を罵ののしれば罵るほど、つみきの顔はゆがんだ。苦しそうに。悲鳴をあげたい、でも、それを懸命にこらえているかのように。

　皆人は一つ息をついて、肩の力を抜いた。

「やめよう、来見坂。こんなの、よくないって」

「……は？　何が？」

「ぜんぶだよ。おれたちも、悪かったんだ。来見坂を無視するなんて、やっぱり間ま違ちがってた。言いたいことがあるならちゃんと話して、来見坂にわかってもらえるように、努力すればよかったんだ」

「話して、通じる相手？」

　マリカは幸こう子この背中を撫なでながら、神こう々ごうしいほど厳しい眼まな差ざしをつみきに浴びせた。

「わたしには、そうは思えないけど」

「ぐがごごぐが」

　おかき的な物を食べながら、司つかさがうなずいた。

　司まで――と思うと、皆みな人ととしては、ちょっとショックだ。

「……でも、さ。根っから悪いやつなんて、おれ、いないと思うんだよ」

　皆人はうなずいて、ゆっくりと、つみきに向かって一歩、踏みだした。

　途端につみきは身構える。まるで、人に馴なれていないどころか、人を恐れている野良猫みたいだ。

　きっと、誰もつみきにさわれないから、人に馴れるチャンスすらないのだ。

「逃げるなよ、来くる見み坂ざか」

「……逃げる？　つみきが？　ふざけないでっ！　逃げるのはそっちでしょ！　いつも、いつだって……！」

「おれは逃げないよ。だから、来見坂も、逃げるな」

　皆人は覚悟を決めて、つみきとの距離を一気に詰めた。

　約37センチ。

　つみきは、逃げない。踏みとどまって、肩を、顎あごを、唇を震わせて、威い嚇かくするような、同時に怯おびえきっているような目で、皆人を見つめている。

　でも、その表情が、だんだんとやわらいでゆく。

「――あ……」

　つみきは自分の頬ほおに中指をあてた。その指先が、濡ぬれている。

「……つみき……どうして……」

　もしかすると、皆人の力で緊張がほぐれたせいで、こぼれ落ちた涙なのかもしれない。だとしたら、つみきはそれほどまでに、心も身体からだもこわばらせていたのだ。

「誰も、来見坂にふれることはできなくたって、さ」

　皆人は笑みを浮かべてみせた。

「近づくことはできるだろ。そばにいることは、できるんじゃないかな」

「……花はな咲さき、皆人」

「おれは、来見坂を無視したりしないから。友だちになれるかどうかなんて、わからないけどさ。話をしたりとか、まあ、ゲームみたいなことしたりとか、そういうことはできると思うよ。ていうか、できる。とりあえず、それじゃだめかな」

　つみきはうつむいて、袖そでを噛かもうとしたが、やめた。

「……だめじゃ、ない」



　　　　★



　これにて一件落着――といっていいのだろうか。

　皆みな人とには正直、よくわからない。

　時計を見る。たぶん、もうそろそろだ。正確には、あと一分二十三秒で授業が終わる。二十二、二十一、二十……そのとき、教室のドアがガラっと開いた。

「きたよー！　みーなとくんっ！　つみきだよー！」

　ひたすらやる気のない、割れて曇った眼鏡めがねをかけている堂どう本もと・バーコード・竹たけ雄おの授業だったから、まだよかった。堂本はつみきを叱しかるのも億おつ劫くうなのか、舌打ちをして教科書を閉じてしまった。

「はい、終わり終わり……こっちは、給料もらえればどうでもいいんでね……」

　堂本が出てゆくと、鏑城かぶらぎがだらっと教室に入ってきて、出入口のところでしゃがんだ。

　つみきはまっしぐらに、皆人めがけて駆けてくる。

「みーなとっ。みーなーとーくんっ。お話しよっ。ね？　ね？　ねー？」

「あ、うん……」

「なんのお話する？　何がいい？　皆人くんが決める？　それとも、つみきが決める？」

　つみきは皆人の前で、反復横跳びでもするみたいに、ぴょんぴょん跳ねている。長い袖そでをぱたぱたさせて、とにかく、うれしくてたまらない、といった表情だ。

「え、と、じゃあ、来くる見み坂ざかに決めてもらえると……」

「つみきがぁ？　えぇー。つみきが決めるの？　つまんなーい。皆人くんが決めてよっ」

「おれ？　や、でも……」

「決ーめーてっ。つみきはなんでもいいから。皆人くんに決めてほしいの！」

「だったら、えーと……」

　もともと、接点があるわけじゃない。

　しかも、あの一件以来、休み時間ごとに、一度も欠かさず、つみきはやってくる。

　それがもう何日もつづいているから、話題といっても、そう簡単には思い浮かばない。

「……えーと……」

「遅いっ。おーそーいーっ」

「ちょっと――」

　見るに見かねたのかもしれない、口を出そうとしたマリカを、つみきが、キッ、とにらみつけて、

「何？　何か文句でもあるの？　ていうか、あんたは関係なくない？　つみきは今、皆人くんと話してるんだから」

「来くる見み坂ざか、そういう言い方は……」

「むっ。皆みな人とくん、つみきよりも、この女の肩を持つの？」

「いや、肩を持つとか、そういうことじゃなくて……」

「明らかに、花はな咲さきは困っているでしょう。そんなこともわからない？」

「つみきが皆人くんのこと、困らせてるって言いたいわけ？」

「わたしはそう言ったつもりだけど？　そう聞こえなかった？」

「ほっとけほっとけッ、マリカ！」

　茂しげるが蠅はえでも追いはらうように手を振った。

「どうせ、なァーに言ったって、聞く耳持つようなヤツじゃねえんだからよッ。言うだけ無駄だッ！　無駄無駄ッ！」

「ツンすけごときに無駄とか言われると、すっごいむかつくんですけど？」

「俺は、てめえにツンすけ呼ばわりされるたびに、ハラワタ煮えくりかえって、もはや内臓がドロッドロのシチュー状態だよッ！」

　幻げん次じが、くくっ、と喉のどを低く鳴らした。

「それはとてもまずそうだね」

「うっせッ。うっせっつーのッ！　あァー痛いてえッ！　疼うずくわッ。股こ間かんがッ！　誰かさんに思いっきしドツかれた俺の股間が、疼いて疼いてたまらねえわッ！」

「うなぁー。シゲくん、おちんちん、だいじょぶ……？」

「チンチン言うなッ。そんなにはっきりとッ！」

「じゃあ、なんて言えばいいのっ。こーこ、ほかの言い方、おちんぽさんくらいしか知らないもんっ！」

「むやみにおだのさんだのつけるんじゃねえよッ！　お客様かッ！」

「う、疼く……」

　くびれは口を押さえた。かすかに、顔が赤らんでいるような。

「そこの部分が疼く、というと、何か別の、違ちがう意味にとれなくも……」

「むっつりかッ！」

「ち、違いますよっ!?　あ、あの、皆人さん、違いますからね!?　あたしはそんな、むっつりとか耳みみ年どし増まとかそんなことは決してなく、その種の知識はごくごく一般的なレベルにとどまっていると思いますしっ」

「え？　ああ、そう……なんだ？　でも、一般的なレベルって、どれくらいなんだろ」

「へっ……そ、それはっ……きょ、教科書レベル、といいますか……っ」

「何を教科書にしてるんだか……」

　映うつるがボソッと言うと、くびれは「こ、これっ！」と机の中から一冊の本をとりだして、

「これですけどっ!?　教科書！　教科書ですよ!?　ほらっ、本当に教科書……」

「あれ？　でも、歌うた野のさん、今日、保健体育の授業なんてないけど、なんで教科書持ってきてるの？」

「えっ……こ、こ、こここ、これはっ……つまり……っ」

「歌野」

　オッサンがやたらといい顔をして、ビッと親指を立ててみせた。

「セクシャル・ヴァイオレット」

「い、意味不明ですけど、違ちがいますってばーっ！　あたしはただ……ただ、ただ……っ」

「そぉーんなことよりっ！」

　つみきは皆みな人との机を両手で、バンッ、と叩たたいた。

「早くお話、しよ？　あっ。それとも、お話以外のこと、する？　つみきは、それでもいいけど？」

「ああ……うん、おれも、それならそれで」

「なぁーにしよっかなぁ」

　つみきは顎あごに人差し指をあてて天井を見上げた。

　――かと思うと、いきなりぺろっとスカートをめくった。一瞬だけだが、ふとももが、かなりきわどいところまで見えた。不意打ちだったので、皆人はつい見てしまって、慌てて下を向いた。

「な、何をっ……」

「べっつにぃ？　ちょっとした、ゲームだよ？」

「え。ゲーム……？」

「うん。そっ。ゲーム。つみきが今、考えたの。ね、皆人くん。つみきから目をそらさないで？　目をそらしたら、皆人くんの負け」

　つみきは胸のリボンをゆるめて、ブラウスのボタンを一つ……また一つ、外した。

　そうして、前まえ屈かがみになり、皆人の机に両手をついて、顔を近づけてくる。

　このままでいったら、鼻と鼻がぶつかってしまう。

　至近距離で、女の子の顔を見つめるのも、かなり恥ずかしい。

　皆人はちょっと上半身をのけぞらせ、視線を下げると――つみきの胸元が目に飛びこんできて、思わず生なま唾つばをのみこんでしまった。

「だーめ」

　つみきは、ふふっ、と笑って、舌先で八や重え歯ばを軽く舐なめた。

「離れないで？　皆人くん……つみきから、目を離さないで？　あぁ……すごく、いい気持ち。落ちつくのに、胸がどきどきする。変なの」

「あの、さ……来くる見み坂ざか、やめない？　こんなの、何のゲームかわからないし……」

「じゃあ、止めれば？　力ずくでも、なんでも」

「無理だろ、それ。だって、さわれないし……」

「うん、さわれないよ？　だから、つみきのことは、だぁーれも止められないの」

　つみきは顔を動かして、皆みな人との右耳に、ふう、と息を吹きかけた。

「うっ……」

　ぞくっ、びくっとして、皆人が椅い子すを引こうとしたら、すかさずつみきが手をのばしてきた。まずい。だめだ。動けない。動いたら、つみきにさわってしまう。

「だから、だめだってば。動かないで？　つみきを見て？　ほんとに、動いちゃだめだよ。皆人くんに、怪け我が、させたくないから――」

「いいかげんにしろっ！」

　叶かなえが木刀を手に詰めよってきた。

「公衆の面前で、破は廉れん恥ちにもほどがある！　しかも、ここは神聖な教室の中だ！　どうしても痴態を演じたいなら、そういう場所に行ってやれっ！」

「そういう場所って、どこぉ？」

「え……あ、そ、そ、そ、それ、それ、それ、それは……」

　叶の顔が真っ赤に染まって、目がぐるぐる回りだした。

「それは、それは？　それは……それはぁ……くぅーぁー……」

「ねーきゆー。そうゆう場所ってどこかなー？　りゆも行ってみたいなー」



    

  
    
      



    

  
    
      

「りゆは行く必要ありませんし、行かせませんけど、一般的にはまあ、ラブホテルということになるでしょうね」

「ラブホテルかー。きっと、ラヴィーなホテルなんだねー。ラヴラヴなのかなー」

「きゆとりゆにはかないませんよ。言うまでもなく、ラヴラヴですから」

「それじゃ、りゆときゆでラブホテルに行ったら、もっともっとラヴラヴだねー」

「むう……それはちょっと、検討に値するアイディアかもしれないかんじです」

「お、俺もッ！　俺も連れてってくれッ！　頼むッ！　これッ、このとおり……ッ！」

「トゥギャザーッ！」

　茂しげると、それから、その隣でオッサンも、床に額ひたいをこすりつけて土下座した。

　幸こう子こがほっぺたをふくまらせて、

「もう！　シゲくんってば！　そうやってすぐあれなんだから！　あれ？　あれって何のことなのかな？　ま、いっか。でも、こーこも一緒に行きたいなぁ。アスホールって、ネズミーランドみたいなとこでしょ？」

「ネズミーランドとはぜんぜん違ちがうとこだし、そもそもアスホールじゃねえよッ！　なんでケツの穴なんだよッ！」

「だって、おしりには穴があるでしょ！　なかったら、けっこう困るんだから！」

「けっこうどころじゃねえよッ！　めちゃくちゃ困るわッ！」

「……なんか、ていうかすっごく、うるさい。ここ」

　つみきはため息をついてから、皆みな人とに笑いかけた。

「木刀女に出てけって言われたし、どっか行こ？　それで、もっと楽しいゲーム、つみきと皆人くんの二人だけで……しよ？」

「えっ、いや、でも」

「いやなの？　どうして？　ねえ、なんで？」

「なんでって」

「拒こばまないでよ。拒否されたら、つみき……頭にきて、我慢できない」

　つみきは振り向いて、皆人の前の席のりゆに右手を突きつけた。

「いいよ？　そんなふうに、皆人くんがつみきの言うこと聞いてくれないなら、この双子の片割れにさわるから。もちろん、さわれないけどね？」

「……来くる見み坂ざか」

「しょうがないよね？　だって、皆人くん、言ったでしょ？　逃げないって。お話したり、ゲームしたりしてくれるって。約束、破ったりするから、こうなるんだよ？」

「ほゎ？　りゆなのー？」

　りゆはいまいち状況を把握していないようで、ぽやっとしている。きゆはりゆを助けようとしているのか。でも、動こうにも動けないといった様子だ。

　何しろ、つみきはちょっとさわるだけでいい。たったそれだけで、相手を吹っ飛ばしてしまえるのだ。

「……質タチが悪わりぃーんだよッ、この女……ッ」

　茂しげるが、土下座の体勢から顔だけ上げて、歯は噛がみしている。

　皆みな人とはため息をついて、椅い子すから立ちあがろうとした。とりあえず落ちつかせないと。冷静に話しあえば、わかってくれるはずだ。

　そうしようとしたら、マリカが先に席を立った。

　なぜか、どこから出したのか、その手にはスリッパが握られている。

　よくわからないが、とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた――ということなのだろうか。

　マリカはスリッパでつみきの頭を、スコーンッ、と叩たたいた。いや、叩こうとした。

「……っっ……!?」

　マリカはスリッパごとひっくり返り、床に尻しり餅もちをついて、机に後頭部を打ちつけた。

「ぁ……つっ……っ……」

「ま、マリカ！」

「マリカちゃん……!?　だいじょぶっ……!?」

　幸こう子こがマリカに駆けよった。皆人もマリカのことが心配だが、身動きがとれない。つみきが目の前にいて、皆人を牽けん制せいしている。

「なるほど」

　幻げん次じが感心したようにうなずいた。

「きみにさわれないのは、人間だけじゃないんだね」

「そういうこと」

　つみきは嘲あざ笑わらうような、蔑さげすむような目でマリカを一いち瞥べつして、

「《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》は、誰もさわることができない能力だけど、誰かが身につけてるものとか、持ってるものも、つみきにはさわれない。凶暴な木刀女の木刀も、つみきはまったく、これっぽっちもこわくないってこと」

「……くっ！」

　ようやく錯乱から回復した叶かなえが、木刀を握りしめて唇を噛んだ。

　教室が静まりかえった。

　みんな、あらためて思い知らされていた。つみきには誰もさわれない、止めることができない。どうしようもない。言うとおりにするしかない。

「だからって……！」

　皆人が迫せまろうとすると、つみきは鼻白んで、あとずさった。

「だからって、来くる見み坂ざかはそれでいいのかよ？　逆らえないから、来見坂の言うことを聞く。そんなの、うれしくないだろ？　来見坂は、ほんとにそれで満足なのかよ……？」

「……満足じゃ、ないけど！」

「じゃあ、よせよ、こんなこと！」

「ただ、つみきはっ……！　つみきは……」

　つみきはうなだれて、袖そでを噛かんだ。

「……ごめんなさい。ちょっと、頭、冷やす」

「うん」

　皆みな人とがうなずいてみせると、つみきはぱたぱたと教室から出ていった。鏑城かぶらぎも、だらだらとつみきのあとにつづく。

「ごがごごごががごごぐっ」

　司つかさがクッキー的な物を貪むさぼり食いながら何か言っているが、残念ながらちょっと聞きとれない。皆人は崩れ落ちるように椅い子すに座った。

「……考えなおしてくれるといいけど、来くる見み坂ざか」



　　　　★



　――その日、歌うた野のくびれは、猛烈にどきどきしていた。

　だって、こんなことをするのは、生まれて初めてなのだ。

　放課後、決死の覚悟で尾行して、家をつきとめた。それでも決心がつかなくて、見張っているうちに暗くなって――でも、少し前に二階の一部屋に明かりがついて、それきりだから、あの家の中にいるのは、おそらく一人だけだろう。

「……退ひけない、ですよね。ここまできたら。歌野くびれ……行きますっ……！」

　勇気を振りしぼって目当ての家に突撃したのだが、寸前で足が止まって、つい引き返してしまった。

「バカ、バカ、バカっ！　あたしのバカっ！　ちびで幼児体型の根性なし……っ！」

　そうして自分の頭をポカポカ叩たたいていると、明かりが消えた。

　家から誰かが出てくる。

　くびれは慌ててあとをつけた。どこへ行くのだろう。コンビニのようだ。入って、弁当と、飲み物を買っている。きっと夕飯だろう。

　帰り道の途中で、くびれは深呼吸をした。暗い道だ。ひとけもない。

「……行くしかない……です。こんなチャンスは、もう……今度こそ、歌野くびれ、行っちゃいますっ……！」

　小走りに距離を詰めて、後ろから声をかけた。

「あの！　すみませんっ！」

「――ん。あー……おまえ……」

　男は驚くでもなく振り向いた。白いドクロの模様が入った黒いＴシャツに、だぶっとしたジーンズ。それから、やはりドクロ入りの黒いニットキャップをかぶっている。

「あ、あの、鏑城かぶらぎくん、ど、どうも、は、初めましてっ――では、ないですよね……で、でもっ、こうしてお話しするのは初めてなので、その……」

「たしか……あれだよな？　10組の……」

「そっ、そうです！　う、歌うた野のくびれ、といいます。ぐずで、泥沼のカメですけど……」

「へー。カメねー」

「いえあの、カメというのは比ひ喩ゆというかっ。あたし、カメではないんですけど……」

「やー。わかっけどね。それくらいは」

「です……よね。あ、あの、鏑城くん！　ちょっと今日は、お話ししたいことがっ！」

「んー？　話？　べつにいーけど」

「じゃ、じゃあ、あの……」

　くびれは平たいらな胸に手をあてて、呼吸を整えようとしている最中に、とんでもないことに気づいた。

　暗い、夜道。周りには、くびれと鏑城以外、誰もいない。二人きりだ。

（……お、襲われちゃうっ……？　ま、待って、落ちついて……そういう人じゃない……ですよね？　たぶん、なんとなく……相変わらず、やる気がなさそうだし……）

　でも、くびれを油断させようとしているだけかもしれない。

　しかも鏑城は、《吊り男ハングマン》という能力で人間を持ちあげてしまえる。くびれは弱っちい魔法を一つしか使えないし、とても逃げられない。

（……あ、あんなことや、こんなことをされたりしてっ……それから、場合によっては、あんなことまでっ……だめ、あたしには、皆みな人とさんという、心に決めたひとがっ……）

　くびれは首を左右に激しく振った。

「……なしたの？　あんた、だいじょぶ？　話あんなら、早くしてくれっかな。立ってっと、疲れんだよねー……」

「あっ。はいっ。ご、ごめんなさいっ！　えと、その前に、一つだけ、確認しておきたいことがっ……」

「なんすか」

「ぷ、ぷにろりは、いけるほうですかっ……!?」

「……はー？　ぷにろり？　あー……」

　鏑城はため息をつきながらしゃがんで、ニットキャップの位置を直した。

「よくわかんねーけど、むちっとしてて、出るとこ出てたほうが、オレはいーかな」

「そ……そう……ですか……そう……ですよね……はは……」

　安心したが、同時にショックでもあった。所しよ詮せん、ぷにろりはマニア向けなのか。

「……せ、成長するかもしれないし……まだ、時間はもうちょっと……いえ、そんなことはどうでもよくて、ですねっ！　あの、話というのは、来くる見み坂ざかさんのことでっ！」

「つみき？　が、どうかしたんすかねー」

「単刀直入にお訊ききします！　鏑城かぶらぎくんは、来見坂さんのこと……好き、ですよね？」

「んー……」

　鏑城は、思いのほか、あっさりうなずいた。

「まーね。好きっちゃー好きかな……」

「で、でしたらっ！　い、今の状況は、あまり好ましいとは思ってない……ですよね？」

「つーのは、あれ？　花はな咲さきクンのこと？」

「はいっ。いい気分ではない……ですよね？」

　くびれは、正直、つみきを呪●ピーすることまで、ひそかに検討したのだ。

　自分自身は最底辺の魔法使いだが、代々魔法使いの家柄なので、魔法の知識だけはそれなりにある。呪●ピーの方法くらい知っているし、あらためてくわしく調べもした。

　でも、くびれの魔法力では、間ま違ちがいなく失敗する。

　●ピー殺――いや、呪●ピーをしくじったら、●ピーぬのは術者本人、つまり、くびれだ。

　そこで、標的＝つみきを直接攻めるのではなく、唯一、標的の身近にいて、気心が知れているはずの鏑城を攻略する策を思いついた。

　将を射んと欲すれば、まず馬を射よ。

「そうじゃなくても、けっ、建設的じゃない……と思うんです。なんていうか……不自然な関係ですし。いい方向に進むわけがない、というか。ですので、鏑城くんから、来見坂さんを、説得してもらえませんか……？　10組と、距離を置くように……」

「んー……」

　鏑城はニットキャップを半分脱いで、頭を掻かいてから、かぶりなおした。

「オレ、つみきのことは好きだけどさー……だから、あいつが楽しいなら、それでいーんだよね。あいつが幸せなら、それで……みたいなかんじ？」

　そう言って浮かべた自じ嘲ちようげな笑みは、ちょっぴり寂しそうだった。

　鏑城は立ちあがって、ゆっくりと腰をのばした。

「まー、ゆってもオレら、いとこ同士だしねー……」
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「――結局、鏑城を丸めこむのは無理ってことかよッ……」

　灰はい堂どう茂しげるは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で舌打ちをした。

　実際、苦い。苦々しくてたまらない。

　皆みな人とは今、トイレに行っていて、教室にいない。ちなみに、つみきと、それから鏑城かぶらぎも一緒に行った。

　まさか、男子トイレの中までついてゆくことはないだろうが――あのつみきのことだ。わかったものじゃない。

「……も、申し訳ないです……」

　くびれはただでさえ小さい身体からだを、さらにいっそう小さくしている。

「もっと大胆に、捨て身でかかれば、結果は違ちがっていたかもしれないですけど……」

「ぷにろりのおまえに、ンなこと期待してねえんだよッ。色仕掛けとかよッ。やったって効くかよッ。かえってひくわッ」

「……ひ、ひくとか……そこまで言うことないじゃないですかっ。もちろん、わかってますけど……自分に魅力がないということは、骨身に染みて……ほら、こういうときだって、誰もフォローしてくれないし……ふふ……あたしってば、すごくみじめ……」

「あ、あの、歌うた野のさん……」

　映うつるが、四つん這ばいになっているくびれに近づいていって、

「だ、大丈夫だよ、たぶん。三次元がだめでも、二次元があるし……」

「霜しも山やまくんと一緒にしないでくれますかぁっ!?」

「ど、どういう意味なのかな!?　ぼ、ぼ、僕はただ、次元なんか問わないだけで……」

「歌野さんは、見かけによらず、けっこう黒いよね」

　幻げん次じが、くくっ、と喉のどを低く鳴らして笑うと、くびれは四つん這いから床にへばりつく体勢に移行した。

「……黒い……黒いって言われた……黒いって……いっそのこと、今日から、黒いぷにろりって名乗っちゃおうかな……黒いぷにろり……ふふ……あたしには、お似合い……」

「で、どうするの？」

　マリカはいつもどおり頬ほお杖づえをついて、つんとしている。

「花はな咲さきのことは、本人の意思だし、ともかくとして――このままあの子を放ほうっておいたら、また何かしでかすのは目に見えていると思うけど」

「うん、マリカちゃんの言うとおりだよ！　あの子、わがまますぎだしっ。ひとよひとよにひとみごろ……？　みたいな……？」

「もしかして、こーこちゃんが言いたいのは……人を人とも思わない？」

「そう、それっ！　こーこはそれが言いたかったの！　さっすがマリカちゃん！」

「え、そんな、べつに……」

　マリカは頬を染めてうつむいた。そうとう照れているようだ。照れまくっている。茂しげるは不覚にも、胸の高鳴りを抑えられなかった。

（……め、め、め、めちゃくちゃかわいいじゃねえか……ッ）

　もともと、何をしていても、どんな表情を浮かべていても美しいと認めざるをえない、この世の誰よりも美しい程度の能力の持ち主だ。そんなマリカが、顔を赤らめて、照れている。その破壊力たるや、すさまじいものがある。

（つーか、よくわかったな。ひとよひとよにひとみごろが、人を人とも思わないだとか。普通わかんねえだろ。友情パワーってヤツ……？）

　強引でめちゃくちゃな形だったが、マリカと幸こう子こは親友になった――らしい。

（まあ、よかったよな……）

　10組だからこそだと、茂しげるは思う。この仲間たちと出会わなければ、マリカがあんな顔を見せることはなかったのではないか。

（……守らねえと、だろ？　どんな手を使っても、守るべきものは守るんだよッ）

　茂はみんなを見まわした。

「まずは、このへんで決けつをとっとこうぜ」

「ひぇぇぇーっ!?　おけつをとるのっ!?　でも、こーこのおけつ、とれるかなぁ……」

「違ちげぇーよッ！　そのケツは確実にとれねえよッ！　ケツ違ちがいだッ、多数決だよッ！　いいか、とるからなッ!?　来くる見み坂ざかを追いはらうのに、賛成のヤツ……ッ！」

　茂自身と、幸子と、くびれ、マリカ、それから――クラッカー的な物を食べまくりながら、司つかさが挙手した。

「……五人か。思ったより少ねえな。ンじゃ、反対のヤツ……ッ!?」

　幻げん次じと、そして映うつるが、おそるおそるといった感じで手をあげた。

「ぼ、ぼ、僕はその……は、花はな咲さきはたぶん反対だと思うので、それで……みたいな」

「まあ、ぼくもそういうことになるかな」

「てめえらは、花咲がシマウマ指さしてこれはパンダだっつったら、はいそうですパンダですってうなずくのかッ!?」

「シマウマはシマウマだと思うな……それはぜんぜん違うっていうか関係ないっていうか、たとえ話としてもセンスがないような……あっ、ごめんなさいっ、つい本音がっ」

「それがてめえの本音かよ、霜しも山やまッ！」

「灰はい堂どうのセンスのなさは、おいておくとして――」

「こらァッ！　幻次ッ！　あたりまえの事実みたいにおきにいくなッ！」

「ぼくは、皆みな人との判断や決断を、正しいと思っているわけじゃないよ」

「……スルーかよッ」

「正しいか、間違っているか。そんなことはどうでもいい。皆人がそう決めたのなら、尊重する。それだけの話だよ」

「……ぼ、僕も……そう、かな？　と、と、とっ、友だち、なので……あ、これは僕がそう思ってるだけで一方的っていうか片思いっていうか、いや、そういう意味じゃ……」

「りゆときゆはどうなんだよッ!?」

「りゆはねー。りゆはー。りゆなのー」

「はい。りゆですね。りゆです。りゆはいつだってかわいくて万能です。永遠です」

「わはー。きゆも、いっぱいかわいいよー。よいこよいこ」

「ゃっ」

「……くッ！　お、俺も撫なでられてえッ！　撫でてくれッ！　りゆ、頼むッ！　一生のお願いだ……ッッッ！」

「やだー。だってねー、ハゲル、ちくちくするよ？」

「そうですよ。りゆが怪け我がでもしたらたいへんなので、撫でたりなんか、きゆがぜったいにさせませんから」

「チクチクはするけどもッ！　怪我まではしねえよッ！　しねえってッ、マジでッ！　みんなして疑惑の目で見るなァーッ！　……くそッ。りゆときゆはまあ、中立ってとこか。荒あら浪なみ、オッサン、おまえらはッ？」

「あたしは、現時点では不偏不党――それこそ、中立だな。花はな咲さきの言うことも、わからないわけじゃないし。委員長として、慎重でありたい」

「アグリーッ」

　オッサンは出撃前のベテランパイロットみたいな顔で、親指をビッと立ててみせた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ただ……」

　叶かなえは木刀の柄つかに手を置いて、みんなに視線をめぐらせた。

「これ以上、クラスの秩序を乱されるのは、正直、おもしろくない。それに、多数派の意見は重んじないとな」

　ようするに、実質的には叶も賛成派だということだ。でも、本人が言うとおり、慎重になっている。なぜか。大きな問題があるからだ。

　つみきを追いはらうにしても、どうするのか。方法はあるのか。

　茂しげるは息をついて、ツンツン逆立っている髪をさわった。今日もよく逆立っている。

「一つ、言っとくぜ。俺は花はな咲さきの言ってることが間ま違ちがってるとか、あいつはおかしいとか、そんなふうに思ってるわけじゃねえ。だけどな。今回のケースじゃあ、あいつの負の面が出ちまってる。つまり、甘いんだよ。甘すぎなんだよ、あいつはッ」

　来くる見み坂ざかつみき。

　けっこうかわいくて、八や重え歯ばが印象的で、胸もでかい。とてつもなくわがままで、癇かん癪しやく持ちだが、ときおりやけに寂しげな表情を浮かべる。そのことに、茂は気づいていた。

「――誰もさわることができない能力。スキンシップ的なことも一切できねえよな。びびって、人も寄りつかねえだろ。気の毒だよ、そりゃあな。でも、そのせいでゆがんだあの女の性根を、叩たたきなおせるのか？　それを、俺らがしなきゃなんねえのか？」

　茂は肩をすくめてみせた。

「たしかに、根っから悪いヤツなんか、そうはいねえのかもな。花咲が言ってるみてえによ。だけど、質タチが悪わりぃーヤツは実際いる。そういうヤツを更正させるより、俺は――このクラスのほうが大事なんだよ。あッ、くそッ！　今のなしッ！　てめえら、聞かなかったことにしろよッ！　ガラじゃねえ……ッ！」

「それは無理な相談だな」

　叶はにんまりと笑って自分の耳を指さした。

「しっかり聞こえたし、完かん璧ぺきに記憶した」

「ハゲルは、いいこだねー。ねー。きゆー。みかけによらず、ハゲルはいいこだー」

「ええ、そうですね。りゆがそう言うのなら、灰はい堂どうくんはいいこです。いいこはだいたい、友だち止まりなんですけど」

「勝手に止まらせんなよッ！　行かせろよッ！　俺はその先に行く気満々だよッ！　あと、見かけによらずってどういう意味だァーッ！」

「見た目がよくないということじゃないかな」

「幻げん次じィーッ！　てめえッ！　ちょっとイケメン風だからってなあッ！」

「問題は――」

　マリカは軽く唇の端を噛かんだ。

「方法。誰もさわることができない人間を、どうやって追いはらうのか」

「ぬぅー。なぁー。むぅー……」

　幸こう子こがこめかみあたりに左右の人差し指を突き立てて、身体からだをゆらゆらさせた。どうやら、考えこんでいるらしい。

　無理して慣れないことをしたせいだ。間もなく幸子の頭から煙が立ちのぼりはじめた。

「うぅぅ……ふぅぅぅ……？　にゅぅぁぁ……？」

　幸子はふらついて、転びそうになった。茂しげるはとっさに幸子を抱きとめた。

「おッ、だッ、大丈夫かよッ、サッチン!?」

「ふぁぁあぁ……？　あれぇ？　シゲくん？　どしたの？　こーこ……るぁっ!?」

　幸子は茂の腕の中でちぢこまった。

「あっ、えっと、こ、こーこ、その……なんだっけ、なんだっけ、なんだっけ、と……とろろこんぶ？」

「好物かッ！」

「にぇっ!?　シゲくん、どうしてこーこが、とろろこんぶ好きだって知ってるのっ!?」

「知らねえよッ。テキトーに言っただけだよッ。とろろこんぶは、俺も好きだけどよッ。髪にいいらしいからなッ！　――って、何言わせんだよッ！」

「シゲくんも、とろろこんぶ好きなんだぁ。へー。髪にいいから。そうなんだぁ……」

「髪のことはとりあえず忘れろッ！　忘れてくれッ！　正直、俺も忘れたいしねッ!?」

「――やはり、闘争ラリーを挑むしかないか」

　叶かなえが表情を引き締しめて木刀を握りしめた。

「でも、決してさわれない相手に、どうやって勝てばいい……？」

「ぐごががごっ」

　司つかさがクラッカー的な物を次々と口に投入し、一部を撒まき散らしながら進みでた。何か言いたいのか。司の眼鏡めがねが、キランッ――と光った。

「……そうかッ！」

　茂は幸子を突っ放して、拳こぶしを突きあげた。

「これだッ！　この手なら……ッ！」

　そのときちょうど教室のドアが開いて、皆みな人ととつみき、遅れて鏑城かぶらぎが、トイレから戻ってきた。

　つみきは皆人にふれないでまとわりつくという、ちょっとした曲芸を披ひ露ろうしている。皆人は迷惑そうというよりも、だいぶ疲れている様子だ。

「おい、来くる見み坂ざか」

　茂は二人の前に立ちふさがった。

「てめえに闘争ラリーを申しこむッ。こいつは10組の総意だッ。堂々と受けろッ！」

「闘争ラリー……？」

「えっ、ちょっと、待っ――シゲ、総意って……いつの間に？」

「たった今だよッ！　花はな咲さき、たとえおまえが反対しても、多数決の結果は変わらねえからなッ。総意だッ！」

「いいよ？」

　つみきは妖よう精せいか小悪魔みたいに微笑ほほえんで、八や重え歯ばを舌先で舐なめた。

「どうせ、そっちが求める権限クレイムは、つみきは今後、10組の人に関わっちゃだめとか、そういうことでしょ？　つみきが欲しい権限クレイムはね。つみきがあそんでほしいときは、いつでも、みんな、つみきとあそぶこと。ぜったい、拒否しないこと」

「上等だッ！」

　茂しげるはつみきに人差し指を突きつけた。

「来くる見み坂ざかッ！　俺たち１年10組とてめえとの、限定戦リミテツドだッ……！」



　　　　★



「――突然ですがぁ、我が私し立りつ天てん命めい学がく園えんでは、互いに切せつ磋さ琢たく磨まし、能力を磨きあうために、生徒同士が闘争ラリーをする自由が認められていまぁーす」

　１年10組の担任、夢ゆめ見みヶが原はら静しずか先生は、ずれている眼鏡めがねを中途半端に直した。

「闘争ラリーは大きく分けて、三つ。学校行事の伝統戦クラシツクと、学校公認の限定戦リミテツド。それから、私闘バウト。私闘バウトはようするにただの喧けん嘩かだけど、前の二つの公認闘争レギユラーは、審判員アンパイア立ち会いのもとで、名誉、実利、権限クレイムを賭かけて行われちゃうんですねぇ。でぇ……今回の審判員アンパイアは――」

　教室を見まわす。

　もう限定戦リミテツドの準備は整っている。

　静先生は首をかたむけて、自分を指さした。

「先生がやっちゃいまぁーす。てへっ」

「――って、静先生ッ！　さっきから、何一人でぶつぶつ言ってんだよッ」

「あぁー……ちょっとした説明？　かなぁ？」

「説明って、誰にしてんだよッ」

「んー……誰ぇ？　誰にだろ……ふぁ……っ」

「寝んなよッ!?　これから限定戦リミテツドが始まるっつーときなんだからよッ！」

「ふぁーい……にゃむ……」

　静先生は教卓に突っ伏しそうになっている。沈没寸前だ。眠くて眠くてしょうがないのだろう。まあ、いつものことではある。

　花咲皆みな人とは微妙に戸惑い、緊張していた。

　闘争ラリーをすることになったのはともかく、自分がこんな立場に、というか、こんな場所に立たされ――いや、座らされることになるとは、思ってもみなかったからだ。

　限定戦リミテツドの会場は、闘争劇場コロツセオ――ではなく、１年10組の教室。

　机と椅い子すは、二組を残して端のほうに寄せられている。

　隣りあったその二組の机と椅子の間に、椅子が一脚、置かれていて、皆みな人とはそれに腰かけているのだ。

「花はな咲さき」

　右隣の席についている司つかさが、そっと皆人の袖そでをつかんだ。皆人の37センチ圏内に入っていて、なごんでいるので、《大食らいメガイーター》がもたらす食欲が抑制され、司はふだんよりだいぶ小型化している。

「あまり顔色がすぐれない。へいき？」

「え？　あ、うん。なんともないよ。ただ、なんかね……落ちつかないっていうか」

「そう。ボクには何もしてあげられない。ごめんなさい」

「いや、いいって。真ま田た部べのせいじゃないし」

「ボクは、花咲にもらってばかり。花咲は、いつもボクを取り戻させてくれるのに」

　司はかすかに目を伏せて、皆人の袖をつかむ手に、ほんの少しだけ力をこめた。

「そんな。おれは、たいしたことしてないって」

　皆人はちょっとだけ笑って、司の手を軽く握った。

「それに、おれだって、真田部から充分もらってるよ。真田部とこうやって友だちでいられるだけで、すっげー楽しいし、うれしいしさ」

「……っ」

　司は、こくっ、とうなずいて、

「あの……手を放してほしい。ボクからは、放すことができそうにない」

「あ、ごめん」

「……ね、皆人くん」

　左隣のつみきが、なんだかジトッとした目つきで皆人を見ている。

「訊きいていい？　ていうか訊くけど、今みたいのって、一般的な友だちトークなの？」

「一般的？　んー。どうなのかな。とくに考えたことないし。一般的かどうかなんて、べつにどうでもよくない？」

「……じゃあ、皆人くんにとって、友だちって何？」

「大事な人、かな」

　ぱっと浮かんだ答えを、そのまま口に出してしまった。でも、でまかせじゃない。

「人じゃなくてもいいけど、そいつが好きで、大事だなって思う。だから、友だちには笑ってほしいし、笑えないときは、いっぱい泣いてほしい。そしたらまた、笑えるしさ」

　つみきはなぜか、両目を見開いて、呆あつ気けにとられているような表情を浮かべている。

　その顔に赤みがさしはじめて、みるみるうちに真っ赤になった。

　つみきは机にかじりつくような姿勢になって、シャープペンシルを握った。

「……ぜったい、勝つ」

「ボクも負けない」

　司つかさは鉛筆を一本、手にとった。クラスのみんなできれいに削った何本もの鉛筆が、司の机の上に並べられている。

「先生！　いや――審判員アンパイア！」

　叶かなえが鋭く呼びかけた。

「そろそろ闘争ラリーの開始をっ！」

「ふぇっ!?　あぁ、ごめんごめぇん、先生、寝てたぁ？　ちょっと待ってねぇ、えっとぉ、まずはこれ……かなぁ？」

　静しずか先生はいそいそと、それでいてたらたらと、司とつみきに二枚ずつ、紙を配った。

　第七〇一式《筆記試験争覇ペーパーデスマツチ》。

　天てん命めい学がく園えんに伝わる、七百七十七の闘争方式ラリーモードについて記された闘争法典ラリーコードに、ちゃんと載っている。中国の隋ずい代に始まった科か挙きよを起源とし、江え戸ど時代中期には武士同士が筆記試験の点数を競って、敗れた者はみずから腹を切ったという。

　とはいえ、第六六七から七七七式までは特別闘争スーパーラリーに区分され、限定戦リミテツドで用いられることはめったにない。

「いつか、こんなこともあるんじゃねえかと思ってな……ッ」

　茂しげるが、ふっふっふっ、と不気味な笑い声をもらした。

「じつは、特別闘争スーパーラリーだけは、けっこうメンミツに調べてたんだよ。前々からなッ。まともな闘争ラリーだと、まず勝ち目がねえわけだし……ッ」

「……なんてこずるい発想」

「うっせッ。うっせんだよ、マリカッ！　スカートめくるぞ、こらッ！」

「でも――」

　皆みな人とは司とつみきを順々に見た。二人とも、伏せた答案用紙を見つめて、今か今かとそのときを待っている。

「いや……」

　気になることはある。たとえば、闘争ラリーを行う二人の間に、皆人が座る。そんなおかしな条件を、なぜつみきは受け容いれたのか。

　しかし、もう闘争ラリーは始まろうとしているのだ。

　司だけじゃない、つみきも、真剣に勝利を目指して、闘争ラリーに挑もうとしている。

　皆人としては、最後まで見守るしかない。

「えっとぉ……」

　静しずか先生が自分の左手首に目をやった。腕時計を見ようとしたのかもしれないが、そこには何もない。忘れてきたのだろう。

「真ま田た部べっち、がんばっ」

　幸こう子こが手でラッパを作って小さな声で言うと、りゆがそれを真ま似ねして、

「つかさー。りゆなのー。がんがれー」

「りゆが応援しているので、義務として是非がんばってくださいね」

「真田部さん……」

　マリカは仲間の名を呼んで、祈るように両手を胸の前で組みあわせた。

「…………」

　くびれも両手を組みあわせているが、何か呪じゆ文もんのようなものを口ずさんでいる。まさか、呪のろいをかけている――とか……？

　幻げん次じや映うつるも、司つかさを見つめている。オッサンは目を細めて、遥はるか昔の記憶にでも思いを馳はせているかのようだ。

　叶かなえがうなずき、茂しげるは自分に気合いを入れるように「フーッ！」と強く息を吐いた。

　鏑城かぶらぎは壁に背をもたれさせて、しゃがんでいる。

「じゃぁ、始めぇー」

　静先生が気の抜けた号令をかけると、司とつみきはほぼ同時に答案用紙を表にした。

　科目は、国語、数学、社会、理科、英語の五つ。

　制限時間は、一科目三十分。

　それぞれ、難関私立高校入学試験レベルの問題が出題され、満点は各百点、すべてを合計した点数が、相手より上回ったほうが勝ちとなる。

　司がものすごい勢いで答案用紙を埋めてゆく。

　つみきは身体からだをかたむけて、左手で頭を支え、退屈そうにシャーペンを操あやつっている。

　十分ほどで、司が手をあげた。

「終わりました」

　それを見て、つみきは舌打ちをしたが、何も言わなかった。つみきは結局、三十分のうち二十分近くかけて答案を完成させ、勝負は次の科目に移った。

　数学は、司が十分足らずで、つみきは二十五分程度。

　社会は、二人とも、十五分くらい。

　理科も、だいたい同じ。

　英語は、司が二十分近くかけて、つみきは三十分いっぱい使った。

　二人が問題をといている間に、静先生がたまに居眠りしながら採点していたので、結果はすぐに出る。

「まあ、余裕だなッ」

　自分が筆記試験をこなしたわけでもないのに、茂しげるは自信に充みち満みちた表情を浮かべて、髪の毛も必要以上にピンピン立っている。

「真ま田た部べは、ふだんの状態でも、テストでかなりいい点とりやがるからな。花はな咲さきの力でなごんで、頭が働くようになったら、天才レベルに決まってんだよッ」

「ああ……そういうこと」

　つみきは少し疲れがにじんでいる顔を司つかさに向けた。

「あんた、皆みな人とくんのそばにいると、ただちっちゃくなるだけじゃなくて、頭もよくなるんだ？」

「頭がいいかどうかはわからない。ただ、ちゃんとものを考えられるようになるだけ」

「ふぅん。だから何なのって、かんじだけど」

　つみきは鼻で笑って、袖そでを噛かんだ。

「――はぁーい。採点、終わりましたよぉー」

　静しずか先生が答案用紙の束を持ちあげ、教卓で、とん、とん、とそろえた。

「発表しまぁーす。真田部さんは合計――」

「ちょッ、ちょっと待てよッ、静先生ッ！　いきなり合計はねえだろッ!?　そこは一個ずついっとけよッ、流れ的にッ！」

「えぇー。めんどくさいなぁ……それじゃぁ……えーっと、国語からぁ」

　教室の中が静まりかえった。

「真田部さんは、百てぇーん。来くる見み坂ざかさんはぁ……九十八点でしたぁ」

「いよしッ！　――って、九十八だァッ!?」

　茂だけじゃない。皆人も正直、ちょっと驚いた。

「……来見坂、勉強、得意なんだ？」

「べっつにぃー？」

「そいつさー」

　鏑城かぶらぎがニットキャップの位置を直しながら、

「友だちいねーし、趣味とかもねーから、勉強ばっかしてんだよ」

「テッチー！　余計なこと言わないでよ！」

「事実じゃん……」

「次ぃー。数学でぇーす。二人とも百点っ！」

　おおっ、と喚声があがった。

「それからぁ……社会ですねぇ。真田部さんがぁ、九十六点でぇ……来見坂さんはぁ……九十八点かなぁ？」

　教室がどよめいた。

「これで同点だね」

　幻げん次じはいつもどおり微笑ほほえんでいる。

「……まだだ」

　叶かなえが木刀をきつく握りしめた。

「まだ二科目ある。勝利を願うなら、真ま田た部べを信じろ」

「えぇー……次はぁ、理科？　これはぁ……百点と、百点っ。最後、英語ぉ……」

「先生っ」

「なぁにぃ？　清せい浄じよう院いんさん」

「……そこはためるところだと思います」

「そぉ？　そぉーかなぁ。先生、眠くって……ふぁぁ」

「寝るのかよッ！」

「寝ないってばぁ。最後、英語だよねぇ？　ためる……ためるって、どうすればいいのかなぁ。先生、よくわからないけど……九十八点の人と、百点の人がいまぁーす。こういうかんじでどぉ？」

「ツー・ポインツ……」

　オッサンは指を二本立てて、くいっ、くいっ、と曲げてみせた。

　見れば、司つかさも、つみきも、こころなしか顔がこわばっている。

「んー……」

　皆みな人とは低く唸うなった。声をかけたいが、何をどう言えばいいのか。健闘をたたえる？　どうなるにせよ、二人ともよくやったって？

　だいたい、皆人はどちらの勝利を望んでいるのだろう。

　普通に考えれば、司だ。でも、司が勝てば、つみきは二度と10組には関わることができない。友だちが欲しいつみきにとっては、つらいだろう。

　かといって、つみきが勝ったら、傍若無人に振る舞うに決まっている。つみきはみんなをひどい目に遭わせるかもしれない。他人を傷つけたいわけではないと思うが、つみきは自分の気持ちを抑えることができないのだ。

「百点の人はぁ……」

　静しずか先生は司を指さした。

「おッ!?」

　茂しげるが叫んだ瞬間、静先生の指はつみきのほうに移動した。

「っ……！」

　幸こう子こが声にならない声をもらすと、静先生はまた指を動かして、司を示した。

「ど、どっちなんですか!?」

　耐えきれなくなって皆人が大声を出すと、静先生は、にへら、と笑って、

「百点は、来くる見み坂ざかさんでぇーす」

「なッッッ――」

「にぃーっ」

「ぬ」

「ねー？」

「のォーッ――って、遊んでんじゃねえーッ、りゆきゆッ！　く、くそッ……」

「……呪のろいが……」

　くびれが這はいつくばって、うなだれている。幸こう子こはへたりこんで、放心状態だ。幸子の肩を抱いているマリカも、顔色が悪い。オッサンはどうなのか。よくわからないが、幻げん次じは動じていないようだ。映うつるがうかがうように皆みな人とのほうを見た。

　皆人は他にどうすることもできず、とりあえず曖あい昧まいにうなずいてみせてから、司つかさに目を向けた。

「……花はな咲さき、ボク……」

　司は小刻みに震えていた。表情らしい表情は浮かべていない。無表情だ。でも、全身を震わせている。

「ボク……」

　皆人は司の手首を握った。ただなごませることしか、できないなんて。

「みーなーとーくん」

　つみきは席を立って、皆人の肩のすぐ上に顔を持ってきて、くすくす笑った。皆人は身動きもできない。

「つみきの勝ちだね？　これからも、よろしくね……？」



    

  
    
      


３話　青空の下エスカレーション







「今日は、みんなに、わんこになってもらいまーす！」

　つみきは、わーいわーい、と言いながら、ひとしきり拍手すると、ポケットの中からボールをとりだした。

「つみきがこのボールを投げるから、とってきてね！　奪いあいだよ！　見事とってきた人は、つみきに褒ほめてもらえるから！　じゃあ、いっきまーす！」

　つみきがボールを投げる。

　教室の前のほうに整列させられていた10組の面々が、半ば、というか、ほとんどやけくそになって駆けだした。

　障害物の机や椅い子すを、よけたり、蹴け倒たおしたりしながら、仲間を押しのけ、追い抜いて、一心にボールを目指す。

　彼ら、彼女らの姿は美し――くはない……。

「……とってしまった」

　ボールを確保したのは、けっこう運動神経のいい幻げん次じだった。

「あーあ、負けちまったぜッ！　さすがだな、幻次ッ！　おまえはすげえよ幻次ッ！」

　茂しげるがわざとらしく悔しがって、幻次の肩を叩たたこうとしたが、するりと逃げられた。

　幻次はつみきのところに戻って、ボールをひょいっと投げ渡した。

「どうやら、ぼくの勝ちみたいだね」

「ゲジゲジくん、おめでとー。でも――」

　つみきは笑顔を一転させ、苦い表情を浮かべた。

「なんで？　つみきは、わんこになってって言ったよね？　わんこはそうやって人間の言葉をしゃべるの？　しゃべらなくない？」

「……しゃべらないだろうね。普通の犬は」

　幻次は、それでもうっすらと唇を微笑ほほえませているが、眉み間けんに浅い縦たて皺じわが一本、刻まれているように見えなくもない。

「でしょ？」

　つみきはまた、にっこりと笑って、

「じゃ、わんって鳴いて？」

「……………………………………」

　幻次は、固まった。皆みな人とはそんな幻次を初めて見た。つみきが床を蹴りつける。

「鳴いてよ」

　幻げん次じは一度、下を向いてから、顔を上げて、微笑ほほえんだ。

「わん」



　　　　★



「はいっ！　みんな、集まって、集まって！　円を描くように座って！　テッチーも！　いい？　準備オッケーだね！　それじゃ、怪談しよっ！」

「怪談……？」

　マリカがいぶかしそうに眉まゆをひそめると、つみきは「そっ！」と力強くうなずいた。

「怪談。つみき、友だちとおっかない話をするのが、ずーっと夢だったの。今日、ついに叶かないました！　やったー！　はい、じゃ、くびれてないちんちくりんから！」

「えっ。あ、あたし……ですかっ？」

「あんた、魔法使いでしょ？　こわい話の一つや二つ、知ってるんじゃない？」

「ま、まあ、まったく知らないわけじゃ、ないですけど……魔法とは、とくに関係ないような気も……というか、くびれてないちんちくりん……」

「なぁに？　文句でもあるの？　長いから、略す？　くびちんとか？」

「……な、なんでもいいです。そ、それでは、怪談を……」

　くびれは、こほん、と咳せき払ばらいをした。

　その瞬間、場の空気が明らかに変わった。

「これは……あたしの祖母から聞いた話です。祖母の友人で……彼女は、お金持ちの娘さんだったのですが……厳格な両親への反発もあって、遊び歩くようになり……高校生のとき、ある男の人と、深い仲になって……とうとう、子供を身ごもってしまったんです……でも、そのことを知ると、男の人は逃げてしまい……両親に頼ることも、できない……だけれど、子供には罪がないから、産みたい……祖母や、彼女の友人たちは、みんなで協力して、彼女に子供を産ませることにしたのです……」

　何人かが、ぶるっと身震いした。

　今のところはこわい話じゃないのに、この胸が圧迫されるような感じは何だろう。

　くびれの声と、表情のせいか。

「……祖母たちは、彼女のために、アパートを用意して……それ以外にも、できるかぎりのことをしました……でも、若い彼女には、現実を受け止める力が足りなかったのかもしれません……彼女は、必死で励ます友人たちの声には耳を貸さず……むしろ、不安と苛いら立だちを、友人たちにぶつけ……当たり散らし……臨りん月げつを迎えたころ、突然、誰にも、何も告げず……姿を消してしまったのです……」

　ごくり……と、誰かが唾つばをのみこむ音がして、くびれがそっと……笑った。

「……でも、彼女は帰ってきました。何日かして……アパートに。でも……そのとき、あんなに大きかった彼女のおなかは……彼女はひたすら泣きわめくだけで、友人たちにも、くわしい話はしませんでした……友人たちのとりなしで、彼女は家に戻りました……一年留年して、高校を卒業し……遠くの大学に進学して……ある日のことです。彼女は、夏休みに実家に戻って、川べりを歩いていました……あれ以来、近づかないようにしていた、川べりを……彼女は、あのとき、その川のほとりで、大きなおなかを抱えて、一夜を過ごしたのでした……雨が降っていて、彼女の身体からだは冷えきって……猛烈な、痛みが彼女を襲い……彼女は、川へ……そのことを思いだして、彼女の足がすくみました……そのときふと、あの夜、彼女が腰を下ろしていた場所に……三歳か四歳くらいの男の子が、一人でしゃがんでいるのが見えたのです……彼女は引きよせられるように、男の子に近づいて……声をかけました……どうしたの？　一人……？　うん……と、男の子は、振り返って答えます……かわいらしい、男の子でした……とても、かわいい……彼女はなぜか、男の子を抱きよせたくなりましたが……こらえて、訊ききました……お父さんは？　男の子は、寂しそうに、答えます……お父さんは、いない……彼女は胸が締しめつけられて……重ねて、尋ねました……じゃあ、お母さんは……？　男の子は、答えます……お母さんは……」

　くびれは、クワッと目を見開いて、

「おまえだよ……！」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい……！」

　驚いたのはみんな一緒だが、つみきはとくにすごかった。

　悲鳴をあげて、飛びのいただけじゃない。つみきは目にいっぱい涙をためて、

「いやーっ！　やーっ！　し、心臓……っ！　ばかっ！　つみきをこ、殺す気!?　殺す気でしょ!?　そんなマジでおっかない話して！　ふざけんな、あほーっ……！」

「きゃっ……！」

　なんと、つみきはくびれに飛び蹴げりをぶちかました。いや――蹴りは当たっていないはずだが、くびれは吹っ飛ばされて、「……きゅわわわわー……」と目を回している。

「う、歌うた野のさん……！」

　皆みな人とが駆けよって抱き起こすと、くびれは白目を剥むいて、脱力した。

「歌野さん!?　ちょっ、大丈夫!?　歌野さん……！」

「……だ、だめ……ですぅ……なので……そのまま……もうしばらく……」

「救急車を呼びましょう」

　マリカはどういうわけか、やたらと冷静――というか、その顔つきには、ある種の冷酷さすらにじんでいる。

「誰か１１９番を。早く！　急いで！」

「だ、大丈夫ですっ！　あたし、大丈夫なのでっ……！」

「……つみき。おま――いでっ」

　ため息をついて、何か言おうとした鏑城かぶらぎが、つみきに頭をはたかれた。――やはり、当たってはいないのだろうが。

「う、うるさいっ！　い、今のは、くびちんが悪いんだからっ！　自業自得でしょ！　つみきは、これっぽっちも、悪くないんだからっ！　そうでしょ、ツンすけ!?」

「……あー」

　茂しげるは髪だけ元気な腐りかけのゾンビみたいな顔でうなずいた。

「そっすねー……」



　　　　★



「オッサン！　あんたはお父さん！　ツンすけ！　あんたはね、番犬！　ゲジゲジはおじいちゃん！　顔だけ女は意地悪な継まま母ははね！　木刀女は愛人！　でかちちＡとでかちちＢは、おねえちゃんでいいかな？　くびちんは、橋の下で拾われてきた妹！　食べすぎ女は……でっかいぬいぐるみ！　テッチーは猫で、皆みな人とくんはつみきの彼氏！　どじバカはどうでもいっか。あとは……あ、影薄くんは、炊飯器ね！　じゃ、スタート！」

「……スタートと言われても。あ、愛人？　あたしが？　誰の……？」

「そんなの、愛人っていったら、お父さんのに決まってるでしょ？」

「ラマーン……ッ！」

　オッサンがガッツポーズをした。

「――って、なんで俺は番犬なんだよッ！　人ですらねえし……ッ！」

「ほぇ？　こーこは、トーテムポール？　こんなかんじかな？」

「炊飯器……僕は、炊飯器……うわあ、人どころか生き物でさえないね……すごいなあ、炊飯器……ご飯も炊けるし、リゾット的な物も作れたりして……うふふ……はぁ……」

「橋の下……でも、実際……父も母も兄も、みんな立派な魔法使いなのに、あたしだけこんな、ぐずで泥沼のカメで……ほんとにあたし、橋の下に橋から産まれた橋の子なのかも……」

「りゆ、でかちちー？　たゆんたゆんなのー……」

「たしかにりゆのおっぱいは大きいですし、きゆも同じくらいですけど、そういう呼ばれ方は心外なかんじですね。りゆの魅力は、おっぱいだけじゃなくて、すべてですし」

「だなッ！　それは同意せざるをえねえなッ！　パイオツも魅力だけどもッ！」

「灰はい堂どうくん、下品な言葉でりゆを汚さないでもらえます？　暗殺しますよ？」

「あんさつー。しちゃうよー。ちょきちょきっ」

「ちょ、ちょきちょきしてくれッ！　してくれていいッ！　いっそのことッ！」

「……わたしは、継母ままはは……しかも、意地悪な……」

「ぐがごごごがぐがっ」

「ぼくはおじいちゃんか。何歳くらいなんだろうね、そのおじいちゃんとやらは」

「猫、ねー……」

「みーなーとーくんっ」

　つみきは皆みな人との前までぴょんと跳んできて、腰の後ろで手を組み、首を傾かたむけてみせた。

「皆人くんはぁ、つみきの彼氏だからね？　ちゃんと彼氏になりきってくれなきゃ、だめだよ？」

「えっ……」

　皆人は思わずあとずさりしてしまった。これは――つみきの圧力だけじゃない。なぜか、くびれとマリカ、それに、司つかさまで、こっちをにらんでいる……ような。

「ていうか……これ、何？」

「おままごとだけど？」

　つみきは顔の前で両手をあわせて、目を細めた。

「一回でいいから、やってみたかったの、おままごと！　つみき、次々と夢が叶かなって、うれしいなー！　ねえ、皆人くん、今日はどうする？」

「きょ、今日って……？」

「一緒に帰る？　デートする？　そのあと、つみきのおうちにくる？　おかーさんはうるさくてうざいけど、お父さんは変人でわけわかんないから、大丈夫だよ？　くる？」

「あー……ど、どうしよう……かな？」

「きてよ！　きて！　はい、きましたー！　ただいまー！　――おかえりなさい、は？」

　みんなしぶしぶ、やむをえない、といった感じで、ばらばらっ、ぼそぼそっ……と、おかえりなさいを返した。でも、つみきは気に入らなかったようだ。

「何それ!?　家族が帰ってきたのに、そんな反応!?　違ちがくない!?　ドラマとか、映画とかでは、もっと――だいたい、なんで炊飯器がしゃべるの!?　おかしいでしょ！」

「あ……ご、ごめんなさい……すみません、じつは僕、最新式の全自動しゃべれる炊飯器でしたーなんて……お、おもしろくないですよね、はは……」

「ぜんっぜん、おもしろくないっ！　あっ……」

　チャイムが鳴って、つみきは「もうっ！」と床を蹴けりつけた。

「いいとこだったのに！　しょうがないから、テッチー、教室戻ろ！」

「……はいはい」

「猫なんだから、にゃーでしょ？」

「は？　それ、つづくんすか……？」

「あたりまえじゃない」

　つみきは10組の面々を見まわして、

「みんなも、つみきがいないからって、おままごとやめちゃ、だめだからね？　つみきが終わりって言うまで、おままごとは終わらないんだからっ！」

　誰も、うんともすんとも言わなかった。

　つみきと鏑城かぶらぎが教室から出てゆくと、四つん這ばいになって犬のふりをしていた茂しげるが、猛然と立ちあがった。

「――やってられっかよッ、ちくしょうめ……ッ！」

「ふむ……」

　幻げん次じが右手を持ちあげて、ふるふる震わせた。

「ばあさん、夕飯はまだかのう」

「え？　幻次……？」

　皆みな人とが声をかけると、幻次は目をしょぼしょぼさせて、

「何？　夕飯はさっき食べた？　そうじゃったか。なあ、ばあさん、昼飯は」

「いや、あの、おれ、ばあさんじゃ……」

「何？　違ちがう？　じゃあ、あんたは誰じゃ？　ところで、ばあさん、朝飯はまだかのう」

「さ、さっき食べた……かな？」

「そうかい、そうかい」

　幻次はにこにこしている。なんだか、本物のおじいちゃんみたいだ。皆人は何年か前に他界した父方の祖父を思いだして、不覚にも目め頭がしらが熱くなった。

　一方、叶かなえは頭を抱えて身み悶もだえている。

「あ、愛人なんて、いったいどう演じれば……愛人なんて……うぁぁぁ……」



　　　　★



　１年８組の授業風景は、とてつもない混沌カオスか、あるいは閑散としている。様相は日によって、時間によって違い、今の時間は後者だ。

　教室には数名の生徒しかない。先生はあきらめて自習を宣言し、帰ってしまった。

「なー、つみき」

　鏑城哲てつ道みちは前の席でカリカリ勉強しているつみきに声をかけた。

　つみきは振り向こうとしないが、シャーペンの音が止まった。聞こえてはいる、ということだろう。

「おまえさー……調子に乗ってあーいうことすっから、嫌われちまうんだろ。友だち欲しいなら、もっと考えろって」

「うるさい。うるさい。うるさい！　うるさい……！」

　つみきは床をガンガン蹴けった。こっちを向かないので見えないが、きっと袖そでを噛かんでいるだろう。哲てつ道みちはため息をついた。

「……やーめろって。足、痛くすんぞー」

「痛くないもん！　テッチーなんかに言われなくたって、つみきはちゃんと考えてる！」

「そーっすかねー……」

「あの子たちは、違ちがうもん！　つみきだって、いっぱい一緒にあそべば、ぜったいそのうち仲よくなれる！　きっと、友だちになれるんだからっ！」

「どうだかなー……」

「テッチーだって、友だちいないでしょ！　それなのに、何がわかるの!?」

「まー、たしかにオレも、友だちいないっすけどねー……」

　哲道はニットキャップを目が半分隠れるくらいまで引き下ろした。

（……だって、オレに友だちなんかできたら、おまえはどうすんだよ）

　つみきが能力に目覚めたのは、五歳のときだった。

　もともと、心臓に重い病気を抱えていて、ほかの子供たちみたいに遊ぶどころか、幼稚園に通うことさえできなかったつみきが、手術を受けて、回復した――それと同時に、誰もつみきにさわることができなくなったのだ。

　哲道は、ずっとつみきを見てきた。見ていることしかできなかった。

「……とにかく、考えろって。おまえ、頭悪くねーんだからさ。オレと違って」

「考えてるって、言ってるでしょ？　友だちになるには、時間が必要なの。時間が。だから、いっぱいあそばないと……」

「相手は、遊びだと思ってっかねー……」

「つみきは、つみきのことを、みんなに知ってもらいたいの。つみき、うそはつきたくない。うそついて、自分を偽いつわって仲よくなっても、そんなの友だちじゃないでしょ？」

「その結果、おまえ、嫌われてんじゃん……」

「――っ……！　うるさいっ！」

　つみきは椅い子すから立ちあがって振り返るなり、両手を突きだした。哲道はのけぞってよけようとしたが、つみきの力からは逃れられなかった。

「おっ……！」

　哲道はつみきの力に押されて、椅子ごと後ろに倒れた。いろいろなところを打って、少し痛かったが、そんなことはどうでもよかった。

　つみきが、今にも泣きだしそうな顔で、哲道を見おろしている。

「テッチーなんか……！　つみきにさわることも、できないくせに……っ！」

　でも、それを言われてしまうと、どうしようもないのだ。

　駆けてゆくつみきを追いかける資格さえ、自分にはない――そう思えてしかたない。

　哲てつ道みちは起きあがって、床にあぐらをかいた。身体からだに力が入らなくて、背を丸めた。

「……オレだって、おまえがあいつらと友だちになれたらって、思うけどさー……」



　　　　★



「ちょっと、待って！　メールがきたからさ、ね……！」

　皆みな人とは、絡みついてくるいとこの唯ただ士しと椎しい奈なを振りほどいて、メールをチェックした。差出人は、さかまろ。

『前略、花はな咲さき皆人君。度々電子メールを送信して申し訳ありません。どうかお笑い下さい。小生飽きもせず同じ事で思い悩む日々です。金で歓心を買い人心を掌握しようとしていた過去が小生の貧弱な肩に重くのしかかっております。金で関係を繋つなぐ事などもう止よしたいのですが、小生の援助をあてにしている者もおり、どうしても無下にできません。相手の為にならぬと思いながらも金を渡してしまう我が身の弱さを呪のろいます。繰り言です。末筆ながら花咲君の御健勝と御多幸を祈らせて下さい。草草。日ひ隅ずみ逆さか麿まろ拝』

「……うーん。相手もなー、相手だと思うんだけど、んー……って、唯士、椎奈！　引っぱるなって！　のーぼーるーなーっ！」

「やだー。みなとに登るー」「しーなも、みなとに登るよーっ！」

　唯士と椎奈が皆人の身体によじ登ろうとする。

「おれ、木とかじゃないってば！　いいけど――マジレスになっちゃうから、返信はあとかな……」

　皆人は携帯電話をポケットに突っこんで、わざとその場でぐるぐる回った。

「おらーっ！　登れるもんなら登ってみろー！　どうだーっ！」

「わぁぁぁぁ！　目が回るぅぅぅ」「うきゃぁぁぁぁぁぁぁ」

「よーし、二人とも、つかまれ！　いっくぞー！　しゅっぱーつ、しんこーっ！」

　皆人は唯士と椎奈をまとわりつかせたまま、テーブルの周りを駆けまわった。唯士と椎奈が落ちそうになったら、支えてやる。唯士は五歳で、椎奈はもうすぐ四歳。けっこう重いが、小さいころからよく一緒に遊んでいるので、慣れている。

「どうしたーっ！　唯士ー！　椎奈ー！　まいったかーっ！」

「まいらなーい！」「しーなも、まいってなーい！」

「これでもかーっ！」

「うああ、うあああ、ひやああああ」「きゃきゃきゃきゃきゃきゃ」

「ちょ、ちょっと休憩……」

「だめだよー！　止まっちゃだめーっ！」「だめだめだめーっ！」

「うっそだよーん！　おりゃあああああああーっ！」

「おわっ、おわああああ！」「きゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　皆みな人とは唯ただ士しと椎しい奈なを両脇に抱えて、振りまわしながら居間を走る。言ってみれば、人間ジェットコースターだ。唯士と椎奈は、これが大好きなのだ。

「くわぁ、うあぁ、きゃあぁあぁぁぁ」「にゅあぁぁ、ひぇえぇぇ、きゅわぁあぁぁ」

「まだまだいくぞーっ！　ほらーっ！　ほらほらほらぁーっ！　あっ……」

　チャイムが鳴った。居間の隅にちょこんと座ってテレビを見ていた祖母が、よっこらせと腰を上げようとしている。母は台所で洗い物をしているし、父は残業だ。

「おばあちゃん、いいよ！　おれ、出るから！」

　皆人は唯士をおんぶし、椎奈を小脇に抱えて、玄関へと向かった。

「はいはーい」

　と言いながらドアを開けると、皆人もびっくりしたが、相手も驚いたようだ。

「あ……」

　つみきだった。口を開けて、まばたきをしている。

　唯士に「誰ー？」と訊きかれて、皆人はとっさに、

「え？　ああ、学校の友だち」

　と答えてしまった。

「彼女だー」

「ち、違ちがうって、椎奈！　彼女じゃないから！」

「みなと、つきあってないのー？」

「つきあってないよ！　もう、椎奈、そういうこと、すぐ覚えるんだから――あ、ごめん、来くる見み坂ざか……どうしたの、突然？」

「えっ……と……」

　つみきは下を向いて、袖そでを噛かんだ。

「……わ、わかんない。なんとなく……皆人くんの家、どこかなって、思って。住所、調べて、そしたら……気がついたら、きちゃってて」

「ああ、そうなんだ。なんだったら、上がってく？　このとおり、いとこがきててちょっとにぎやかだけど。あ、ご飯は？　食べた？　うち、だいたい早いから、もうすんじゃってるんだけど、父さんまだ帰ってきてないし、おなかすいてるなら、食べる物あるよ」

「ご、ご飯は……だいじょぶ。お菓子、食べたから」

「お菓子？　え。夕ご飯、お菓子なの？」

「だいたいは……」

「そっか。うーん。ちゃんと食べたほうがいいと思うけど。ま、いいや。もしかして、歩いてきた？　疲れてるんじゃない？　上がったら？」

「あがれーあがれー」「彼女彼女ー」

「だから、椎しい奈な、彼女じゃないってば！　……ごめんね？　なんか……」

「う、ううん。あの、じゃあ……お邪魔します」

　花はな咲さき家は、築三十年以上、手頃なアパートの一階の角部屋１０１号室だ。間取りは２ＬＤＫだが、居間と呼んでいるＬＤＫは、そう広くはない。というかまあ、わりと狭い。

「いらっしゃーい」

　と母が食器を洗いながら言って、祖母もつみきに笑顔を向けた。

「あ……どうも」

　つみきはまごまごしている。

　唯ただ士しと椎奈が皆みな人とから飛び離れて、つみきに近づいていった。

「だ、だめっ！」

　つみきがいきなり叫んだので、唯士と椎奈はびくっと足をすくませた。

「ご、ごめん……あの……つみきにさわると、たいへんなことになって、怪け我が、させちゃうかもしれないから……」

「あー」

　唯士がわけ知り顔でうなずいた。

「みなとの、反対みたいなかんじ？　そっかー。しい、おねえちゃんに、さわっちゃだめだぞ！　さわらないで、一緒にあそぼ！」

「うん。わかったよー。おねえちゃん、何してあそぶ？」

「え……な、何して……？」

「お絵かきだー！　みなと、お絵かきセット！　お絵かきセット！」

「よーし！　待ってろ、椎奈！　今、持ってくるから！　……あ、来くる見み坂ざか、へいき？」

「お、お絵かき……？　う、うん、それくらいなら、たぶん……」

「やったな、椎奈！　おねえちゃんも、お絵かきするって！」

「ぼくもお絵かきするぞ！」

「わかってるって、えーと、お絵かきセットは……あったあった、じゃ、テーブルで」

　皆人は、チラシの裏紙で作ったお絵かき帳とクレヨンをテーブルの上に並べた。

「ぼくはお面ライダー、描ーこおっと！　みなとも描いて！　お面ライダー！」

「いいよ。ぜったい、おれのほうがうまいと思うけどねー」

「しいは、ぷらきゅらー！　おねえちゃんは？　ぷらきゅらかける？」

「ぷ、ぷらきゅらは、ちょっと……」

「じゃーねー、しーなのこと、かいて！」

「……うん、わかった」

「わっ。来見坂、絵、うまいなー。すっげー」

「え、そ、そう……？」

「おねえちゃん、すっげー！　すっげーっ！　しいに、そっくりだよ！」

「しーなのぷらきゅらより、かわいい！　おねえちゃん、この絵しーなにちょうだいっ」

「い、いいよ。でも、少し待って、もっと……かわいく、できるから」

「やったー！　しーな、モデルさんになるね！　はいっ。かいてかいてー」

　つみきは椎しい奈なの絵を何枚も描かされた。唯ただ士しがお面ライダーの本を持ってきて、それをもとにお面ライダーも描いた。どれも本当に上手で、子供たちは大喜びだった。

「……唯士くんと、椎奈ちゃんは――皆みな人とくんのきょうだい……じゃないんだよね？」

「うん。おれのおじさんの息子と、娘。おじさん夫婦、すっごく忙しくて、夜勤が重なることもあったりするから、たまにうちであずかるんだよね」

「そっか。……いいね。こういうの」

「楽しいよ。おれ、一人っ子だし」

「ぼくは、おっきくなったら、みなとのお兄ちゃんになるんだぞ！」

「しーなはね、みなとの、およめさんになるのー」

「みなと、彼女がいるから、しいはむりだよ！」

「だから唯士、来くる見み坂ざかは彼女じゃないって！　あっ……でも、そういえば――」

　つみきはまだ、おままごとの終了を宣言していない。ということは、皆人はつみきの彼氏役なのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　つみきは皆みな人との考えを察したのか、そっと首を横に振ってみせてから、唯ただ士しと椎しい奈なに向きなおった。

「おねえちゃんはね、皆人くんの彼女じゃなくて、お友だち」

「おとこと、おんなの友情は、せいりつするの？」

「……椎奈、どこでそんな言葉、覚えたんだよ……」

「テレビだよ、テレビ！　しいは、ドラマとかいっぱいみてるから！　そうだっ。おねえちゃん、ゲームしよ！　オセロと、ボードゲームと、ジェンガ、どれがいい？」

「え、じゃあ……ジェンガがいいかな？　つみき、やったことないし」

「やったことないの!?　じゃ、やろう！　しいも、みなとも、やるんだぞ！　おばあちゃんもやる？　きいこおばさんは？」

　皆人の母や、祖母まで巻きこんで、唯士と椎奈は三時間以上、ぶっ通しで遊びつづけたあげく、こてっと寝てしまった。

「……おれの力でちょくちょくなごんでて、これだからなー。おじさんとおばさんも、たいへんだよ。かわいいし、おもしろいけど、体力が……って、あれ？　来くる見み坂ざか……？」

　見れば、つみきは居間の端で猫みたいに丸くなっている。顔が髪の毛に半分、隠れていて、よくわからないが――どうやら、眠っているようだ。

「いつの間に……」

　とりあえず、唯士と椎奈を両親の部屋に運んで、布団に寝かせてから、タオルケットと毛布を持ってきた。

　しばらく前に、皆人と二人で使っている部屋にひきとった祖母は、もう寝ているだろう。

　母は、そろそろ父が帰ってくるので、夜食の支度をしている。

「子供たちと遊んで、疲れたんでしょうねえ」

「かもね。ゲームとか、かなりやってたもんなー。わりと、負けてたけど……」

　つみきはものすごく負けず嫌いなのだろう。そう思っていたのだが、唯士や椎奈には、わざと負けてやったりもしていた。それでもけっこう、楽しそうだった。

「家に連絡とかしなくて、大丈夫なのかな。だけど、起こすのも……まあ、もうちょっと様子見て――」

　皆人はつみきにタオルケットと毛布をかけてやった。

　そのとき、つみきの肩に指先がふれた。でも、何も起こらなかった。

「……寝てると、へいきなの……かな？」

　ためしにもう一度、肩をつついてみた。やっぱり、なんともない。

「意識がないから、とか？　うーん。わかんね……」

　皆人は床に座って、ポケットから携帯電話をとりだした。逆さか麿まろのメールを読みなおして、どう返事をしたものかと考える。

　ふと、つみきが「うぅん……」と唸うなって、寝返りを打った。その拍子に毛布がずれたので、直しておいた。

「悪い子じゃないんだよな、ほんと……」
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「……なんか、でも、不思議なかんじだなー……」

　朝の廊下を歩きながらつぶやくと、隣でつみきが「何が？」と小首をかしげた。

「いや、こういうのって、たぶん初めてだからさ。なんかね……」

「つみきも、初めてだよ？　男の子の家から、直接学校くるのは、生まれて初めて」

「でも、一回家に帰らなくて、よかったの？」

「シャワーも貸してもらったし、へいき」

「家の人に、連絡とか――」

「へいき」

　つみきは皆みな人とから目をそらし、うつむいて、袖そでを噛かんだ。よくわからないが、この件にはそれ以上、ふれてほしくない。そういう態度のように見える。

　皆人は小さくため息をついて、１年10組の教室に足を踏み入れた。

「おはよ、みん――な……？　え？　何？　この空気……？」

「何じゃねえだろッ！」

　茂しげるがつみきを指さして、

「なんで朝っぱらからそいつと一緒なんだよッ！　そいつ、今まで、朝だけはこなかっただろッ。安全地帯ならぬ安全時間だっただろうが……ッ！」

「ああ、それは――」

「つみき、お泊まりしたの」

「――――――――――――――――――――――――――――――――――っ……！」

　くびれがムンクの「叫び」みたいな面相で、怪音波的な叫び声を発した。

「わあ……花はな咲さき、大人だなあ……さすが……すごいや……僕なんか、歌うた野のさんとは違ちがう意味の魔法使いになるコース決定っぽいのに……お泊まり……お泊まりか……ふふっ……」

「ふぇ？　おたまじゃくしって、あのおたまじゃくし？　おたまじゃくしになっちゃったのっ!?　カエルからっ!?　誰がっ……!?」

「いや、サッチン、誰もおたまじゃくしにはなってないと思うよ……あと、カエルからおたまじゃくしになるんじゃなくて、おたまじゃくしがカエルになるんだよ……」

「うそっ!?　それ、ほんと、皆人くん!?　こーこ、ずーっと勘違いしてたよ……」

「皆人いいなー。お泊まり、りゆもしたいのー」

「じゃ、きゆと一緒に、今度どこかにお泊まりしましょう。ね？」

「フッ！　フーッ！　フッ！　フッ！　フーッ！　フスーッ！」

「いやいやいや、待て待て待てッ！　おいッ、オッサン！　興奮しすぎだろッ！　か、考えてもみろよッ!?　相手はその女だぜッ？」

「誰もさわることができない能力」

「そうだよッ！　幻げん次じの言うとおりだッ！　たとえご宿泊したとしてもッ！　さわることができねえんだったら、ラクロスできねえ……ッ！　うごあッ!?　お、俺としたことがッ、い、言えねえッ、そのワードをッ！　精神的ダメージが大きすぎて……ッッッ！」

「……何、勝手にダメージ受けてるんだよ……」

「うっせッ！　うっせんだよ、花はな咲さきッ！　おまえに俺の気持ちがわかるかァッ！」

「いや、正直、まったくわからない……」

「余裕かァッ！　余裕なのかァッ!?　一段上のステージにのぼって、高みから俺を見おろしてやがるのかァッ!?」

「や、だから――」

「たしかに、つみきには誰もさわれないけど」

　つみきは、ふふん、と笑ってみせた。

「できることは、いろいろあるんだよ？　何ができるのかは、ひみつだけど」

「ゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォルッッッッ……！」

　オッサンが突然、サッカー中継のアナウンサーみたいにゴールをコールしながら、えびぞりになった。

「ゴール……？」

　叶かなえは頭を抱えて、深刻なほど真剣に考えこんでいる。

「……ゴールだと？　ゴール……何を、どこにゴール？　ご、ごーる……うぅぅ……」

「つまりッ！　決めやがったってことか……ッ！　花咲ッ！　おまえなりのゴールを、その女に……ッッッ！」

「き、決めてないって、ゴールなんか！　ていうか、ゴールって何だよ!?　あ、あれ!?　真ま田た部べ!?　なごませてもないのに、食べる手が止まっちゃってるけど!?」

「……………………………………」

「皆みな人と」

　幻次が、なんだか悲しそうな目で皆人を見ている。

「少しだけ、見損なったよ」

「ち、違ちがうって！　幻次までそんな……」

　がたっ、とマリカが席を立った――と思ったら、ひらひらと舞い落ちるひとひらの雪のように、座りこんでしまった。

「……眩め暈まいが……」

「ま、マリカ、大丈夫!?」

「……こないで。近よらないで。その汚らわしい手でわたしにふれるなんてもってのほか。気配を感じるだけでも怖気おぞけがふるうから、どこか遠くに行って。そのまま二度と帰ってこないで。できることならあなたの存在をこの世界から完全に抹消して。お願い」

「そ……そこまで言う……？」

「……気分が悪い……史上最悪……」

　ふらふらと立ちあがって、マリカは出入口のほうへと歩いてゆく。

「マリカちゃん！」

　幸こう子こが追いかけていったので、まあ、心配はない――のだろうか。何しろ幸子だけに、ちょっと不安だが、今は皆みな人とが行っても、逆効果かもしれない。

「おーいッ。夜のストライカーさんよォッ」

　茂しげるに肩を抱かれた。

「どうやってゴール決めくさりやがったんじゃいッ。そのへん、くわしく教えてくれんかいのうッ。おおッ!?」

「どこの人だよ……」

　皆人は茂を振りはらって自分の席につき、机に突っ伏した。

「……いいよ、もう……」
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　気がつくと、下を向いて廊下を歩いていた。

　立ち止まると、ため息がもれる。

　ここはどこだろう。

　１年８組から10組までの教室がある13号校舎の中だということは間ま違ちがいないが、どのドアの上にもプレートがない。すべて空き教室のようだ。ひとけもない。このあたりには、彼女しか――清せい浄じよう院いんマリカしかいない。

　立っているのがつらくて、床に座ってしまいたかった。それはどうにか我慢して、壁に背をもたれさせた。また、ため息が出た。

「……まさか、そんな人だったなんて……」

　もともと、人当たりがいい。抜群に。誰とでも、すぐに打ちとけられる。やさしいのだと思う。誰に対しても。

「よく言えば、わけへだてがない。悪く言えば、八方美人……ふっ……」

　笑ってみたら、なんだか胸が苦しくなった。

「だいたい、あんな子にまで……」

　やさしくすることはないのに、とつぶやきかけて、いっそう胸が締しめつけられた。

　自分がとてつもなく醜みにくい人間のように思えて、しょうがない。

　どこかに行けとか、帰ってくるなとか、ひどいことを言ってしまったし。

　目をつぶって、耳をふさいだ。もう、ずっとこのままでいたい。ずっと――

「……マリカちゃん？」

　呼ばれて、目を開けると、幸こう子こが心配そうに首をかたむけていた。

「えっと……どうか、したの？　なんか、マリカちゃん、様子が変だし……お昼休みになったら、急激にいなくなっちゃったから、こーこ、捜さがしたら、ここにいて、それで」

「急激にいなくなったってことは、ないと思うけど……」

「ほぇ？　九州男児？」

「……ううん、なんでもない。ごめんなさい。ちょっと……考えごとをしていたの」

「そっかぁー」

　幸子はマリカの隣で、同じように壁に背中をくっつけた。

「考えごとだと、こーこはお力になれないね。こーこ、考えるの、苦手だから」

「いいの。これは……自分で考えないといけないことだから」

「自分でかぁ。マリカちゃんは、えらいね。こーこ、明日の子供もどこ吹く風だよ」

「明日は明日の風が吹く……？」

「あっ、そう、それ！　かな……？　マリカちゃんって、ガリクソンみたい！」

「もしかして……エジソン？」

「そうそう、エジソン！　ニュージャージの大統領だよね！」

「……たしかに、エジソンの研究所は、ニュージャージー州のメンローパークにあったと思うけど……」

「こーこね、ずっと前だけど、エジソンの辞典見たんだー」

「伝記のこと……？」

「うん、たぶん、それ！　エジミウソンは、電気を発明したんだよね！　エレキテル！」

　ほとんど間ま違ちがっているのだが、微妙な部分があっていたりもする。おかしくなってきて、マリカは笑った。肩を震わせて、こらえようとしたが、とても我慢できない。涙がにじんできた。しゃがみこんでうつむき、おなかを抱えて、ひとしきり笑った。

　笑っていると、悩んでいたことが、馬鹿らしくなってきた。

　どうせ、あの子の狂言に決まっている。それに、皆みな人とは否定したのだ。たとえ自分が不利になっても、皆人はうそをついたりしない。あの子と皆人の、どっちが信用できるのか。そんなこと、わかりきっている。

　顔を上げると、幸子もしゃがんでいて、ぼけーっとした顔でマリカを見つめていた。

「……こーこちゃん？」

「ふゎっ!?　あ、ごめんっ、よだれが……」

　幸こう子こは唇の端から垂れていた唾だ液えきをぬぐって、にへへー、と笑った。

「笑ってるマリカちゃん、すっごくかわいくて、見とれちゃってたよー。ごめんね？」

　マリカは首を横に振って、またうつむいた。顔全体が、熱を持っている。

　かわいいと言われて、恥ずかしくて、でも、とてもうれしい。素直に、うれしい、と思えたのは、初めてかもしれない。マリカはちょっとだけ顔を上げた。

「……こーこちゃん」

「なぁに？」

「あ、あのね。あの……あ、あ、あ……あり、あり、あり……」

「蟻ありさんがどうかしたの？」

「そ、そうじゃ、なくて……あ、あり、あり、あり……ありがとうっ、こーこちゃん！」

「るぇ……？」

　幸子は目をまん丸くした。それから、ぴかぴかした笑顔を浮かべて、マリカの肩を、ぽんぽんっ、と叩たたいた。

「いいってことよっ！　こーこたち、親友だもん！　生まれたときは違ちがっても、死ぬときは一緒だよっ！」

「それは正直、難しいと思うけど……そうなったら、いいね」

「だいじょぶだいじょぶ！　こーこにどーんと任せて！　よーしっ！」

　幸子は勢いよく立ちあがろうとして、カエル跳びの要領でジャンプしたのだろうが、明らかに勢いのつけすぎだった。

「ぬぁっ……!?」

　幸子は空中で体勢を崩し、ジタバタしたが、立てなおすことはできずに背中から床に落ちた。

「こ、こーこ――ちゃん……？」

　マリカは幸子を助け起こそうとしたのだ。でも、そんな考えは吹き飛んでしまった。

　幸子のスカートがめくれあがって、丸出しになっている。

　なんというか、端的に言って――すけている。

　なまめかしいほどピンク色で、すけすけだ。

「……そ、その、下着は……」

「ひぇ？」

　幸子はスカートをさらにめくりあげて、自分の下半身をまじまじと見た。

「にゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?　こーこ、間違えて、おねーちゃんのパンツ、はいてきちゃったっ！　怒られるよ、おねーちゃんにぜったい怒られる！　どうしよっ……!?」
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　皆みな人とは机に伏していた。昼ご飯も食べる気にはなれない。がらにもなく、落ちこんでいる。あるいは、いじけている、というべきだろうか。

「……いいんだもう。いいんだ。どうだっていいんだ。いいんだ……」

　小声でつぶやいていると、ちょいっ……と、つむじのあたりをつつかれた。

　見上げると、マリカが腕組みをして、そっぽを向いていた。

「あれ？　今の……マリカ、だよね？」

「違ちがう」

「え、でも」

「違うと言っているでしょう。わたしがあなたなんかに、指一本でもふれるわけない」

　マリカは怒っているみたいだ。少なくとも、むっとしている。そんな表情さえ、写真に収めて飾っておきたくなるほど美しくて、可か憐れんだなんて、かなりずるい。

「本当に、何もなかったんでしょう」

「……あたりまえだろ。何かとか、あるわけないし。だいたい、何かって何って話だし。ゴールとか、意味不明だし」

「付け入られる隙すきがあるから、そんな目に遭うんじゃないの。つまり、自業自得」

「いや、だけどさ、来くる見み坂ざかがいきなり家にきて、ちょうどおれのいとこもいたから、一緒に遊んだだけだよ？　そしたら、寝ちゃって」

「寝っ……!?」

「居間でだって！　居間！　ていうか、おれの家って２ＬＤＫで、父さん母さんとおばあちゃんにおれの四人暮らしだからね？」

「２ＬＤＫに四人……それは、どうやって？　部屋の数が圧倒的に足りなくない？」

「え？　居間のほかに二部屋で、父さんと母さん、それから、おれとおばあちゃんが二人で一部屋使ってるけど？」

「二人で、一部屋……」

　マリカは手で顔の下半分を覆って、下を向いた。頬ほおが赤くなっている。よくわからないが、恥じ入っているのか。

「……ごめんなさい。そういう部屋の使い方があるなんて、想像していなかったから」

「ああ、そっか」

　皆人は後ろ頭を掻かいた。マリカの家はお金持ちなのだ。それも、そんじょそこらの金持ちじゃない。いろいろ事情があって、家の中では微妙な立場に立たされているようだが、そうはいっても皆人のような庶民とは感覚がだいぶ違うだろう。

「まあ、そういう家だからさ。経験ないし、よく知らないけど、そもそも物理的に無理っぽくない？」

「可能だったら、何かしていたかもしれないということ？」

「いや、違ちがうって……」

「今のは、冗談」

　マリカはいたずらっぽい微笑を浮かべた。

　本当に、ずるい、と皆みな人とは思う。そんなふうに笑われたら、誰だって、何だって、許さざるをえないだろう。許さざるをえないというか、どうか許させてほしいと、こっちからお願いしたくなる。

「……来くる見み坂ざかなあ。悪いやつじゃないんだけど」

　なんとなく決まりが悪くて、ごまかすようにそんなことを言ったら、途端にマリカは不機嫌になった。なんで……？

「マリカ、どうかした？」

「べつに、どうも」

「そう？　……だけどなあ。あのままじゃ、誤解されるだけだと思うんだよね。根は悪くなくても――」

「じゃーんっ……！」

　噂うわさをすれば影がさす、というやつか。

　そのつみきが10組の教室に飛びこんできて、拳こぶしを振りあげながら、ぴょんぴょん跳ねまわった。

「みんなーっ！　つみきとあそぼ！　あそぼっ！　あっそぼーっ！」
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　空が、高い。

　雲一つない――こともないが、空の端っこのほうに綿菓子のような雲がいくつか、ぷかぷかと浮かんでいるくらいだ。日ひ射ざしがさえぎられることはない。

　晴天だ。

　高台に広がるこの展てん望ぼう公こう園えんからは、私し立りつ天てん命めい学がく園えんがある階市きざはしのほぼ全域を見渡すことができる。

　公園といっても、ベンチや遊具なんかは隅にちょこっと設置されているだけで、あとはもう、ただひたすら芝生というか、野っ原だ。

「というわけでっ！　第一回っ、野球大会っ！　だよーっ！」

　つみきは満面に笑みをたたえて、拍手した。

「はーい、ぱちぱちぱちっ！　みんなも拍手して？　ぱちぱちぱちぱちぱちぱちーっ！　やるぞーっ！　おーっ！　じゃ、テッチー、道具道具！」

「……はいはい」

　鏑城かぶらぎはかついでいたプラスチックバットをつみきに向かって放ほうり、ポケットの中からとりだしたビニールボールを茂しげるに手渡した。

「おッ？　俺がピッチャーかよッ。もしかして、かつて俺が、青い彗すい星せいと呼ばれた天才剛腕ピッチャーだったってことがバレてんのかッ!?　モロバレかッ!?　しょうがねえッ。この俺がッ！　幻のッ！　消えるシゲル魔球を披ひ露ろう――してたまるかァッ！」

　茂はボールを地面に叩たたきつけたが、草っ原なので、たいして弾まなかった。

「授業さぼらされてッ！　一時間近くも歩かされてッ！　なんにもねえ公園くんだりまで連れてこられてッ！　草野球なんかやってられっかァーッ！」

「忘れたの、ツンすけ？」

　つみきはバットの先を茂に突きつけた。

「つみきがあそんでほしいときは、いつでも、みんな、つみきとあそぶの。ぜったい、拒否しちゃだめ。つみきは闘争ラリーに勝って、その権限クレイムを手に入れたんだから」

「……くッ！　わかったよッ、やりゃあいいんだろッ、やりゃあッ！　みんな、守備につけッ！　この青い彗星がマウンドに立ってるかぎり、守備なんか必要ねえけどなッ！」

　野球をまったくといってもいいほど知らない、くびれとりゆ、姉の付き添いできゆ、それから、食べるのに夢中な司つかさをのぞく10組の七人と鏑城が、ばらばらっ……と適当に、なんとなく守備についた。皆みな人とはとりあえず、キャッチャーをやることにした。

「つみきね、テレビで、高校野球とかプロ野球とか、あと、オリンピック？　とか見て、いつかやってみたいと思ってたの。野球。でも、一人だとできないから――」

　つみきはバットをぶんぶん振ってみせた。さまになっている、というほどではないが、意外とそんなにおかしな振り方でもない。

「よーし、いいよ、ツンすけ！　かかってこーいっ！」

「へッ。後悔すんじゃねえぞ……ッ！」

　茂は振りかぶって、第一球――投げた。

　山なりの、どうってことのないボールだが、まあ、ストライクだ。

　つみきは、ボールが皆人の手に収まったのを確認してから、バットを振った。

「……あー。空振りしちゃった！」

　何か変だと、皆人は思ったが、茂は気にしていないようだ。

「フハハッ！　花はな咲さきッ、ボールボールッ！　よっしゃッ！　次、いくぜ……ッ！」

　茂はすぐに振りかぶって、第二球――投げた。今度は、大きく外れた。

「……うわっ！」

　皆みな人とはあやうく捕球しそこねるところだったが、飛びついて、なんとか押さえた。

　つみきは、それを見届けてから、バットを振った。

「うぁっ！　また空振りだよー」

「下へ手たくそめッ！　花はな咲さきッ、ボールをよこせッ！　これで決めるッ！　今、幻のォッ！　消えるシゲル魔球……ッッ！　ずぉりゃああああ……ッ！」

　茂しげるはみたび振りかぶって、第三球――投げた。

　山なり……なんてものじゃない。ボールは高く、高くあがって、つみきのずっと前で申し訳程度にバウンドすると、草のせいで転がることもなく、止まった。

　つみきはため息をついてから、バットを振った。

「……んー。また、空振り。これで三振？」

「え？」

　皆人はボールを拾って、

「あー。うん。まあ、そう……かな？」

「だよねっ」

　つみきはなぜか、うれしそうにうなずくと、バットの先を茂に向けた。

「いかにも頭悪そうだけど、しっかり覚えといてね、ツンすけ！　つみき、一回、ちゃんと負けてあげたんだから！」

「ああッ!?　負けてあげた、だァ!?　何様のつもりだッ、おまえッ！」

「いいから、はい！　投げて！　もっかい！　次はつみきが勝つ番なんだから！」

「今、三振でアウトになっただろうがッ！　なんでもっかいなんだよッ！　てめえ、妖よう怪かいもっかい女かッ!?」

「つみきがもう一回って言ったら、もう一回なの！　早くしてよっ！」

「……チッ！　花咲ッ！　ボールだッ、ボールッ！　今度は一切、手加減してやらねえからなッ！　食らえッ！　剛速球……ッッ！」

　茂は、振りかぶって――投げたボールは、実際、前の三球とは違ちがって直線的な、まさしくストレートだった。

「……っ！」

　つみきも当てるつもりでバッドを振ったみたいだが、かすりもしなかった。

　皆人はストライクをコールして、茂にボールを投げ返した。つみきはバットを地面に突き立てて、唇を噛かんでいる。

「……ほんとに、今まで手加減してたなんて！　何なの、ツンすけのバカ……っ！」

　かなり悔しそうだが、つみきはすぐにまたバットを構えたので、声をかけるタイミングを逃してしまった。

「グフフフフフッッ！　俺はキャッチボールの皇帝と呼ばれた男だぜ……ッ？」

「シゲ、それ、青い彗すい星せいよりスケールダウンしてない……？」

「うるせえんだよッ、花はな咲さきの分際でッ！　いくぞぉぉぉぉぉぉらァァァァァッ……！」

　茂しげるは脚を高く上げて振りかぶり、またストレートを投げた。つみきは空振りした。

「っ……！　もう！　速すぎ！」

「ヌハハハハハハッ！　まだまだァッ！　俺の本気は、こんなもんじゃねえ……ッ！」

　そして、やはりストレートでとどめを刺しにくるのか――と思いきや、茂は、ひょいっ、と山なりのボールを投じた。

「えっ、あ……あれっ!?」

　ストレートを予想していたのだろう、つみきは対応しきれず、空振りしてしまった。

　茂はのけぞって、両手の親指で自分を指した。

「さすがッ！　俺ッ！　ここで魔球が炸さく裂れつッ！　狙ねらいどおりッ！　天才……ッ！」

「っっっっっ……！」

　つみきはバットで地面を殴りつけた。茂に怒鳴り散らすか、飛び蹴げりの一つくらいはかまそうとするのではないか。皆みな人とはそう思ってはらはらしたが――つみきは大きな、大きなため息をつくと、

「……ピッチャー交代して」

「ああんッ!?　俺はもう一回、勝負してやってもいいんだぜッ……？」

「交代してっ！　早く！」

「それじゃあ、あたしがやろう」

　セカンドを守っていた叶かなえが、茂と交代した。叶は野球というよりソフトボールの投手のように、下した手て投げでボールを投げた。

「っ……!?」

　つみきは空振りした。

「な、何、その投げ方！　なんか、変！　ずるいっ」

「オーバーハンドで投げてもいいけど、加減できないぞ」

「加減なんかしなくていいもん！」

「よく言った」

　叶はニヤリと笑って、構えた。気のようなものが、みなぎる。叶の目が光った。振りかぶって、投げる。惚ほれ惚ぼれするような投球動作だ。つみきは微動だにしない。皆人の両手に、ズドンッときた。ビニールボールとはとても思えない手応えだった。

「……す、ストライク」

「次は、打つ……！」

　つみきはバットを何度も素振りしてから、叶をにらみつけた。叶は投げる。つみきはバットを振ったが、かすりもしない。これで三振だ。でも、つみきはバットを構えた。

「いいだろう」

　叶かなえはうなずいて、投げる。空振り。投げる。空振り。投げる。空振り……。

「……っ……っ……っ……」

　つみきは汗をかいて、肩で息をしている。一方、叶は涼しい顔だ。見ていられない。

「来くる見み坂ざか、一回ちょっと、休んだら？　誰かと代わって――」

「いやっ！　つみき、まだ一回も勝ってない！　一回、負けてあげたのに……」

「負けてあげたって……」

　最初の、わざとらしい空振り三振のことだろう。

　つみきはもしかして、唯ただ士しや椎しい奈なと遊んだときと同じことをしようとしているのか。

　あのときつみきは、けっこう二人に負けてやっていた。そうすると、二人は無邪気に喜んだ。つみきが勝てば、二人は悔しがった。そのぶん、つみきが負けてやると、二人は余計にはしゃいだ。

「おれが」

　皆みな人とはボールを投げ返さないで、叶のほうに走った。

「次はおれがやるよ、ピッチャー。荒あら浪なみ、悪いけど、キャッチャーやって」

「あたしはべつにいいけど」

　荒浪はちらっとつみきを見た。つみきはふてくされたような顔で、

「……いいよ。皆人くんなら。しょうがないから、交代させてあげる」

「よし、じゃあ――」

　皆人は一つ息をついた。つみきは唇を噛かみ、すごい形相でバットを構えている。うまく打たせないといけない。でも、これでいいのかな、とも思う。

　唯士や椎奈とは普通にできていたことが、どうして10組のみんなとはできないのか。

　ひょっとすると、つみきも同じことを考えているのかもしれない。

　なんで、10組のみんなとは上手に遊べないのか、と。

　もどかしくて、苦しいのかもしれない。

「行くよ」

　皆人はボールを投げた。速くはない、ゆっくりだが、遅すぎもしない。これなら、バットに当てることくらいはできるはずだ。たとえば、五歳の唯士でも。

　つみきも、打てる、と思ったのだろう。それで力んだのかもしれない。

「……っ！」

　空振りだった。つみきは「もう……！」と叫んで、地面を蹴けりつけた。

　叶がボールを投げ返してきた。皆人はボールを掲かかげてみせて、

「も、もう一球――」

「あたりまえでしょっ!?」

　つみきは顔を真っ赤にして、半べそをかいている。まずい。次こそは打たせないと。だけど、これでいいのか。

「行くよ」

　皆みな人とはさっきと同じようにボールを投げた。

「っ……！」

　つみきはバットを振る。よし。当たった。ボールは、でも――ほぼ真上に上がった。叶かなえがちょっと下がって、キャッチした。

「アウトだな」

「ううううううううううううううううううううううううううううううううううう……！」

　つみきはバットで自分の左腕をバシバシ叩たたいた。止めようとした皆人に、バットの先を突きつけて、

「皆人くんのバカっ！　ピッチャー交代！　交代して！」

「えっ、いや、でも――」

　皆人は首をめぐらした。誰も手をあげないどころか、目をあわせてもくれない。

　しゃがんで、隣のきゆの肩に頭をもたれさせて観戦していたりゆが、手で口を押さえて、ふぁー、とあくびをした。

「やきう、つまんないねー」

「あははっ」

　つみきは唐突に笑った。怒り顔のような、泣き顔みたいな、笑顔だった。

「ほんとに。野球、つまんない。みんなでやれば、きっと楽しいと思ってたのに。これっぽっちも、おもしろくない。だって、つみきはちゃんとあそぼうとしてるのに、みんなは違ちがうんだもん」

「……わあ……」

　映うつるがひそひそと言った。

「そこまでわがままになれるなんて、むしろ尊敬しちゃうなあ、なんて……あっ、ご、ごめんなさい、今のはただの個人的な感想なので、こ、●ピーさないでっ……」

「いやッ！　もっと言ってやれッ、霜しも山やまッ！　あの女はな、もっとアレだッ、世の中の厳しさってヤツを思い知ったほうがいいんだよッ！　甘くねえんだ、人生はッ！」

「バター！」

　オッサンが酸すいも甘いも噛かみ分けるオッサンみたいな渋い顔をした。でも、何か間違っている。

「……オッサン、それ言うなら、ビターじゃないの」

「パター……？」

　オッサンはゴルフのパッティングをする仕種しぐさをしてみせた。

「それも違ちがうけどオッサン、似合うね、ゴルフ……」

「その台詞せりふ、そっくりそのまま、おまえに返すぜ、花はな咲さき」

「無駄にかっこいいだけで、意味がわからないけどね？」

　幻げん次じが、くくっ、と低く喉のどを鳴らして笑った。

「ちょっ――こーこちゃん、こんなところで寝ないで！　風邪でもひいたら」

「ふぁお？　あれ？　マリカちゃん……？　ここ、どこ？　こーこ、どうしてこんなとこにいるの……？　なんか、お空の上の、イルカさんの国にいたと思うんだけど……」

「それは夢。わたしとこーこちゃんは、外野を守っていたの。展てん望ぼう公こう園えんで、野球中」

「ゆわれてみれば、そだったかも……？　イルカさんが、赤とか黄色とか水玉とかだったから、いくらか変だなーとは、こーこも思ってたんだよね」

「それ以前に、イルカは空を飛ばないけど……」

「あっ、そっか！　羽がない種類だからっ！」

「……でも、眠くなってきますよね、正直……お天気もいいですし……」

　くびれがあくびを噛かみ殺しているその横では、司つかさがもりもりウエハース的な物を食べている。りゆはきゆによりかかって、本格的に眠そうだ。

「にゃうー……まぶたとまぶたが、くっついちゃうなー。まぶたぶだー……」

「よしよし。いいんですよ、りゆ。眠ければ寝てください。歌でもうたいましょうか」

「――もういい」

　つみきが、押し殺したような、やけに低い声を出した。

「わかったから。もう。テッチー」

「……なんすか」

「あれの準備、して」

「……はいはい」

　鏑城かぶらぎはそのへんに置いてあった大きめのバッグを持ってきて、中からビニールシートをとりだし、草むらの上に広げた。

「野球は、おしまい！」

　つみきはバットを放ほうり投げ、死んだ魚のような目で、唇だけ笑わせた。

「次はお楽しみの、おべんとターイム！　こんなこともあるんじゃないかと思って、用意してきてよかったぁーっ！」

「……用意したのは、オレだけどなー……」

「テッチーに用意させたのは、つみきでしょ？　はいっ！　みんな、座って座って！」

　まだ夕方にもなっていない。空腹じゃない者も多いだろうし、あまりいい予感がしないので、みんな、かぎりなくテンションが低かった。10組の面々は、だらだら、のろのろとビニールシートに集って、適当に腰を下ろした。

「でっ！　おべんとはぁ――」

　つみきはバッグの中から、アルミ箔はくに包まれた丸い物をいくつか出した。

「これですっ！　おにぎりだよ！」

「……そんなに腹へってねえけど、まあ、おにぎりくらいなら、な」

　茂しげるがそう言うと、つみきは八や重え歯ばをちろっと舐なめて、

「ただのおにぎりじゃないけどね？　あ、ただのおにぎりもあるけど」

　皆みな人とは眉まゆをひそめた。

「それって……どういう意味？」

「よくぞ聞いてくれましたーっ。これから、第一回ロシアンおにぎりルーレットを開始しまーす。あ、拍手はいらないから。したくないんでしょ？　無理しなくていいよ？」

「言われなくたって、無理なんかしない」

　マリカはすっと背筋をのばして正座している。端正というしかない座り姿だ。

「楽しみだなぁー」

　いったい何が楽しみなのかわからないが、つみきは死んだ魚みたいな目を細めて、うくくっ……と、ふくみ笑いをした。

「つみきね、あんたみたいなきれいな女は、だいっ嫌い。みんなにちやほやされるのに慣れきってて、自信満々ってかんじで、ほんとむかつく」

「それはお互い様。わたしもあなたが嫌いだから」

　マリカは氷でできた楽器が奏でるような声で冷たく言い放った。

「あなたの性格はどうでもいい。興味もない。でも、あなたはわたしの仲間を傷つける。大切な――友だちを。それが許せない」

「仲間。友だち、ね……」

　つみきの表情は変わらない。目はやっぱり死んだ魚みたいに濁にごっていて、顔の下半分だけ、引きつるように笑っている。

　でも、顔色が悪い。どんどん血の気が引いてゆく。もはや蒼そう白はくだ。

「いいよ？　なんとでも言えば？　どっちにしても、これはあそびだから、あんたたちはつきあうしかないの。テッチー、おにぎり、配って」

「……はいはい。んじゃー、一人一個ずつなー」

　鏑城かぶらぎは、アルミ箔に包まれたおにぎりが入っているバッグを持って、10組の面々の間をたらたらと回った。遊びだと言われると、拒こばむことはできないので、みんな、おにぎりを一個ずつ手にとった。

　最後は茂だった。

　でも、おにぎりはまだ、三個残っている。

「……おろッ？　おにぎり、多くね？」

「あそびなんだから」

　つみきはもう、なんでそんなにニヤニヤしているのかわからなくて気味が悪いほど、ニヤニヤしまくっている。死んだ魚の目で。青白い、顔で。

「つみきとテッチーも参加するに決まってるでしょ？」

「……ふんッ。そうかよ、だったら、俺はこれで――」

「待って」

　つみきは、三個のうちから一個選ぼうとした茂しげるを制止して、

「今、ツンすけがとったのは、テッチーのにして。右のほうが、つみき。ツンすけは、左のやつ」

「あからさまに怪しくねッ!?　なんかやばそうな気配がプンプンしまくるんだけどッ!?」

「気のせい、気のせい」

　つみきは鏑城かぶらぎが放ほうったおにぎりを受けとると、一同を見まわした。

「はーい、これで全員に一個ずつ、渡ったよね？　じゃ、ロシアンおにぎりルーレットのルールを説明しまーす。簡単だよ？　ただ、そのおにぎりを食べるだけ。でも、ぜんぶ、残さずに、食べなきゃだめだからね？」

「中身は何なのかな」

　幻げん次じは早くもアルミ箔はくを剥はがそうとしている。なぜか、うきうきしているようだ。

「そ、れ、はぁ……」

　つみきは八や重え歯ばを舐なめて、

「いろいろだよ？　食べてみての、お楽しみ。あ、でも、外れもありまーす。外れのおにぎりには、あのハバネロよりも辛いトウガラシ、ブート・ジョロキアが入ってるかもだから、気をつけてね？」

「入ってるかもって――」

　皆みな人とは自分のおにぎりを見つめて、唾つばをのみこんだ。ブート・ジョロキア。聞いたことはないが、ハバネロは知っている。とにかく辛いという印象だ。ちなみに皆人は、辛い物はそんなに得意じゃない。

　晴れ渡る空の下、展てん望ぼう公こう園えんに異様な緊張感が立ちこめている。

「それじゃ、実食開始！」

　つみきが号令をかけて、自分のおにぎりのアルミ箔を剥がした。だけどまだ、食べようとはしない。

　誰が先に手を――いや、口をつけるのか。

　外れだったら恐ろしいことになるかもしれない。食べたくないのに、どういうわけか早く食べてしまいたい。おそらくみんな、一刻も早くこの状況から抜けだしたいのだ。終わらせたい。もはや我慢比べの様相を呈している。

「ええいッ！　ままよ……ッ！」

　最初にこらえきれなくなったのは、茂しげるだった。

　茂はアルミ箔はくを引っ剥ぺがし、一気に、ガブッといった。

「――フグゥゥゥゥンッッッッッ……!?」

　目を見開いて、全身を硬直させる。

　全員の視線が茂に集中している。

「……こ、こ、これは……ッッッ……おかか？　か……ッ？　フツーにうめえッ……！」

　ほっとした空気が流れて、緊張がゆるんだ。なんとなく外れ確定のような雰囲気さえ漂わせていた茂が、大丈夫だったのだ。気が楽になって、みんな一斉に、それぞれのおにぎりにかぶりついた。もちろん、皆みな人とも――

「あ。シャケだ」

　くびれは首をひねって、

「あ、あたしのは、たまごやき……？　みたいです。たまごやきの入ったおにぎりは初めてですけど、おいしいかも」

「……ぼ、ぼ、僕のは、梅干しかな……うふふ……すっぱーい……これすっぱーい……」

　映うつるは唇を思いっきりすぼめて、すっぱい顔をしている。

「おまえが流した涙の味がするぜ」

　そんなことをつぶやいているオッサンは、具なしの塩おにぎりだったのか。司つかさは口をもぐもごさせている。

「きゆは、明めん太たい子このようで――りゆっ!?　りゆ！　どうしたんですか、りゆっ!?」

　りゆは「うぼぼばばぁー」と変な声をもらしながら、涙をだらだら流している。まるで引きつけでも起こしているかのようだ。全身がひくひく痙けい攣れんしている。

「こーこのは、なんか、おもちみたいな――ま、マリカちゃんっ!?」

「……っ…………っ、っ、っ……」

　マリカは大汗をかいて目をつぶり、口を引き結んで、頭をぶるんぶるん振っている。

「う……うう……」

　白目を剥むいて、身体からだをぐらぐら揺らしながら呻うめいている叶かなえも、おにぎりに変な物が入っていたに違ちがいない。

「うん、うん、うん」

　幻げん次じはうなずきつつ、ぱくぱく食べ進めているが、何か様子がおかしい。手が震えていて、膝ひざが、肩が、頭が、小刻みに上下している。

「うあぁー……」

　と口を開けたまま、ハーハー息をしているのは鏑城かぶらぎだ。

「あはははは！」

　つみきが鏑城かぶらぎを指さして笑った。

「テッチー、外れ、引いちゃったんだ！　すっごいバカ！　間抜けすぎ！」

「ううええお……」

　鏑城はつみきに何か言ったが、何を言っているのかわからない。

「り、りゆ！　りゆ、我慢しないでください！　ここに吐きだして、ほら……！」

　きゆがりゆの口の前に掌てのひらで皿を作った。それを見て、つみきが叫んだ。

「だめ！　吐きだしたりしちゃ！　ちゃんと、ぜーんぶ食べるの！　それがこのあそびのルールなんだから……！」

「なっ……」

　皆みな人とは立ちあがった。

　りゆも、マリカも、叶かなえも、幻げん次じも、それから鏑城も、トウガラシというより毒でも飲まされたように苦く悶もんしている。

「りゆ！　りゆ、りゆ、りゆ……！」

「うばばぼばばぼぁー。だばだばぁー。うばおぁー」

「マリカちゃん!?　ま、まずいの!?　おいしくない!?　マリカちゃんっ！」

「っ、っ、っ、っ、っ、っ、っ、っ、っ、っ、っ、っ、っ……」

「うん、うん、うん、うん、うん……」

「げ、幻次っ！」

　皆人は幻次の腕をつかんだ。

「やめろって！　もう食べるな！　食べなくていいっ！」

「食べるの！」

　つみきは死んだ魚の目で笑っている。腹を抱えて、ケタケタ笑っている。

「食べて！　食べて！　食べて！　食べろ！　食べろ！　食べろ！　食べろ……！」

「ヌオオオオゥッ……！」

　オッサンが叶のそばでヒンズースクワットをしはじめた。ものすごい速度だ。オッサンの肉体から湯気が上がっている。意味不明すぎて、皆人はなんだか悲しくなってきた。

「……何やってんだよ、オッサン……」

「おいッ、りゆ！　大丈夫かよッ、りゆ……ッ！」

　茂しげるはりゆに駆けよろうとして、きゆに手ひどく追いはらわれた。

「こないでくださいっ、りゆに近づかないで、未来型ハゲっ！」

「ぐぉへッ！　――み、みッ、未来を語られちまったら否定できねえッ！　否定しようがねえッ！　ち、ちっくしょう……ッッ！」

　茂は両目から悔し涙をあふれさせながら、あたりを見まわして、

「大虐殺じゃねえかッ……！」

「くくくくくくくくく……」

　つみきはそっくりかえって、甲かん高だかい笑い声を響かせた。

「きゃははははははははははははは……！」

「来くる見み坂ざか、おまえ――」

　皆みな人とは歯を食いしばって、つみきをにらみつけた。

「なんで……なんで、笑えるんだよ!?」

「だって、おもしろいんだもん」

　つみきは自分のおにぎりをひと囓かじりして、くふふーっ、と笑い、

「こんなの、おもしろいに決まってるでしょ？　つみきが一生懸命あそぼうとしてるのに、ぜんっぜんあそんでくれない！　つみきは友だちになりたいのに、こんなにがんばってるのに、友だちになろうとしてくれない！　そんな人たちが、苦しそうにしてる！　おもしろいよ？　おもしろい、すっごくおもしろい！　あははははははははははは……！」

「……おもしろい？　おもしろい、だって？　じゃあ……どうして、なんでそんな目をしてるんだよ！」

「つみきが、どんな目をしてるっていうの!?」

「目はちっとも笑ってないだろ！」

「そんなことない！　つみきは楽しいもん！　楽しくてしかたないもん！」

　つみきはマリカに歩みよっていって、肩を踏むように蹴けった。さわれないので、つみきの足がマリカの肩にふれることはなかったが、力に押された。マリカはひっくり返った。

「……っ、っ、っ、っ、っ、っ……」

　そんなことをされても、悲鳴さえあげられないのか。それでも、マリカはおにぎりを握りしめている。意地になっているのか。囓って、がくんがくんと身を震わせた。

「ざまあみろ！」

　つみきの顔がめちゃくちゃにゆがんだ。笑っているつもりなのか。でも、そうは見えない。顔色はほとんど土つち気け色いろで、脂あぶら汗あせがにじんでいる。

「あー楽しい！　つみきを嫌いだなんて言うから、そんな目に遭うんだよ!?　つみきを傷つけたりするから！　楽しい！　楽しい！　毎日やろっと！　このあそび！　毎日やることにしよっと！　毎日やるから！　楽しいから！　毎日毎日、苦しませてやる……！」

「くそ！　だったら、おれが――」

　皆人は自分のおにぎりを丸のみにするなり、マリカの手からおにぎりを奪った。マリカが囓ったあとを見ると、ご飯の中に、赤い、毒々しいかたまりがのぞいている。

「お、おいッ！　花はな咲さきおまッ、やめッ――」

「外れのおにぎりは、ぜんぶ、おれが食う……！」

　皆人はカッと目を瞠みはって、マリカのおにぎりを無理やり頬ほお張ばった。

「――ほごぁっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ……!?」

　いきなり巨大な鋼鉄製のハンマーで頭をぶん殴られた。

　そんな衝撃だった。

　気がつくと、皆みな人とは大の字になって寝ていた。口の中から、喉のどから、その奥まで、熱くて痛い。痛すぎて、吐きだすというより噴きだしそうになった。皆人はとっさに両手で口をふさいで、猛毒としか思えない刺激物を死ぬ気で胃に送りこもうとした。

「うぐーっ、ぐむーっ、ひぐーっ、むぐーっ、ぬぐーっ」

　激痛。ひたすら痛い。助けて。誰か。もうだめ。逝いく。逝ってしまう。

　もう口の中には何もない。それなのに、痛い。息をするだけで痛い。喉も痛い。肺も痛い。胃が痛みを生みだすだけの器官と化している。

「な、なっ、何やってるの、皆人くん!?　皆人くんは、外れじゃなかったんだから！　そんなこと、しなくていい！　しちゃだめ！　これは、自分が選んだおにぎりを最後まで食べる、そういうあそびなんだから！」

「……こ、こんなの、遊びでも、な、何でも、なっ、い……っ」

　しゃべるのが、こんなにつらいなんて。

「みんな、く、苦しんでるっ、だろっ！　つらい、どころっ、かっ……い、痛がってるだろっ！　い、痛っ……こ、こんなの、遊びじゃない！　それくらい、わかれよ……っ」

「わからないっ！」

「なんでだよ!?」

「わからない！　わからない！　わかりたくない！」

　つみきは地面を蹴けりつけた。

「わかれなんて、つみきに向かって言わないで！　あんたたちだって、何もわかってないでしょ!?　つみきの気持ちなんか、わからないくせに！　誰もつみきにはさわれない！　誰も近づいてこない！　みんなこわがって、気味悪がって、迷惑がって！　近づくな、どっか行っちゃえって目で、つみきを見る！　親でさえ……！　あんたたちは違ちがうかもって、思ったのに……っ！」

　魂たましいを引き裂いたときに出る音のような絶叫だった。ひどい表情をしている。つみきの顔はもう、崩れそうだ。今にも砕くだけ散ってしまいそうだ。目は空洞みたいだ。

　皆人は胸を押さえた。

　痛い。

　トウガラシの辛さによる痛みだけじゃない。ひきちぎれるように、痛い。

　10組のみんなが――まだ悶もだえているりゆや叶かなえ、マリカ、幻げん次じも、つみきに視線をそそいでいる。

　鏑城かぶらぎだけが、下を向いていた。

　何があっても、どんな扱いを受けても、つみきのもとを去らない、鏑城かぶらぎだけが。

　皆みな人とは茂しげると目を見交わした。茂は、うげッ、まじかよ、とでも言いたげな顔をしたが、ため息をついて、あきらめたように肩をすくめてみせた。皆人はうなずいた。

「――わかったよ。来くる見み坂ざか。わかった」

　なんにしても、つみきの横暴は止めないといけない。そうしないと、いつかとりかえしのつかないことになる。それにはやっぱり、この方法しかないのだ。

「遊ぼう、来見坂」

「……つみきと、あそびたいの？」

「そうだよ。遊ぼう。やろう。限定戦リミテツド。もちろん、受けるよな。これは、来見坂とおれたちの、真剣な、本気の、遊びなんだから」



    

  
    
      


４話　押しつけがましい、この思い







「――権限クレイムのことだけどよ」

　すべての授業が終わって一時間たった13号校舎は、がらんとしている。

　１年10組の教室には、10組のみんなが勢ぞろいしているが、やけに静かだ。

　今度の闘争ラリーは、闘争法典ラリーコードにもとづいていない、変則的なルールで行うことにしたので、場所も闘争劇場コロツセオじゃなくて、放課後の校舎にした。

　校舎から一歩でも出たら、その者は失格だ。

「今後一切、10組に出入り禁止とかにしなくて、ほんとによかったのかよ」

　茂は自分の机に腰かけて、ピンピンに逆立った髪をさわっている。

「あっちの権限クレイムは、10組編入っつー荒業だろ？　なのに、こっちは遊びもふくめて、いやなことは拒否できる――なんてよォ。そんなの、本来あたりまえのことじゃねえか」

「そのあたりまえのことが、あの子はわかってない」

　マリカは椅い子すに座って、こわい顔をしている。こわいだけに、恐ろしいほどきれいだ。

「ただ締しめ出すよりも、はっきりと拒絶して、思い知らせたほうがいい。花はな咲さきは、そこまでするのはかわいそうだと思ってるだけかもしれないけど」

「皆みな人とはやさしいからね」

　幻げん次じは壁に背をもたれさせて微笑ほほえんでいる。

　オッサンが皆人の肩を抱いて、親指を立ててみせ、

「スウィーティーか、花咲？　ン……？」

「どう答えればいいのか、わかんねーよ、オッサン……」

「答えはいつも、おまえの中にある。ここにな」

　と、オッサンは皆人の胸に人差し指を突き立てた。

「それが、アンサーだ」

「ただ英語にしただけだよね？」

「月日はめぐる。いつか、笑える日がやってくるさ」

「……だといいよね。会話が成立してるような気は、あんまりしないけど」

「りゆなのー」

　りゆは前の席で振り返って、ふにゃらーと笑ってみせた。相変わらず、見る者の心をとろかす笑みだ。

「りゆたち、おっかけっこするよねー。おっかけっこでいいかなー？」

「追いかけっこっていうより、鬼ごっこだね。鬼のほうが圧倒的に多いっていう、ちょっと変わった鬼ごっこだけど」

「大丈夫ですよ、りゆ。ルールはきゆが完全に把握していますから。いつもどおり、きゆに任せてください」

「りゆ、なんだってきゆに任せっきりだなー。りゆ、いけないこだねー」

「そんなことはありません。きゆはりゆに頼りにされて、りゆをかわいがるために存在しているかんじなんですから」

「ちょっとは、この俺に頼ってくれてもいいんだぜ……ッ？」

「ハゲルはやー」

「なッ、なんでだよッ!?」

「だって、髪の毛、ぼーんっ、ぱーんっ、つるんって、なりそう？」

「関わるだけでかッ!?　俺の家系に特徴的な頭皮状態はそこまでの威力なのかッ!?」

「りゆちゃんのかわりに、こーこが頼ってあげよっか？」

「サッチンはもともと、俺ふくめて他人に世話焼かせまくりだろうがッ！」

「そんなことないですーっ！　こーこだって、ちゃんとひとりでできるもん！」

「なァーにができるっつーんだよッ!?」

「ふぇっ？　えーと、えーと、えーと……す、すっ……すもう、とか？」

「……こーこちゃん、おすもうは、誰だって一人じゃできないの」

「ぬぇっ!?　マリカちゃんでも!?　……あ、そっか！　こーこが言いたかったのは、すもうはすもうでも、横よこ国こくとかでやるやつだっ！」

「両りよう国ごくじゃねえのかよッ！」

「こーこ、旅行なんてめったにしないもん！　筆無精なんだからっ！」

「もういいわッ！」

「しかし、鬼ごっこか」

　叶かなえは教室の隅で素振りをしていたが、木刀を壁に立てかけて、タオルで汗をふいた。

「あたしたちが鬼になって、来くる見み坂ざかと鏑城かぶらぎをつかまえる。闘争法典ラリーコードには載っていない、特殊な闘争ラリーだ。鏑城はともかく、問題は来見坂だぞ」

「……あの人には、誰もさわれない、ですからね……」

　くびれは不安そうに顔をしかめた。

「つかまえようにも、どうやってつかまえたらいいのか……」

「で、でもっ」

　映うつるが背を丸めて椅い子すの座面をつかみ、食い入るように皆みな人とを見た。

「勝ち目があると思ったから、花はな咲さきはこの闘争ラリーを挑んだ……んだよね？　ぼ、ぼ、僕はっ、花咲がやるならも何でもやるけどみたいな……な、なんか気持ち悪いかなーははは……」

「いや、気持ち悪くなんかねーよ。うれしいって」

　皆人はみんなを見まわして、

「もちろん、勝算はある……と思ってる。制限時間を六時間にしたのも、そこが関係しててさ。来見坂には、飽きるまでたっぷり遊ぼうぜみたいに言ったけど、じつは――」

　つみきが家に泊まったときのことだ。

　皆人は、寝入ってしまったつみきに毛布をかけた。皆人が持っていた毛布が、つみきにふれたことになる。皆人の手もつみきに当たった。でも、何も起こらなかった。それから、つみきをつついてみたが、大丈夫だった。

「眠ってるとき、来見坂の力は働かない。あの力には隙すきがあるんだよ」

　いつの間にか、司つかさが皆人のそばにいた。なごんで、食欲が抑制され、小さくなっている。司は袖そでをまくりながら、

「ボクたちはまず、来見坂つみきの力を見極めないといけない。花咲が言ったように、弱点はかならずある」

「六時間かけて、それを見つけだすわけだね」

　幻げん次じがいつもどおり悠然と構えていると、たいしたことじゃないと思えてくる。

「会場の広さも有利に働くかもしれないな」

「そう。ボクたちの基本戦術は、つかまえるのじゃなくて、逃げまわる」

「いやッ、だけどよ。つかまえなきゃ、俺らは勝てねえわけだろ？」

「勝つために、逃げる。逃げながら、来くる見み坂ざかつみきの弱点を見つけだす」

「……もし、なかったら、どうすれば？」

　そう言ったくびれを、みんなが一斉に見た。

　くびれは「あっ……えっ、あっ……」と手をバタバタさせながらうつむいて、

「ご、ごめんなさい、あたしったらつい、こういうなんていうか、後ろ向きというかネガティブというか悲観的なことを……よ、よくないですよね、ごめんなさい、本当に、どじでクズでのろまな泥沼のカメなので……っ」

「奥の手も、ないわけじゃない」

　司つかさは眼鏡めがねを外して、だぼだぼのシャツの胸元にかけた。

「校舎から出たら、失格。このルールを利用する」

「あの子を校舎から叩たたきだすということ？」

　マリカがわずかに眉まゆをひそめて訊きくと、司はマリカのほうを見ないで、オッサンをビッと指さした。

「その場合、鍵になるのはオッサン。きみ」

「《立ち往生オーバースタンド》」

　幻げん次じが腕組みをして微笑ほほえんだ。

「――何があっても倒れない程度の能力。なるほどね」

　オッサンは胸の前で両腕を交こう叉ささせ、両眼を不気味に輝かせた。

「押お忍すッッッ！」

「オッサンにしてはまともな返事すぎて、正直、悪い予感しかしねえけどなッ!?」

「にゃはー。きゆー。おさーん、目が光ったよー。きらーん、ぴかーんて、光ったのー」

「ええ、きゆも見ました。人として、きもいですね。まるでロボみたいなかんじです」

「ロボッ！　グレートッ！」

　オッサンはボディービルダーみたいなポーズをとった。

「カモーンッ！　ロボッ！　グレート……ッッッ！」

「ロボ……」

　なぜか、叶かなえがほんのり頬ほおを染めて、熱い眼まな差ざしをオッサンにそそいでいる。もしかして、ロボ好きなのか。

「グレートッ！　ロボッ！　グレートッッ！　俺はッ！　ロボ……ッッッ！」

　オッサンのボルテージが上がって、ロケットパンチくらいは出してしまいそうな雰囲気が漂いだしたころ、教室のドアが開いた。

「あぁ～。ごめぇ～ん、ごめぇ～ん、先生、ちょっとだけ寝ちゃってたぁ～」

　静しずか先生が、ずれた眼鏡を中途半端に直しながら入ってきた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　でも、静しずか先生の後ろについてくる、白衣を着たちびっこい女の子は誰だろう。

　小学生くらいにしか見えないが、白衣のポケットに手を突っこんで、レッドブルをちびちび飲みながら――真っ平たいらな胸を張って、顎あごを上げ、下目遣いで、やたらと偉そうだ。

「あ、今回の闘争ラリーは、ちょーっと先生一人で審判員アンパイアするのはたいへんっぽかったので、助すけっ人とを呼んじゃいましたぁ。紹介しまぁす。能のう開かいの部長さん、嵐らん志し道どう巴ともえ先生で～す」

「嵐志道だ」

　ちびっこはかすかにうなずいて、レッドブルをぐびっと飲んだ。

「巴先生と呼んでもかまわんぞ。まあ、能開の頂点に君臨している私が、おまえたちに直接、何かを教えることはないだろうがな」

「能開の……」

　幻げん次じがめずらしく眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻んだ。

　皆みな人とはなんとなく感心してしまった。

「じゃあ、巴先生が、おれらの総合判定とか出したってこと……？　だよね？」

「そうだな。私が表に出ることはめったにないが、生徒のことは、生徒自身よりも知っている」

「ま、まさかッ、下着の色までかよ……ッ!?　――いづァッ!?」

　茂しげるの額ひたいにレッドブルの缶が命中した。巴先生が投げつけたのだ。

「灰はい堂どう茂しげる。おまえがそういうくだらんことばかり考えている愚か者だということは、よくわかっているぞ」

「ご、ご挨あい拶さつだなッ！　俺が考えてるのは、下着のことだけじゃねえッ！　水着とか手ブラとか全裸のことだって、ちゃんと考えてるっつーのッ！」

「ぜんぶくだらんことじゃないか」

「て、て、てめえッ！　俺の人生を全否定する気かよッ！　めくってやる……ッッ！」

「シゲ、やめろって！」

「うっせえッ！　止めるんじゃねえ、花はな咲さきッ！」

「や、でも、これから闘争ラリーだし！　だいたい、巴ともえ先生、白衣着てるし！」

「――ヌオアッ!?　俺の《完全なる犯罪クライムエクスタシー》がスカートめくる能力だってわかったうえで、しっかり対策立ててきやがるとは……ッ!?」

「私はいつもこの格好だ」

「うっそぉ～。巴ちゃん、寝るときはかぁーわいいベビードール着てなかったっけぇ？」

「だ、黙れ、静しずかっ！　寝ね間ま着きは別だっ！」

「聞いちまったからなッ！　俺は想像するからなッ！　想像しまくるからなッ！」

「……情報以上に下げ衆すな野郎だな、灰堂茂。きさま……」

「何とでも言えよッ！　俺を絶望に叩たたき落とすのは、毛根絡みの事情だけだぜッ！」

「ああ。そういえば、おまえは薄毛の家系だったか。祖父に父、叔父、それから三人いるいとこも全員、薄毛だろう。残念だったな」

「残念がらないでくれるッ!?　まだ早すぎるからッ！　俺、あきらめてないからッ！」

「泣くなよ、シゲ……」

「うっせッ！　うっせんだよッ、花咲ッ！　おまえに俺の気持ちがわかるかーッ！　……って、おッ？　なんかどうでもよくなってきたな……気が楽に……そうだよな、人間、髪の毛じゃねえ、中身だ……って、おまえの力でなごんでるだけじゃねえかッ」

「じゃーん」

　つみきが鏑城かぶらぎを引き連れて教室に入ってきた。

「きちゃった」

　八や重え歯ばをのぞかせて、にこっと笑ってみせたつみきの目は、相変わらず死んだ魚のように濁にごっていて、どこを見ているのかわからない。

　何にも期待していない、何も信じていない、うつろで、寂しい、悲しい瞳だ。

「役者がそろったみたいだな」

　巴先生はつみきと鏑城を一いち瞥べつして、ふん、と鼻を鳴らした。

「では、さっさと始めるとしよう」

「あぁ～ん、巴ちゃん、それはあたしがぁ～」

「知るか。闘争ラリー、開始スタート！」

「……っ！」

　皆みな人とはつみきを見た。鬼＝10組の面々は十を数えてから、つみきと鏑城かぶらぎを追いかけて、二人ともつかまえれば勝ちだ。つみきと鏑城は、開始のコールとともに逃走するのが常道なのに、教室の出入口のところから動こうとしない。

「いーちッ！」

　茂しげるがカウントを始めても、つみきは薄笑いを浮かべ、鏑城はしゃがんで、その場から離れない。

「にーッ！　さんッ！　しーッ！」

「十になったら――」

　司つかさが仲間たちを見まわした。司の言いたいことはわかっている。全員、うなずいた。

「ごーッ！　ろーくッ！　しーちッ！　はーちッ！　きゅーうッ！」

　膝ひざを曲げて、腰を落とす。

　これでいつでも動きだせる。

「じゅう……ッッ！」

　茂が先頭を切って――つみきと鏑城がいるほうじゃなくて、逆側、後ろのドアを目指して駆けた。

　10組は逃げだした。

「なっ……」

　つみきは意表をつかれたようだ。鏑城は「へへっ……」と肩を揺らして笑っている。

　皆人は一団の最後尾についた。

「俺とオッサン、幻げん次じは後ろに……！」

「オーライッ！」

「いざというとき盾になるわけだね」

　幻次はわりと楽しそうだ。余裕があるみたいで、皆人も安心できる。

　つみきと鏑城が追いかけてくる前に、10組は階段を上って、二階へ。

　13号校舎はＬ字形の三階建てだ。

　一階に10組、二階に９組、三階に８組の教室があって、それ以外に特別教室や空き教室が、各階に八つずつある。トイレは一階だけ男子用と女子用が二つずつ、二階と三階は一つずつ。階段は二つずつ。一階には学食や保健室もある。

　10組は二階のだいたい真ん中、Ｌ字の曲がり角あたりで立ち止まった。近くの空き教室に入って、見張りを立てる。これで、つみきたちがどっちからきても逆方向に逃げて、階段で一階か三階に行ける。

「来くる見み坂ざかつみきと鏑城哲てつ道みちは一緒に行動すると思う」

　司つかさは皆みな人とのそばにいる。約37センチ以内にいれば、凶暴なまでの食欲から自由でいられるのだ。

「鏑城かぶらぎ哲てつ道みちは人間を持ちあげることができる。持ちあげられたら行動不能に陥おちいるから恐ろしい能力だけど、何人かで襲えばつかまえられる。相手もそれはわかっているはず」

「いずれにせよ、先に鏑城をしとめたいな」

　叶かなえは獲物を狙ねらう狩人かりゆうどの目になっている。司は軽くうなずいて、

「隙すきを見て鏑城哲道をつかまえることができれば、だいぶ展開が楽になる」

「……ぼ、ぼ、僕の仕事、かな……なんて……」

　映うつるは不安そうに自分を指さした。

「あ、あれ、ち、違ちがう？　違うかな……」

「違わない」

　司にじっと見つめられると、映は少し顔を赤くして身体からだを縮ませた。

「霜しも山やま映。きみには、誰にも気づかれない程度の能力――《私は空気エアマインド》を駆使して鏑城哲道をつかまえてほしい」

「あ、あ、あっ……や、やっぱり？　ですよねえ……そうだと思ったんだけど……」

「ただし、きみはずっと消えていられるわけじゃない」

「つ、疲れるからね……はは……けっこうね、疲れるので……ごめんなさい……」

「消えるのは、ここぞというとき。一度でもしくじったら、警戒されてやりづらくなるはず。注意して」

「……は、はーい。注意しまーす……はぁー……ぷ、ぷ、プレッシャーだなあ……」

「霜山くん、がんばってくださいね……？」

「う、うん。あ、あり、ありがと。うわぁー……よ、よりにもよって、歌うた野のさんに励まされちゃった……と、父さん、たいへんです、こ、これは幸さい先さきが悪いです……」

「ど、どういう意味ですかぁっ!?」

「じょ、冗談でーす……ごめんなさい、ギャグのセンスゼロで、あ、叩たたかないでっ……」

「叩かないですよっ。叩こうともしてないじゃないですかっ」

「真ま田た部べさ」

　皆人は司のほうに腕を突きだしてみせた。

「つかまってろよ。袖そでとか、つかんでるだけでもいいし。離れちゃったら、あれだろ」

　司は皆人の腕を凝視して、二度、まばたきをした。

「……いいの？」

「いいよ。なんで？」

　司は答えずに、皆人の袖をそっと握った。それから上うわ目め遣づかいで皆人を見た。

「ありがとう、花はな咲さき」

「うん」

　司つかさに笑いかけると、ぞっ……とした。何だろう。見まわすと、マリカと目があった。

　また、ぞっ……とした。

　表情はない。無表情だ。でも、マリカの両眼から、凍らせたダイヤモンドで作った刃物みたいな、鋭利すぎる眼光がもれている。――ような気がする。

「……ど、どうしたの？」

「どうもしないけど。べつに」

　マリカはそっぽを向いた。

「ふふふふっ……」

　くびれがポケットからメモ帳的な物をとりだして、赤いペンで何か書き殴っている。

「……ふふふふっ……ちゃんと書いておかないと、ですよね……しっかり、一つ一つの罪状を、書きとめておかないと……忘れないように、刻みこむように……呪のろうために……」

「え？　のろう……？」

「あ、あああああっ、な、なんでもないですっ、これは、なんでもっ……」

「りゆもー。りゆも、くびれみたいに、お絵かきしたいなー」

「違ちがいますよ、りゆ。あれはお絵かきじゃありません。おぞましい呪じゆ詛その言葉を書き連ねているんです。人として、真ま似ねをしてはいけない行為ですからね」



    

  
    
      



    

  
    
      

「そなんだねー。くびれは、人としてまちがってるのかなー？」

「ようするに、そういうことです」

「……ひ、人として間ま違ちがってる……あたしは、人として間違ってる……人として間違ってる……人として間違ってる……人として間違ってる、ぐずで泥沼のカメ……」

「おいッ！　きやがったぞ！」

　廊下で見張りをしている茂しげるがドアを叩たたいて叫んだ。

　弾はじかれたように教室を飛びだすと――廊下の向こうから、つみきが歩いてくる。

「鏑城かぶらぎがいない……!?」

　叶かなえが足を止めた。

「どこだ!?」

「なぁーに企たくらんでるのか知らないけどぉ……」

　つみきは、顔の下半分だけ不気味に笑っている。顔面蒼そう白はくだ。キレているのか。

「これはあそびでしょぉ？　つみきと本気で、真剣に、あそぶんじゃなかったの？　なんで逃げるのぉ？　もしかして、つみきをバカにしてるぅ？　ねぇ？」

「おれらは本気だし、真剣だよ！　――気にするな、行こう、みんな……！」

　皆みな人とは手を振って仲間たちを先に行かせ、自分は司つかさと一緒にまたしんがりについた。幻げん次じとオッサンが皆人と司の両脇を固めてくれて、先頭は茂だ。

「鬼ごっこなのに！」

　つみきの顔から笑みが消えた。つみきは猛然と駆けだした。

「鬼が逃げるなんて！　おかしいでしょ!?　ちゃんと、つみきとあそんでよ……！」

「――速いな」

　幻次がつぶやいた。本当だ。つみきはものすごいダッシュで迫せまってくる。

　もちろん、皆人と幻次、オッサンが全力疾走すれば、追いつかれることはないだろうが、司がいる。前に女子もいる。

「……あっ！」

　足がもつれたのか、誰かとぶつかったのか、くびれが転んだ。

「歌うた野のさん……！」

　皆人はとっさに急停止して、くびれを助け起こそうとした。

「あはははっ！　追いついた……！」

　襲いかかってくるつみきの前に、幻次が壁を出した。

「――《不思議な壁ワンダーウオール》！」

「無駄っ！」

　つみきは体当たりをして、透明な壁を打ち砕くだいた。すかさず幻次は、ちょっと下がってもう一度、つみきの行く手に壁を出した。

「《不思議な壁ワンダーウオール》」

「っ……!?」

　今度は割れなかった。つみきがぶつかったところに、ひびが入っただけだ。一回目の激突で、勢いがいくらか弱まっていたのか。でも、つみきは壁にパンチをお見舞いしようとしている。

「この……！」

「皆みな人と、早く！」

　幻げん次じにうながされて、皆人はくびれを引っ張り起こし、走る。袖そでをつかんでいる司つかさも、くびれも、なんとかついてくる。

「おまえたちだけには……！」

　叶かなえが引き返してきた。幻次とオッサンに加勢するつもりなのか。

　パンチで壁を叩たたき割ったつみきの前に、オッサンが立ちふさがる。

「この先は通行止めだ、スウィートハートッッ！」

「きもいんだけど……！」

　つみきはオッサンの顔面にビンタを食らわせた。当たりはしないのだが、その威力は力のせいで、当たったとき以上のはずだ。

「ヅガッ……!?」

　オッサンは、でも、倒れない。

　その両足は床に吸いついているかのように一ミリも離れなかったが、オッサンは思いきり後ろにのけぞって、イナバウアーみたいな体勢になった。

「《戦鬼羅刹バトルマニア》……！」

　叶が加速する。

　一分間に剣を千回振れる程度の能力――というのは、能のう開かいが勝手に決めた謳うたい文句で、実際は一秒間に七回ほど、しかも、力は一日につき十秒くらいしか使えない。だから、ありていに言えば、十秒間に木刀を七十回振れる程度の能力、ということになる。

　とはいえ、それでも充分以上に速い。

　だけど、無謀じゃないのか。

「荒あら浪なみ……！」

「はああああああああぁ……っ！」

　叶はすっとつみきの真横に移動し、壁を蹴けって反動をつけた。助走をつけて、跳躍する。飛び蹴りだ。叶の動きが速すぎて、つみきは目で追うこともできていない。

「食らえ……！」

「っ……!?」

　叶の右足が、つみきの横っ面にクリーンヒットした――ように見えた。

　でも、当たらない。叶かなえは吹っ飛ばされる。やばい。そっちは窓だ。突き破ってしまう。ここは二階だ。危ない……！

「《不思議な壁ワンダーウオール》！」

　間一髪だった。幻げん次じが窓のすぐ前に透明の壁を出現させて、叶はそれに激突し、なんとか窓にはぶつからずにすんだ。でも、床に叩たたきつけられて、かなり痛そうだ。

「……くぅっ……パワーでは押しきれないか……！」

　つまり――今のは、叶なりの試行錯誤だった。自分のフルパワーでぶつかってみて、つみきの力を打ち破れるか試してみた、ということか。そして、失敗した。

「よくも委員長を……！」

　オッサンが気合いでイナバウアー状態から復帰して、つみきにつかみかかろうとした。

「無駄だって言ってるのが……！」

　つみきはオッサンの胸板に蹴けりを入れた。

「なんでわかんないかなぁっ!?」

「ゴボゥッ……！」

　オッサンはまたイナバウアーする羽目になった。

　だめだ。戦ってもしょうがない。

「幻次、オッサン、荒あら浪なみ！　いったん逃げろ……！」

　皆みな人とは足を止めずに声を張りあげた。三人は皆人たちとは逆方向に逃げようとしている。つみきは少し迷ってから、こっちにきた。

「はっ……！」

　と、皆人のすぐ前を走っているマリカが、きょろきょろしだした。

「え!?　何!?　どうしたの、マリカ!?」

「い、今、気づいたんだけど――いないの！　こーこちゃんが……！」

「あっ……」
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「ぬぁー……みんなと、はぐれちゃった。どこで、いつ、はぐれたのかな。うーん。考えても、ぜんぜん思いだせそうにないよ……とょほほ……」

　だいたい、ここはどこだろう。幸こう子こは窓の外に目をやった。高い。二階か。三階かもしれない。

「はぅっ……!?　や、やばっ……こーこ、おトイレ行きたくなっちゃった！　おトイレ、おトイレ、おトイレ、どこかなぁー。あっ、あった！　た、助かったぁー……」

　幸子は大慌てでトイレにぱたぱた駆けこんだ。

　ちょっと変だと思ったが、何が変なのか考える余裕なんてないし、急いで個室に入ろうとしたら、

「……うあ」

　という声がして、見ると、小窓の下の壁に背をもたれさせて、鏑城かぶらぎがしゃがんでいた。

「あ、あれっ!?　えっと、なんだっけ、たしか、カッチン……？」

「いやー……まーいーけど、テッチーかな。どっちかっつーと……」

「そうだよ、テッチー、テッチー！　……テッチー？　こんなとこで、何してるの？」

「何っつーか……隠れてろって言われたんで、隠れてる？　的な……？」

「ほぇ。けどでも、隠れてなくない？」

「まーねー。隠れるにしても、もうちょいやる気出したほうがいいっすかねー……」

「うん！　やらぬなら、やらせて揉もませてクリとキス、だよっ！」

「……なんか、微妙にエロいねー」

「るぇっ!?　こーこ、そんなにえらい……？　そうかなぁ。照れちゃうよぅ……」

「……そっすか」

「にゅあっ！」

「な、なんすか」

「こーこ、おトイレ行かなきゃだったっ！」

「あー……」

「ごめんね、キッチンくん！　というわけで、こーこ、おトイレだからっ！」

　幸こう子こは大急ぎで個室に入って扉を閉めた。

「……テッチーだし――つーか、ここ、男子トイレなんすけど……」

　そんな鏑城の声は、幸子には届かなかった。
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「――くそったれッ！　こッ、このまま逃げてても、埒らちがあかねえ……ッ！」

　先頭の茂しげるが回れ右した。まさか、囮おとりになるつもりか。茂は皆みな人とたちとすれ違ちがう。

「シゲ……！」

「止めんなッ、花はな咲さきッ！　つーかなッ！　はッ、走んのマジ疲れたんだよッ！　苦しいわボケッッ！　やられて、ちょっと休む……ッ！」

「そんな理由かよ!?」

「アホがァッ！　この俺に、かっこよさを求めるんじゃねえ……ッッ！」

　茂はつみきに向かっていって、あっさり弾はじき飛ばされ、廊下の隅にゴミクズみたいに転がった。

「ツンすけは、邪魔……！」

「……ふげぇぇ……」

「き、きゆー、り、りゆね、りゆね、い、息、がね、あふーっ……」

「が、がんばって、がんばって、ください、りゆ、ど、どうにもならなく、なったら、き、きゆが、おんぶして、あげます、から……っ」

「り、りゆ、がんばって、走るよー、がんばる、から……っ」

「りゆ……っ！」

　百もも地ち姉妹は互いに励ましあいながら、なんとか持ちこたえているが、くびれとマリカは息が上がって口もきけなさそうな状態だ。映うつるもゼエハアゼエハアひどい呼吸をしている。司つかさだって、かなりつらそうだ。

「――来くる見み坂ざかも、きついはずなのに……！」

　平然としているわけじゃない。つみきも息を切らしている。汗だってかいている。それなのに、足をゆるめず、ずっと皆みな人とたちを追いかけてくる。

　まるで、何かに操あやつられているかのようだ。何かがつみきを無理やり動かしている。走らせている。

「も、もう……だ、だめ、ですっ……！」

　くびれが言葉も切れ切れに言って、

「せめて、一矢報いて……！　――……しんく！　《》……！」

　足を止めて振り返り、つみきに両手を向けた。

「――っ!?」

　つみきも一応、警戒したのか、立ち止まった。でも、すぐには何も起こらない。くびれの魔法は、効果が現れるまで時間がかかる。

「くびちんの分際で！　魔法ごっこは、家でやれば……!?」

　やばい。くびれがつみきにやられる。皆人は助けに行こうとした。つみきを阻はばむことはできなくても、くびれの身代わりになることくらいはできる――はずだと思ったのが、司にぐいっと袖そでを引っぱられて、止められた。

「え、なんで――」

「「忍にん法ぽう……っ！」」

　りゆときゆが飛びだして、二手に分かれた。つみきを左右から挟みこむような位置どりをして、二人は何をするつもりなのか。

「「れっつぱーてぃーの術っ！」」

　ぱん、ぱんっ！

　クラッカーだ。二人は左右からつみきめがけてクラッカーを鳴らした。

「……きゃっ!?」

　大きな音と、色とりどりの紙テープや紙吹雪を浴びせられて、実害は皆無に等しいだろうが、つみきは怯ひるんだ。その間に、やっとくびれの魔法が効果を現しはじめた。

「あ、熱っ……!?」

　つみきは目を白黒させて、自分の頭を叩たたいた。細い煙が上がっている。髪の毛がほんのちょっとだけ燃えているのだ。

「早く……！」

　マリカがくびれの腕をつかんで引っぱった。くびれは驚いているみたいだ。

「せ、清せい浄じよう院いんさん……」

「急いで！」

「そうだ、みんな、今のうちに……！」

　皆みな人とも司つかさと一緒に走りだした。映うつるもついてくる。りゆときゆは逆方向に逃げていった。

「……つみきの！　つみきの髪を……っ！」

　くびれの魔法は、言ってしまうと、たいしたことはない。つみきはもう、すっかり火の手を消し止めたようだ。また追いかけてくる。

「ちょびっとだけど、焦げちゃったじゃない！　くびちん、あんたは許さない！　息の根を止めてやるから……！」

「ひ、ひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……！」

　くびれは震えあがりながら走るという器用なことをしている。思わずそんな離れ業を演じてしまうほど、こわいのだ。

「お、おれも、ちょっとおっかないし……！」

　息の根止める宣言をされたくびれは、もっと恐ろしいだろう。

　恐怖に背中を押されて、皆人たちは懸命に走った。

「も、もうすぐ、か、かいだっ、かい、階段……っ」

　映が前を指さして、

「う、上か、さ、三階、かっ、し、下っ、い、一階、かっ、ど、ど、どっち……!?」

「上！　上に、三階に上がろう！　とりあえず……！　――真ま田た部べ！　大丈夫!?」

「ボ、ボクは、へいき」

　と言いながらも、司の足はもつれかけている。皆人は司の手首をがっちりと握って、

「がんばれ！　――としか、言えないけど……！」

　司は唇を噛かみしめてうなずいた。

　階段めがけて、一心不乱に駆ける。

　あとちょっとだ。もう少し。階段だ。上がろうとしたら、

「……ほぇ？」

　という声が聞こえた。上からだ。階段の踊り場に、ぽやーっとした顔で、幸こう子こが突っ立っている。

「――サッチン！　どこで、何してたんだよ!?」

「あっ、皆みな人とくん！　ようやく会えた！　よかっ――はぅあっ……!?」

　幸子は、階段を下りてこようとしたのか。その一段目で、つるりんっと滑って――

「ひぁっ!?　ふにゃっ!?　きがっ!?　ろぁっ!?　めにょっ!?　むりゃっ!?」

　階段を転げ落ちるというよりも、回転しながら、だんっ、だんっ、だんっ……と、ボールみたいに弾んで落ちてきたものだから――

「うあっ！」「っ！」「おっ！」「きゃっ！」「ひぃっ！」

　皆人たちは、思わず幸子をよけてしまった。というか、よけなかったら、大惨事が引き起こされていたはずだ。

「――なっ……!?」

　皆人たちに追いつきかけていたつみきも、おそらく反射的な行動だろう、飛びのいた。

　幸子はしばらく床の上をぐるぐる回ったあげく、大の字になって止まった。

「……ふにゃららららら……」

「い、いきなり、何なの!?　びっくりしたじゃない、このどじバカ娘……！」

「ぐっふふふふふー……ッ」

　――と、薄気味の悪い笑い声を発しながら、ゆらり、ゆらり……つみきに近づいてゆく者がいる。

　その姿は、まるで亡霊だ。

「……よくやった、サッチン。《それもまた運命フオーチユンテラー》……いつものごとく、妙に運がよかっただけかもしれねえが、おまえは俺に絶好のチャンスを与えてくれた……ッ」

　両眼に鬼火のような妄執の光をともして、中腰になり、亡霊（みたいな茂しげる）は、つみきに向かって両手を差しむけた。

「たとえわずかな休憩でもッ！　俺のリビドーを回復させるには充分ッ！　食らえ、この俺様のォォッ！　《完全なる犯罪クライムエクスタシー》……ッッッ！　ぬううおりゃああああああ……ッ！」

「えっ……」

　油断していたのか、つみきは無防備だった。

　茂が何か重い物でも持ちあげるように両手を上げると、つみきのスカートが一気にめくれあがって――茂は至福の境地で絶頂を迎えたような、決して人前で見せてはいけないだろう、かなり不謹慎な表情を浮かべた。

「縞しまパン……しかも、ローライズッ！　いただきましたッ！　星ッ、三つです……ッ！」

「……っっっっ！」

　つみきは慌ててスカートをつかみ下ろし、夜や叉しやの形相で茂をにらんだ。

「見ぃーたぁーなぁー……！　ツンすけっ！　死なす……っ！」

「ムハハハハッ！　今の俺は、ローライズ縞しまパンパワーのおかげで、地の果てまでだってほとばしれそうな気分だぜッ！　つかまえてごらんなさーいッ！」

　踵きびすを返して逃げだした茂しげるを、つみきが追いかける。

「お望みどおり、つかまえてボコボコにして、ゴミ箱に投げこんでやるんだから……！」

「フヘヘヘヘッ！　やれるモンならやってみろーいッ！　――花はな咲さきッ！」

　茂はちらっと振り向いて、行け、とでもいうように顎あごをしゃくってみせた。

　そうか。そういうことか。

「――シゲのやつ！　何のかの言って、かっこつけるんじゃないか！　みんな、今のうちに……！」

　マリカとくびれが幸こう子こを引きずって運び、映うつるが先頭に立った。皆みな人とたちは階段を上る。三階に到着して、間もなくだった。

　遠くから、ガラスが割れる音と一緒に「ぎゃーッ」という悲鳴が聞こえてきた。

「――シゲくんっ!?」

　目を回して、荷物みたいに運搬されていた幸子が跳ね起きて、

「い、今のって――シゲくんの声、だよね……？」

　ピンポンパンポーン。



    

  
    
      



    

  
    
      

　アナウンスチャイムが鳴って、校内放送が流れた。

〈灰はい堂どう茂しげる。監視カメラで校舎外への転落を確認した。よって、失格。以上だ〉

　ピンポンパンポーン。

「……巴ともえ先生の声だよな、今の」

　皆みな人とが胸をかきむしるように押さえると、司つかさがそっと背中をさすってくれた。

「そういえば、静しずか先生も巴先生も、審判員アンパイアなのに姿が見えなかった」

「か、監視カメラなんて……使ってたんだね……」

　映うつるはきょろきょろした。

「ど、どこかで見てる……のかな。見てるんだろうけど、カメラなんて、どこに……」

〈ちゃんと見てるぞ〉

「っ！」

　マリカがびくっとした。

「……こ、声も聞いているの？　この13号校舎に、そんな設備があるなんて――」

〈安心しろ。上に申請して許可が下りなければ、私でさえこのシステムは使えん。……というか、起きろ、静！　ぐーすかぐーすか寝てるんじゃない、ばかっ！〉

〈……あぁ～。ごめぇ～ん。巴ちゃんがいるから、ついぃ～……〉

「いなくても、静先生は寝てるけどね……」

　皆人は思わずつっこみを入れてしまったが、悠長にそんなことをしている場合じゃない。くびれが青い顔をして、自分の肩を抱いた。

「……て、転落……って、言いませんでしたか。灰堂くんが、転落……」

「シ、シゲくんがっ……元げん禄ろく三年……？」

「サッチン、とりあえずそれ、江え戸ど時代だよ……」

「ぬぇ？　エロ地雷？　こーこが？　そ、そっかなぁ。こーこって、そんなにナイスバーディー？　メンチきってゆわれると、ちょっと恥ずかしいかも。にへへっ」

「いや……」

　いろいろ間ま違ちがっていて、ぜんぶ指摘するのはたいへんだし、それどころじゃない。皆人は頭を振って、

「――まずは逃げよう！　シゲの犠牲を無駄にしちゃだめだ！」

　死んでねえよッ……という茂の声が聞こえるようだ。あの茂が二階から落ちたくらいで死ぬわけがない。皆人たちは、互いにうなずきかわして、ふたたび走りだした。
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　……でも、走って、走って、地球の裏側まで逃げられるわけじゃない。

　皆みな人とたちは13号校舎から出ることはできず、校舎の中をぐるぐる回るしかないし、体力だって有限だ。

　疲れきって、歩くこともままならなくなってきたので、皆人たちは一階の空き教室で一休みすることにした。

　もうそろそろ日が暮れる。校舎の中はだいぶ暗いが、居場所を教えることになるので、明かりをつけるわけにもいかない。

「……逆手にとって、わざとあちこちの明かりをつけて回るという手もある」

　司つかさはやつれている。床にしゃがむと、妙に小さい。しばらく食べていないからだ。

「真ま田た部べ、何か食べたら？」

「いい。一回食べてしまうと、花はな咲さきがそばにいても、止まらなくなりそう」

「そっか。くそ……できるだけ早く、勝負を決めないとな」

「焦らないで。むしろ、相手を消耗させる。それがボクらの作戦」

「……あの、ぼ、ぼ、僕が、明かり……つけてこようか？　なんて……い、言ってみただけでーす、ごめんね、ご、ごめんなさい……」

「霜しも山やまくんは、鏑城かぶらぎくんをつかまえる役でしょう」

　マリカも疲労しているだろうし、実際、疲れ果てた顔をしているのだが、それでも見る者を身震いさせるほど美しい。

「明かりは、わたしがつけてくる」

「あっ、じゃ、こーこも一緒に行くね！」

　わりと元気そうな幸こう子こが、そう言ってから「あれ……？」と首をひねった。

「キッチンくん、つかまえるの？　なんで？」

「……敵、だからでは……」

　くびれはほとんど少女グールだ。ぐったりしていて、まるで生気がない。

「キッチンじゃなくて、テッチーですけど……敵だから、つかまえないと……いっそ、呪のろわないと……呪う……呪わず呪いたり呪う呪うなり呪え……五段活用……ふふ……」

「こーこ、キッチンくんと、おトイレで会ったよ？　みんなとはぐれたとき？　かな？」

「えっ。トレイで？　サッチンと鏑城が？　なんで……？」

「隠れてるってゆってた……ような？」

「や、そうじゃなくて、サッチンは女子で、鏑城は男子だから……まあいいや」

　いいのか？　疲れているせいか、皆人にもよくわからなくなってきた。

「鏑城はたぶん、そんなに乗り気じゃないだろうから、今もトイレに隠れてるかもな。捜さがしてみるか。俺と真田部と、それから映うつるで。マリカとサッチンは明かり。歌うた野のさんは」

「……あたし、ほかの人を捜してみます。灰はい堂どうくん以外は、まだ無事のはずですし……」

「わかった。じゃあ、もうちょっと休んでから――」

　と、遠くのほうで――といっても、たぶん同じ階で、壁をバンバン叩たたく音が鳴り響きはじめた。声も聞こえる。

「……ねえ!?　どこにいるの!?　出てきて!?　つみき、つまんないんだけど!?　出てきてよ！　さっさと出てきてってば……！　今すぐ出てこい……！」

　音は、声は、だんだんと近づいてくる。椅い子すに座ったり、しゃがんだり、床に腰を下ろしたりしていた皆みな人とたちは、一斉に立ちあがった。司つかさが顎あごを引くようにうなずいて、

「みんな疲れている。ボクが囮おとりになって注意を引きつけるから、その間に」

「あの、その役目……あたしがやっていいですか……？」

　くびれは涙ぐみはじめた。

「……ごめんなさい。あたし、本当にバカで、とろくさくて、役立たずで……もう限界で、立ってるのもつらくて、だから……最後に……歌うた野のくびれ、行きます……っ！」

　引き止める前に、くびれは駆けだして教室から出ていった。呪じゆ文もんの詠唱が聞こえてくる。そして、つみきの「くびれてないちんちくりん……！」という声。見つかったのだ。

「――行こう！」

　皆人は司とマリカ、幸こう子こ、映うつると一緒に教室を出た。

　後ろ髪を引かれても振り返らずに、重い足を引きずって走る。

　悲鳴と、ガラスの割れる音。校内放送が流れて、くびれの失格が宣告された。

「……一階だから！」

　マリカが祈るように言った。そうだ。一階だから、なんとか大丈夫なはずだ。

「逃ぃーがぁーさぁーなーい……！」

　つみきが猛然と追ってくる。でも、くびれのおかげで、ちょっと距離がある。つみきにしても、差をちぢめられるほどの力は残っていないだろう。

「階段……！　階段だ……！」

　皆人はつみきの位置を確認しながら、みんなに指示を送る。

「おれ以外は、二階で！　おれは、三階まで上がるから……！」

　皆人が挑発すれば、つみきをおびきよせられる――ような気がする。マリカたちはうなずきも、首を横に振りもしない。返事をする余裕がないのか。

　階段を駆けあがる。一段一段が身体からだにこたえる。腿ももが痛い。脇腹も痛い。喉のども痛い。

　マリカと幸子、映は二階まで上がったところで廊下へ。

「真ま田た部べも……！」

「ボクは、だめ。花はな咲さきから離れたら、ボクは使い物にならなくなる！」

「そんなこと言うな……！」

　皆人は司の腕をがっちりつかんで、三階を目指す。

「自分のこと、使い物にならないとか！　――来くる見み坂ざか！　おれが遊んでやる……！」

「皆みな人とくん……！　皆人くん！　皆人くん！　皆人くん！　皆人くん……！」

　つみきはうまく誘いに乗ってくれたみたいだ。三階。ついた。誰かいる。二人だ。

「荒あら浪なみとオッサン……!?」

「花はな咲さき、真ま田た部べ！　ここはあたしとオッサンに任せろ……！」

「ロボッ！　グレートッッ！　俺はロボだァァ……ッ！」

「――すまない！」

　皆人と司つかさは、叶かなえとオッサンの脇を駆け抜ける。「どけえ！」とつみきが怒鳴って、オッサンがロボロボ叫び、叶が鋭い気合いを発した。振り返りたいが、我慢して、走る。Ｌ字の廊下の、折れ曲がる寸前まできたところで、ちらりと振り向いた。

「皆人くん！　つみきとあそんでくれるんでしょ、皆人くん……！」

　つみきが走ってくる。叶とオッサンは蹴け散ちらされてしまったのか。

「くっ……！」

　戻ることはできない。進むしかない。階段へ。階段を下りる。二階。司がふらついている。やばそうだ。一階へ。もうすぐ一階だ。とうとう司がつまずいた。

「ゃっ……」「――あぶねっ！」

　皆人はとっさに司を抱きとめて、そのまま抱えるようにして走る。走りづらい。

「ごめん、真田部！」

　かえってこっちのほうが楽だ。皆人は司を抱きかかえて、廊下を走る。人間一人だから、もちろん重いが、想像よりは軽い。司がぎゅうっと皆人にしがみつく。それでもっと軽く感じるようになった。いける。大丈夫だ。とはいえ、速度は落ちた。

「皆人くーん！　なーにー？　なんでー？　どうしてそいつをお姫ひめさまだっこなんてしてるのー？　つみきに見せつけてるのー？　誰もさわれないつみきにー？　ひどいなぁ！　ひどいよ……！　皆人くんってば、ほんっと、ひどすぎ……！」

　つみきがものすごい勢いで追いすがってくる。

「花咲！　ボクを下ろして……！」

「いやだ！　うおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！」

　皆人は意地になって両脚をフル回転させた。少しだけつみきを引き離すことができたものの、長くはもちそうにない。

「皆人ーっ！」

　――と、近くの空き教室のドアから、りゆかきゆが顔を出した。たぶん、りゆだ。

　なんだかよくわからないが、皆人はその教室に飛びこんだ。りゆに、こっちこっちと誘導されるままに教室を走り抜けて、逆側のドアから廊下に出る。つみきはいない。皆人を追って、教室に入ったのか。

「花咲くん、こっちへ！」

　すると今度は、りゆじゃなくてきゆが、隣の教室から手招きした。従って、その教室に入って出ると、また隣の教室から、おそらくりゆが、

「こっちだよー」

　……といった具合に百もも地ち姉妹の言うとおりにしていると、だんだん混乱してきた。りゆなのか、きゆなのか。自分はどっちに向かっているのか。つみきも同じらしい。

「何これ……!?　何なの……!?　ぐるぐる回って……!?」

「にんっ！」

　ドアから顔を出したりゆかきゆが、印を結んでみせた。

「忍にん法ぽう、ぐるぐるぱーの術なのです！　花はな咲さきくんは、もう教室には入らず、先へ……！」

　口調からすると、きゆか。皆みな人とは指示どおり教室に入らないで、廊下を駆けた。

「花咲、ボクはもう大丈夫だから！」

「わ、わかった！」

　司つかさを下ろして、手をつないで、走る。

「――いいかげんに、してよっ……！」

　後ろのほうで、つみきの怒声が鳴り響いて、悲鳴、ガラスの割れる音、校内放送、りゆときゆが失格したことを告げる巴ともえ先生の声、前のほうで、幻げん次じが手を振って皆人の名を呼んでいる。叶かなえと、オッサンもいる。

「もう許さない……！　許さない！　許さない、許さない、ぜったい許さない……！」

　つみきが地団駄を踏む音は、爆竹みたいに廊下を震わせた。

「テッチー、出てきて！　今すぐ！　ここに！　一人ずつ、確実に、潰つぶす！　全員、潰してやる……！」

「――潮時かな」

　幻次が薄暗い廊下で微笑ほほえんだ。

「このあたりで一度、勝負をかけてみるべきかもしれないよ」

　皆人と司は幻次のそばで足を止めると、膝ひざに手をついた。呼吸が乱れに乱れていて、言葉が声にならない。これ以上逃げまわるのは、無理とは言わないまでも、かなりきつい。

「やるなら、学食でやろう」

　叶は左手を振って、顔をしかめた。痛めているのか。オッサンも、胸がはだけて胸毛がのぞいているし、見た目はぼろぼろだが、気力はまだ衰えていないようだ。

「ロボーッ！」

「テッチー！　早く……！」

「……はいはい。行きますよーっと……」

　つみきの向こうから、鏑城かぶらぎがたらたら歩いてくる。鏑城はトイレに隠れていたと、幸こう子こが言っていた。あっちのトイレに潜伏していたのか。

「……くっそっ……サッチンの、情報を、いかせなかった……っ」

　歯は噛がみして悔しがる皆みな人との背中に、司つかさがそっと手を置いた。

「しょうがない。学食で、勝負を」

　つみきと鏑城かぶらぎが迫せまってくる。ぐずぐずしていられない。皆人はうなずいて、幻げん次じたちと一緒に学食へと駆けこんだ。ドアを閉め、窓際へと急ぐ。程なくドアが開いて、つみきと鏑城が入ってきた。

「ぼくとオッサンと委員長で……！」

　そう言うなり透明の壁を出した幻次の身体からだが、五十センチばかり浮きあがった。鏑城が右みぎ掌てのひらを幻次に差しむけている。

「――《吊り男ハングマン》。悪わりぃーな」

「あんたも、オッサンも、木刀女も、何もできない……！」

　つみきは体当たりして壁を壊し、幻次の土手っ腹にパンチを見舞った。

「……っっっ……！」

　幻次は吹っ飛ばされて、窓へ――いや、その前にオッサンが立ちふさがって、幻次をしっかりと抱きとめた。

「バッチコーイ……ッ！」

「ナイスだ、オッサン……！」

　叶かなえが《戦鬼羅刹バトルマニア》を発動させて猛加速し、またたく間に――つみきじゃなくて、鏑城に肉薄する。

「だから、意味ねーんだよ！　《吊り男ハングマン》……！」

「きゃははははっ！　ばーかっ！」

「っ……！　今だ、オッサン……！」

「ロボーッッッ！」

　皆人には一瞬、何が起こったのかよくわからなかったが、ようするに、叶が鏑城の力で持ちあげられ、その叶をつみきがぶん殴ろうとした。その隙すきに、オッサンが鏑城にタックルをぶちかまそうとしたのだ。でも、鏑城は冷静だった。

「――じゃーおまえだ！　《吊り男ハングマン》……！」

　鏑城は叶を解放して、すぐさまオッサンを持ちあげた。叶は落下する。そこに、つみきがぶちかましを決めた。

「飛んでっちゃえ……！」

「あぐっっ……！」

　叶が窓に突っこむ。窓のそばに座りこんでいた幻次が起きあがって、

「……《不思議な壁ワンダーウオール》！」

　紙一重だった。

　ガラスが割れる。僅差で間に合わなかったのだ。叶かなえが外に飛びだすと、アナウンスチャイムが鳴って、校内放送が流れた。叶が失格。ロボが――いや、オッサンが絶叫する。

「委員長ォォォォォ……ッ!?」

「……だ、大丈夫だ！　あたしは、くっ……」

「次はぁーっ！」

　つみきは鏑城かぶらぎの力で浮きあがっているオッサンにパンチを見舞う――と見せかけて、幻げん次じに駆けより、キックを繰りだした。

「あんた……！」

「――っ！」

　幻次は転がって、つみきの右脚をぎりぎりのところでよけた。つみきは立てつづけに蹴ける。蹴る。蹴る。幻次はかわす。這はうようにして、転げまわって、かわす。

「逃げるな！　ちょこまかと、ゴキブリみたいに……！」

「ロボッ！　ロボッ！　ロボーッ！」

　オッサンは暴れているが、足が床についていないので、どうにもならない。

「くっそ――おれも……！」

　飛びだそうとした皆みな人とを、司つかさが押しとどめて、

「だめ！　今のままじゃ勝ち目がない。ボクたちはまだ、勝機を見いだせていない！」

「でも……っ！」

「みんな……！」

　マリカと幸こう子こが学食に走りこんできた。幸子は立ちすくんだが、マリカはそのまま駆けてくる。つみきだ。マリカはつみきめがけて突進してゆく。

「マリカ……!?」

　何をするつもりなのか。つみきもマリカに気づいて、振り向いた。

「あははっ！　飛んで火に入る夏の虫……！　潰つぶす……！」

「できるものなら――」

　マリカは一度うつむいて、まばたきをしながら顔を上げた。

「やってみればいい……！」

　途端に、あふれる。

　それが何か、なんて言えない。あえて表現すれば、光だ。マリカが光を放って、光に包まれている。まばゆいなんて、美しいなんて、麗うるわしいなんて、そんな言葉ではとても、まるで足りない。神こう々ごうしい。

《女神の射程ビユーテイーレンジ》。

　つみきは足を止めて、震えだした。

「来くる見み坂ざかつみき」

　マリカは、厳かで、それでいてやわらかで逆らいがたい、女神の啓示のような声でつみきの名を呼ぶと、人差し指で窓の外を示した。

「今すぐ、あの窓から外に出なさい」

「……あ……」

　つみきは回れ右をしようとして、踏みとどまった。マリカが眉まゆをひそめる。つみきは、こらえているのか。抵抗しているのだ。あの美しさの――もはや暴力的なまでに圧倒的な、とほうもないマリカの力に。

　二人はにらみあう。マリカは比類なき美しさでつみきを屈服させようとして、つみきはそれにあらがっている。

　静かな、あまりにも静かな対決は、十秒……二十秒……たぶんそれ以上、つづいた。

　そして、光が失うせ――マリカが崩れ落ちた。

「マリカちゃん……！」

　幸こう子こが走りよって抱き起こそうとしているが、だめだ。マリカは気を失っている。９組との闘争ラリーでも、あの力を使ったあとに倒れてしまった。でもあのときは、逆さか麿まろを支配下に置いて、ひざまずかせたのに、なぜ――どうして、つみきには効かなかったのか。

　みんなが呆ぼう然ぜんとしている中で、彼だけは誰にも気づかれない空気と化して、虎こ視し眈たん々たんとチャンスをうかがっていたのだ。

「――つ、つかまえた……！」

「へっ……？」

　鏑城かぶらぎは後ろから自分の腰にしがみついている映うつるを見て、はは……と笑った。

「やっべ。悪わりぃー、つみき。オレ、やられた」

「いいよ、べつに」

　つみきは汗びっしょりで、目は落ちくぼみ、頬ほおが少しこけて、肩を大きく上下させながら荒い息をしている。マリカの力に逆らうのは、簡単ではなかったようだ。

「……もういい。テッチーなんか、いらない。つみきが一人で、潰つぶすから」

　その身のこなしは、決して速くない。むしろ、遅い。ゆらゆら、ゆっくりと、つみきが映に近づいてゆく。映は鏑城を突き放して逃げようとしたが、足がもつれた。

「う、うわぁっ！」

「消えろ、炊飯器……！」

「ずいばっ……!?」

　映はつみきにぶん殴られ、弾はじき飛ばされて、窓を突き破った。校内放送をバックに、鏑城の《吊り男ハングマン》から解き放たれたオッサンがつみきに襲いかかる。でも当然、つみきにさわることはできない。撥はね飛ばされて「――ロボッ……!?」とのけぞったオッサンに、つみきはパンチの連打を浴びせまくった。

「らぁ！　らぁ！　らぁっ！　らぁ、らぁ、らぁ、らぁ、らぁ、らぁ、らぁっ……！」

「ロボォッ!?　ロブァッ!?　ロブッ!?　ロブッ!?　ロブッ!?　ロブッ!?　ロボォァッ!?」

　オッサンは何があっても倒れないが、それだけに殴られ放題だ。とはいえ、いくら殴っても埒らちが明かないと思ったのだろう、つみきはオッサンの足を踏んづけた。正確には踏んづけていないのだが、体重以上の力がかかって――いやな音がした。

「ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ……！」

　オッサンは悲鳴をあげることもできず、涙目になった。

　つみきは、ニヤッ……と笑って、今度は幸こう子ことマリカに迫せまる。幸子はマリカを抱きしめてかばおうとしたが、つみきはおかまいなしだった。幸子ごとマリカを蹴けっ飛ばして、転がった二人をまた蹴った。二人がばらばらになると、マリカだけを蹴った。

「やめて……！　マリカちゃんを蹴らないで！　なんでそんなひどいことができるの!?」

「ひどい？　ひどいことなの？　これが？　へえ、そうなんだ」

　つみきは乾いた笑い声を立てた。

「わかんない、つみきには。あんたたちには、つみきの痛みがわかんないでしょ。それと同じ。つみきにも、あんたたちの痛みなんて、わかんない」

「来くる見み坂ざか……おまえ……っ！」

　駆けだそうとした皆みな人との前に、幻げん次じがすっと進みでて、

「オッサンはもう動けないね。外に押しだすのは難しい。力の秘密を暴きだすしかない」

　小声で、どうやら、司つかさに向かって言ったらしい。司は小さくうなずいた。

「鍵はやっぱり花はな咲さき」

　幻次は「……そうか」と低い声で答えると、つみきめがけて走った。

「来見坂さん！　きみの力とぼくの力は似ている……！」

「――性懲りもなくっ！」

　突進してくるつみきの目の前に、透明な壁が現れた。幻次の《不思議な壁ワンダーウオール》だ。でも、つみきが一撃を加えるだけで壁は壊れてしまう。幻次はまた壁を出した。

「ぼくらの力は、大きく二つの種類に分けられる！　直接物理的な現象を起こす力と、心の働きが具現化する力だ！　魔法以外だと、後者が多い！　きみも、ぼくもそうだ！」

「……だから何!?　それが何だっていうの!?」

　幻次が逃げながら壁を出して、つみきはそれを壊しながら、幻次を追いかける。

「《不思議な壁ワンダーウオール》は、ぼくの心の壁だ！　誰もきみにさわることができないのも！　きみの心が、人を拒絶している！　だけど、意識がなければ、きみの力は働かない！」

「そんなことない！　たとえ眠ってたって、誰もつみきにはさわれないんだから……！」

　皆人は「え……」と声をもらした。たしかに皆人は、寝ているつみきにさわったのだ。

　司が皆人の小指と薬指をきゅっと握った。

「……わかった。来くる見み坂ざかつみきの、攻略法」

「誰も！　つみきには、誰も……！」

　つみきが透明の壁を突破して、すぐに現れた壁をまた壊して、幻げん次じに肉薄した。

「誰も、誰も、誰一人！　いつまでも、永遠に！　さわれないんだから……！」

「っ……！」

　幻次は壁を出そうとしたのかもしれないが、間に合わなかった。つみきの体当たりをまともに食らって、窓の外まで吹き飛ばされた。

　校内放送が流れる。

　つみきが皆みな人とのほうに向きなおった。

「皆人くん。このあそび、あんまりおもしろくないよ？　おもしろくない。だから、そろそろ、終わりにしよ……？」

「花はな咲さき、聞いて」

　司つかさは皆人の小指と薬指を握る手に力をこめて、囁ささやくように、早口で言う。

「来見坂つみきの力は本来、眠っている間でも作用する。でも、花咲には働かなかった。それはたぶん、花咲の力のせい。花咲の力が来見坂つみきの力を弱めて中和した」

「……おれの力が？」

「そう。花咲は自分の力をコントロールしようとしたことはある？」

「コントロール……は、いや――ないけど。ただ近くにいるだけで効果あるっぽいし」

「ボクはいつもコントロールしようとしている。それで、いくらか食欲を抑制して、自分の意思で行動できることもある。花咲も自分の力を強めたり弱めたりできると思う」

「力を……強める。そっか、そうすれば、おれは来見坂に――」

「なーにごちゃごちゃくっちゃべってるのぉー……？」

　つみきが近づいてくる。窓から射さしこむ外の電灯の明かりが、つみきの顔の半分を照らしている。唇には、貼はりつけたような笑み。例の死んだ魚みたいな目をしている。

「しゃべってないで、せめてちょっとくらいは、つみきを楽しませてよぉ……？」

「だめだ」

　皆人が、ふう、と息を吐くと、薬指と小指から、ほどけるように司の手が離れた。

「悪いけどさ、来見坂――ここから先は、遊びじゃない。おれは全力で、来見坂にふれないといけないんだ。たぶん……来見坂の、心に」

「……できもしないことを、言わないで？」

「今まで、誰もできなかっただけだろ。でも、おれは違ちがう」

「違わない。違わない！　違わない！　違わない！　違うもんか……っ！」

「こわいのかよ？　寂しいくせに。みんなと仲よくなりたいくせに。友だちが欲しいくせに。何がこわいんだよ？　言ってみろよ」

「こわくなんかないっ！　つみきは、こわくなんかっ！」

「拒絶されるのがこわいのか？　好きになった相手に、好きになってもらえないかもしれない、それがこわいのかよ？」

「拒絶するのは、そっちじゃない！　つみきを嫌うのは、いつだって、そっちでしょ！」

「そう思えば楽だよな！　相手のせいにして！　自分は悪くないって！　何もかも、その力のせいだって！」

「えらそうに！　皆みな人とくんに、つみきの何がわかるっていうの……っ!?」

「ああ、わかんねーよ！」

　皆人はつみきめがけて、一歩一歩、足を進める。力を、コントロールする。自分の力を。考えたこともなかった。力はただそこにあるもので、どうにもできない。受け容いれるしかない。力に気づいたときから、ずっとそう思ってきた。

「わかんねーから、これからわかってやる！　来くる見み坂ざか！　拒こばめるものなら、おれを拒んでみろ……！」

「こ、こないで……！」

　そう言いながらも、つみきはその場から動かない。でも――こないで。それがつみきの本音なのだろう。友だちが欲しいと公言しながら、人に嫌われるようなことを、ついしてしまう。人に近づきたい、近づいてほしいが、同時に恐れている。

　乱暴なほどに臆おく病びようで、だけれど、寂しくて、つらくて、ひとりぼっちは悲しいから、やっぱり他人を求めずにはいられない。

「素直になれ、来見坂！　一人はいやだろ!?　人にふれたいんだろ……!?」

　皆人はつみきに向かって右手をのばした。

　あと一センチ。いや、五ミリくらいで、指先がふれる。

　そこに壁がある。幻げん次じの《不思議な壁ワンダーウオール》とは違ちがう。透明ですらない、形のない、見えない壁だ。

　でも――皆人の手は、弾はじき飛ばされてはいない。皆人の力は、確実につみきの力に影響を及ぼしている。だから、もっと。もっとだ。

「おれは！　おれは、あきらめないからな！　退ひかないからな！　来見坂、たとえどんなに、おまえがおれを拒んでも……！」

「やめて……やめてっ！　お願いだから！　それ以上、近づいたら……っ！」

　つみきの顔がひどくゆがんで、皆人の手が、ぐぐぐ……と、押し返される。そこで何かがせめぎあっている。二人の力が押しあい、軋きしむような音を立てている。

「――くっ……！」

　と、皆人の右手が撥はねあげられて、瞬間、指や手首、肘ひじの関節が、ちょっと変な方向に曲がった。痛かったが、気にせず皆人は左手をのばした。

「腕くらいくれてやる！　一本でも、二本でも！　おれの《平和主義者ラヴ＆ピース》で、来くる見み坂ざか！　おまえを！　おまえの力まで、なごませてやる……！」

　つみきに、皆みな人との左手が、中指の先が、じり、じり……と接近してゆく。力を強める。どうやって？　わからない。方法なんて。ただ念じるだけだ。強く、強く、念じる。なごませる。なごませてやる。力の性質とは正反対の、皆人の思いが――つみきの力を。

《神聖積木崩し少女セイクリツドメイデン》を、切り開くように、あるいはねじ伏せるようにして、中和する。

「――っっっっっっっっっ……！」

「うああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　五ミリ……四ミリ……三ミリ――その先は一瞬だった。皆人の左手がつみきの手首をつかんだ。つみきは全身をこわばらせたが、すぐに力を抜いた。もしくは、力が抜けてしまったのかもしれない。まずい。倒れる。

「あぶなっ……」

　皆人はとっさにつみきを抱きすくめた。それでも、つみきの身体からだは弛し緩かんしていた。ふにゃふにゃしていて、頼りなくて、思ったより小さい。

　ピンポンパンポーン、とアナウンスチャイムが鳴った。

〈鏑城かぶらぎ哲てつ道みちくんと、来見坂つみきさんの両名が、つかまりました〉

　巴ともえ先生じゃなくて、静しずか先生の声だった。いつもより落ちついた、大人っぽい声音だ。



    

  
    
      



    

  
    
      

〈10組の勝利です。勝者には権限クレイムが与えられ、行使されなければいけません〉

「……ん」

　つみきはかすかにうなずいて、皆みな人との背中に腕をのばし、おそるおそる、ちょっとずつ、力をこめた。

「……あったかい。人って、こんなにあったかいんだ……」



　　　　★



　今度こそ、これにて一件落着――といっていいのだろうか。

　翌朝、登校してチャイムが鳴ると、教室のドアがガラッと開いて……静しずか先生ではなく、鏑城かぶらぎが入ってきた。

　鏑城はだらだらと教卓のところまで歩いてゆくと、ドアのほうに視線を向けて、

「……こいって、つみき。おまえがこなきゃ、意味ねーし……」

　すると、つみきがひょいっとドアのところから顔を出した。

　教室の空気はかなり冷ややかだ。さいわい、それほどひどい怪け我がをした者はいないし、マリカも前回より力の副作用が軽かったようで、学校にきている。でも、あれだけのことをしたのだから、誰もつみきに好感を持っていない。

　つみきも自覚があるのだろう、うつむいて、ぎこちない動作で、それでも鏑城の近くまで歩いてゆくと、深々と頭を下げた。

「……あの、いろいろ、ごめんなさい。ほんとに、ごめんなさい。もうしないので、許してください」

　反応は、ゼロだ。五秒……十秒……十五秒たっても、誰も、何も言わない。

　皆人が口を開こうとしたら、つみきが顔を上げて、

「うん。だよね。わかってる。許してとか、虫がよすぎるよね。でも、つみき、やっぱり、やっぱりね……みんなと、友だちになりたいから、あきらめない。これからも、遊びにくるね。もしよかったら、たまにでいいから、遊んでください。お願いします！」

「お願いされてもなッ」

　茂しげるはそっぽを向いて、腕組みをした。

「聞いてやる義理はねえんだよ。おまえの誘いは断れるんだからなッ。まァ……あきらめねえのは自由だけどよ。先々何がどうなるかなんて、誰にもわからねえわけだしッ」

　叶かなえがまじめくさった顔で「そうだな」とうなずいた。

「灰はい堂どうの毛根の未来もまだ決まったわけじゃない」

「そうだよねッ!?　決まってないよねッ!?　まだまだわからないよねッ!?」

「男性型脱毛症は百％遺伝が原因らしいよ」

「うっせえよ幻げん次じッ！　おまえほんとうっせえッ！　人の希望を気軽に打ち砕くだくなッ！」

「じゃ、これがみおさめだねー」

　りゆが茂しげるを拝んだ。

「なむなむなむー」

「それじゃあ、きゆも一応、拝んでおくかんじにしましょうか。なむなむなむー」

「ナムアミダブツッ！」

　オッサンはやたらとシャキンシャキンした動きで合掌した。

「ナムアミダブツッ！　ナムアミダブツッ！　ナムアミダブツッ！　ロボ……ッッ！」

「オッサン、まだロボモード継続してんのかよッ！　つーか、俺は地蔵とかじゃねえしッ、地蔵は髪生えてねえしッ！　つるっぱだしッ！　グオォッ、縁起でもねえ……ッ！」

「こーこは、お地蔵さん好きだけどなぁ。髪なんかなくても……かわいいと思うよ？」

「かわいいとか言われて、男が喜ぶと思うなァッ！　そんなのは侮辱だ、侮辱ッ！」

「もうっ！　せっかくこーこがヤブサメてあげたのにっ！」

「わぁ……こんなところで馬に乗って弓を射うてるんだね……すごいなあ、ふふっ……あ、ご、ごめんなさい、つっこみがへたで、この口っ、口っ、口めっ、口めっ……」

「いや映うつる、今の、けっこうおもしろかったって」

「……は、花はな咲さきにそう言ってもらえると……う、うれしいなあ、め、目から鼻水が……」

「というわけでっ」

　つみきは目をきらきらと輝かせ、八や重え歯ばをのぞかせて、にこやかに笑った。

「これからも、よろしく！　あと、皆みな人とくん」

「え？　……何？」

「つみき、力をコントロールできるように、がんばるから――ちょっとだけでいいから、また、だっこしてね」

「ああ、うん。それはいいけど」

　軽い気持ちで答えたら、くびれがすごい勢いで椅い子すから立ちあがって、

「い、いいんですかぁっ!?　それっ!?」

「……な、なんで？　おれのいとこも、よく抱きついてきたりするし、やっぱそういうのって、人間には必要なのかなーと思って……」

「幼い子供とは違ちがうでしょう？」

　いつものごとく頬ほお杖づえをついているマリカの視線は、冷たいどころか痛い。

「欧米人でもあるまいし、恋人同士でもないのに抱きあうのは、問題があると思うけど。それとも、その子とそういう関係になりたいの？」

「いや、べつにおれは……」

「ぐがががごががががおぐがあががぐああごごごがあががぐぐぐごごが」

　ポテットプップスもり塩味を貪むさぼり食っている司つかさの眼鏡めがねが、ギランッ……と不気味に光った。よくわからないが、威圧感プレツシヤーのようなものを感じる。なんだか、こわい。

「べつに、おれは、何？」

　つみきが皆みな人との机に両手をつき、顔を近づけてきて、首をかたむけた。

「そんなふうには考えてない？　いいよ、今はまだ。ちょっとずつで。つみき、あきらめないことに決めたし、焦らないから」

「っ……！」

　マリカがどこからかとりだしたスリッパを投げようとしている。くびれは低い、おっかない声で何をつぶやいているのだろう。鏑城かぶらぎは教卓の脇にしゃがんで、肩をすくめている。茂しげるが「勝手にやってろッ！」と吐き捨てて、りゆが笑いながら「やってろやってろー」とか言って囃はやしたてると、きゆもりゆにあわせて適当な感じで煽あおりだした。

「いや、だからっ――」

　皆人はまばたきをした。マナーモードにしてある携帯電話が震えた。見ると、メールが届いていた。差出人は、さかまろ。件名は「Re:」。何か妙だ、と思った。開いてみて、皆人は息をのんだ。本文は短かった。一行どころじゃない。たった四文字だ。
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あとがき



「十じゆう文もん字じさんさ……」と、ある日、担当編集者さんに言われました。

「あとがきで笑いとろうとするの、やめようよ」

「えっ。笑い？　あとがきで、ですか？　いや、僕はそんなつもり毛頭ないですけど」

「いや、前回のあとがきとか、確実に狙ねらってるでしょ。何あれ。軍象とか。ありえないでしょ、あんな勘かん違ちがい。とろうとしてるでしょ、笑い。狙いすまして外した球でしょ」

「えっ。外してました？　そうかなあ。おもしろいと思ったんだけど……」

「ほら、やっぱり狙ってんじゃない。笑いとりにいこうとして、滑ってんだよ豪快に」

「豪快に滑るなら、それはそれでいいじゃないですか！　何が悪いっていうんですか！」

「きたよ。逆ギレだよ。きちゃったよ」

「黙れッ！　そんなこと言われてキレずにいられるかッ！　クソッ！　ガッデムッ！」

「……ちょっとキレすぎじゃない？　自分でも思ってない？　これちょっとキレすぎかもなって思いながらも、引っこみつかなくなってんじゃない？」

「よくわかりますね」

「わかるよ。十文字さんの考えることくらい。だって、単純だもん」

「アホだって言いたいんですか！　それはちょっと心外だな！　訴えてやる！」

「キレ芸で押すつもりかよ……つまんねーよ、正直。だからダメなんだよ、きみは」

「な、何が……どうダメだっていうんですか。ぼ、僕のどこがダメなんですか」

「教えてほしい？」

「そりゃ教えてほしいですよ。教えてください！　お願いします！　どうか……！」

「やだ。もういいわ。なんかね。もうやってらんないわ。きみとはね。もういいや」

「えっ!?　そ、それ……本気で言ってるんですか？」

「本気だったら、きみと一緒に一生懸命この作品を作ったりしてないだろ？」

「へへへへへへ」

「へへへへへへ……って、結局、パクリかよ！」

「しょうがないじゃないですか。もう締しめなきゃいけないんですから。──というわけで、担当編集者のＩさん、すばらしいイラストを描いてくださったしらびさんをはじめ、本書の制作、出版、販売に関わったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様に愛と感謝をこめつつ、さようなら。またお会いできたら嬉うれしいです！」
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